
第２章 石 器

上黒岩遺跡の発掘調査は１次調査から５次調査まで行われている。これらの調査によって断続的

ながら縄文時代草創期から中世にかけての膨大な遺物が検出された。特に縄文時代草創期から縄文

時代早期にかけての石器を中心とした遺物が多く，最も岩陰が利用された頃である。縄文時代後・

晩期には堆積も進み，庇部分の面積が縮小し，居住施設としての岩陰の意義も低下したのか，遺物

は少ない。この上黒岩に居住した縄文時代人の生活実態を窺うにあたって，石器類のもつ意味は重

要である。また，本遺跡ほど縄文時代草創期の良好な遺物が豊富に出土した例は全国的にも多くな

いし，近畿・中国・四国において一括性の高い資料に限っていえば指折りの遺跡である。このこと

から縄文時代草創期を語るとき常に本遺跡は話題に上っていた。しかし検討の材料としては調査主

担当の江坂輝彌・岡本健児・西田栄による概報・速報しかなく［江坂・岡本・西田１９６７，西田１９６２・

１９６９］，その性格上ほとんど実測図が掲載されなかった。石器類については，鈴木道之助，十亀幸

雄，古田幹，多田仁，光石鳴巳等による限定された範囲内での労作もあるが，有茎尖頭器・石斧・

チップ・表面採集遺物といった特徴的遺物やマニアックな研究対象についての研究論文という極め

て断片的で，隔靴掻痒の思いを解消するに至っていなかった［鈴木１９７２，十亀１９８５，古田１９８８・１９８９，

多田１９９７・２０００，光石他２００５］。

上黒岩遺跡の発掘・採集資料は，慶應義塾大学民族学考古学研究室・上黒岩遺跡考古館・愛媛県

歴史文化博物館・国立歴史民俗博物館・竹口渉氏の機関・個人の元に分散して収蔵されている。報

告書作成にあたっては各収蔵施設に保管されている加工を施した石器を主体に実測図を作成するこ

とと，石器類の組成表を作成することによって全貌を窺えるものにすることを第一に考えた。しか

し力及ばず組成表の作成は断念せざるをえなかった。この点は今回のプロジェクトとは別に，古田

幹・津村宏臣・河原林薫による「石器群全体の資料化ならびにそれに基づいた石器資料総体の再検

討を目的」としたプロジェクトも並行して行なわれているので石器組成についてもいずれ詳らかと

なろう［古田・津村・河原林２００５］。

調査区ごとの量的な内訳を簡単に提示すると概ね次ぎのとおりである。

Ａ区：約１，７００点（２次・３次・４次・５次），Ａ拡張区：約５０点（４次・５次），Ｂ区：約１，４５０

点（２次・４次），Ｃ区：２，１５０点（２次・３次・４次），Ｃ拡張区：約５３０点（３次），Ｄ区：約２７０

点（２次・３次？），Ｆ区：数点（ほとんどが西田栄氏から愛媛県歴史文化博物館へ移管），その他約３００

点，これに上黒岩考古資料館に約５０点弱の石器（２次～４次）を加えた約６，５００点～約６，６００点が

発掘調査にかかる石器類の全貌に近い数であろう。県博に所蔵されているＦ地区の出土数は把握し

ていないが，４次調査時の日誌からすると膨大な数ではないようである。主要な器種については，

石鏃が１００点前後，有茎尖頭器が６４点，有茎尖頭器の未成品が４４点，槍先形尖頭器９点，石篦約

８５点，石斧３点，石錐２点，削器２８点，大型石器６５点（凹石・磨石・敲石・台石），楔形石器６点

である。いま，層位別の詳しい組成を示すことはできないが，石鏃の大半が２～４層，有茎尖頭器

（未成品を含む）と石篦が７～９層，大型石器が６層から主に出土している。

石鏃については２～４層以外に６層から推定１５点前後が出土しているほか７～９層から１，２
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点ずつ出土しているにすぎない。また上記の点数のうち，石鏃や石篦，大型石器のなかには２次調

査で出土した層位不明のものも数多いが，出土傾向からおよその出土層は推定できよう。本報告書

に収載した以外の石器類が層位不明の石器であることに概ね対応する。なお，鈴木道之助や古田幹

が尖頭器としたものについては［鈴木１９７２，古田１９８９］上端を尖らせず下端を丁寧に半円形に成形

した特徴から半円形部分を刃部とする「石篦」や「小型石斧」に類似するので石篦とした。

出土遺物は，１９６０年代と１９７０年に行なわれた発掘調査に係わるもので，最終調査であった第５

次調査（１９７０年１０月）から４０年の歳月が経過しようとしている。その間，遺物に注記がされてい

なかったこともあって当初の出土地点・層位とは異なってしまったものもある。例えば「日本の洞

穴遺跡」の写真図版に掲載されたＤ区６層出土の石鏃がＣ区出土のラベルとともに袋に同封されて

いたのはほんの一例であった。遺物については，調査次ごとの写真・日誌・概報類・ラベル・日付

等を参照し，可能なかぎり本来の出土区・出土層位の復元を行なった。しかし判明できなかったも

のもあり，これについては挿図の終わりに一括した。また２次調査において出土した遺物のラベル

に「第３黒色土層」・「褐色土層」・「黄褐色土層」・「黄褐色土粘土層」と記されており，少なくとも

２次・３次調査では７・８層から遺物が出土していないこと，遺物の出土日付や記載内容から３次

調査における９層の細分（９�層～９�層）に対応するものと考えられた。結局前後関係の判明する

土層断面図が見当たらず，「９層：黄褐色土層」というように一覧表で記載するに止めざるをえな

かった場合もある。

なお，『日本の洞穴遺跡』に第２次調査D２区深掘区（通称鎌木トレンチ）１４層（青褐色粘性土層）

から旧石器時代の石器が出土という記載がある［江坂ほか１９６７：２２９］。これは上黒岩遺跡における

人類の岩陰利用の開始を意味することから，意識的に探索したが見当たらなかった。なお第４次調

査Ｂ区第１１層から剥片が２点出土していることが判明し，図化したが帰属する時代を特定できる

ものではなかった。旧石器の有無については今後も機会があれば追求したいと考えている。

草創期の出土石器類のうち，二次加工が加えられ，出土区・出土層位の判明した石器類のうち

８０％近くを図化した。したがって本報告書に収載した石器は，上黒岩遺跡で出土した量的・器種

的な要素の全貌を窺えるレベルには達することができたと考えている。

１ Ａ区・Ａ拡張区

Ａ地区・Ａ拡張区は東西に長い岩陰の東側奥部で最も高い部分にあたり，東から西へＡ拡張区，

Ａ区と隣接する。Ａ区の調査経過は，１９６１年の１次調査時にＡ区・Ｂ区・Ｃ区（第２次調査の１ト

レンチ）として調査されたうちのＡ区が最初である。翌年８月の第２次調査で１次調査のＡ区北側

にＡ区，その東側にＡ拡張区が新たに設定され，１９７０年の第５次調査まで継続調査をしている。

その理由としてＡ地区・Ａ拡張区は第４層において人骨が密集して検出されたことから精査に時間

を要し，第８b層の途中で調査が終了している。

なお，６層は無紋土器の文化層とされているが，下位文化層（７～９層）と同様な遺物をも含む

文化層と認識している。７層については２・３次調査Ｃ区・Ｄ区では第�破砕礫層とされていたが，

Ａ区では６層の下に「粘性褐色土層」があり（４次調査８月１３日の日誌），これを７層（Ｅセクショ
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図６６ 上黒岩遺跡３次調査Ａ区３層出土石器（Ｓ＝１／１）
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ン７層）としている。また６層と７層の区別も「殆んど差異を見出せない。……第�層と第�層を

同一層とみなすのが至当かもしれない。」と記載し（４次調査８月１３日の日誌），更に「Ｃ，Ｄ区の

第９層に相当する……。」と鈴木道之助は日誌に書いている（４次調査８月１１日の日誌）。このよう

な理解の背景には，調査時における隆起線文土器の出土や有茎尖頭器等の遺物構成が驚くほど共通

していたこともあるようで，本報告書作成にあたっては，そうした問題点を認識しつつ石器類を観

察した。

（１）３層出土

石鏃（図６６―１～１６）１６点を確認した。これらの形態は，浅く弧状の抉りをいれた例と（１～

３，１４，１５），脚部が逆Ｖ字形になるような抉りをいれたものがある（４～１３，１６）。前者の中には

縄文時代草創期や弥生時代早期に比率が増加する二等辺三角形の例がある（２）。層位的な位置と，

本遺跡の２層から弥生時代早期の刻目突帯文土器が出ているので関連が推定できる。このほか明ら

かに縄文時代早期の石鏃である鍬形鏃は出土していない。

石材は赤色硅質岩が６点（３・４・７～９・１２），推定金山産サヌカイトが４点（１・１１・１４・１５），

その他外来系のサヌカイトが１点（１６），無斑晶質安山岩が２点（２・１３），チャート質の硅化岩が

１点（５），頁岩が１点（６），姫島産黒曜石が１点（１０）である。遠隔地の石材である姫島産黒曜

石・推定金山産サヌカイトを石材とした石鏃が注意される。破損部位は１６点中，７点に尖端部の

破損，４点に脚部の破損が観察された。

石鏃未成品（図６６―１７・図６７―１８） １７は赤色硅質岩を石材とした凸基式の完成品とも考えられる。

１８は硅質頁岩を石材とした三角形の未成品で，剥離が粗いままである。

図６７ 上黒岩遺跡３・５次調査Ａ区・Ａ拡張区３層出土石器（Ｓ＝１／１・１／２）
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図６８ 上黒岩遺跡３・４次調査Ａ区・Ａ拡張区３層出土石器（Ｓ＝２／３）
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楔形石器（図６７―１９） 上下に細長い形で，両極方向からの剥離痕が走る。姫島産黒曜石である。

石錐（図６７―２０） 平たく幅広い基部と，細長く断面が平行四辺形をした錐部からなる。石材は推

定金山産サヌカイトである。

削器（図６８―２２） 打面部を残し，右側縁から下縁にかけての調整加工によって左側縁より下端が

切出し状となる。また左側縁と右側縁上位の調整加工は打面よりに内傾した平面形で左側縁との間

が石匙のつまみ状となる。調整加工はほぼ表面側のみに施されるが，緩い傾斜角で，平坦剥離に近

い。石材は香川県産のサヌカイトである。

掻器（図６８―２３） 楕円形の小礫から生産された表面と打面部に礫面が残る剥片を素材としている。

素材剥片の下半側をやや急角度の整形加工で半円形に整形しており，平面形は短い楕円形となる。

石材は在地系の頁岩である。

石錘（図６８―２４） 長軸の両端部を打ち欠いているが，その後打ち欠き部分で器体に直交する条痕

が形成されている。これは両面方向に切れ込みの入った切目石錘と違っている。法量は長軸４．６

cm，短軸３．６cm，厚さ０．９cm，重さ２３gである。緑色片岩の扁平で楕円形の小礫を用いている。

石核（図１８７―４５６） 姫島産黒曜石を石材とする高さ３．１cm，幅１．７cm，厚さ１．２cmの小型。あ

るいは楔形石器かと考えたが，剥離が表面で下から，裏面で横から行なう。

（２）４層出土

石鏃（図６９―２５～２９，３１～１８，４０～４４）１８点を確認した。小型石鏃（２５）を除く全てに抉りがい

る。脚部が尖る例と（３１・３２・３５・３８），脚端部が幅広い例がある（２６～２９・３３・３４・３６・３７・４０～４４）。

全体的な傾向として前者には華奢な例が多く，それに較べて後者はやや大きい例が多い。特に大き

い例として，４０は長さが３．２２cm・重さ２．６２g，４３は長さが３．２３cm・重さ２．２９g，４４は長さが

３．９５cm・重さ３．１６gである。また大型例の中には縄文時代早期に特徴的な鍬形鏃とみて差し支え

ない例もある（４１・４３）。また２５は長さ１．１５cm・幅１．０４cm・厚さ０．３５cm・重さ０．２８gの小型

品であり，賀川光夫が大分県川原田洞穴の押型文土器に伴って出土した極小の石鏃を「細石鏃」と

呼んだことがあるが［賀川１９７０］，大きさはこれに該当するものの，本例には抉りがない。大型例

と小型例を除く石鏃は長さ１．４６cm・重さ０．５４gの例から（３４），長さ２．６２cm・重さ０．８３gまで

の範囲に収まる一群であり（３１），これを中型に区分する。Ａ地区・Ａ拡張区４層の石鏃の成品は

大中小に区分される。石材は赤色硅質岩が６点（３２～３４・３６・３８・４１），推定香川県産等外来系のサ

ヌカイトが５点（２７・２８・３１・３７・４３），無斑晶ガラス質安山岩が３点（２９・３５・４２），無斑晶質安山

岩が１点（２５），頁岩が１点（２６），硅質頁岩が１点（４４）である。以上のなかで無斑晶ガラス質安

山岩とした石は香川県産のサヌカイトと看做してよいものも含まれている。４４はパリノ・サー

ヴェイ株式会社の石岡氏から日本海沿岸の硅質頁岩である可能性を指摘された例である。なお，当

然含まれてよいはずのチャートのないことが注意される。破損部位は１８点中，１点が尖端部の破

損例，４点に脚部の破損が観察されたが，ほかは欠損していない。

石鏃未成品（図６９―３０・３９）３０は推定香川県産サヌカイトで，３９は無斑晶ガラス質安山岩であ

るがサヌカイトと考えられる。なお２点のうち１点は尖端部から左脚の縁沿いにファシット状の破

損を生じている。

石錘（図７０―４５・４６） 緑色片岩の扁平で楕円形の小礫を用いた例が２点ある。３層出土例と同じ
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図６９ 上黒岩遺跡３・４次調査Ａ区・Ａ拡張区４層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図７０ 上黒岩遺跡３・５次調査Ａ区・Ａ拡張区４層出土石器（Ｓ＝２／３・１／２）
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く長軸の両端部を打ち欠いているが，その後器体の端部に直交（厚さ方向）する条痕が形成されて

いる。両面方向に切れ込みの入った切目石錘と違っている。４５は長軸６．１５cm，短軸３．１５cm，厚

さ０．９５cm，重さ２９．４７gで，４６は長軸６．０cm，短軸３．１cm，厚さ０．８cm，重さ２３．７６gである。

楔形石器（図１８７―４５７） 両極方向からの剥離。石材は赤色硅質岩である。

敲石・磨石（図７０―４７・４８）４７はやや扁平な緑色岩を石材とし，表面の下半部と裏面の上半部左

辺に敲打による剥離痕と細かい剥離上の潰れ痕が観察される。重量は３３９gである。４８は輝石安山

岩の分厚く重量のある円礫を用いており，５５８gを測る。この例は表面側の上端・下端・左側に敲

打による潰れと，剥離痕が生じている他，表面に磨った痕跡がある。

（３）５層出土

５層は遺物の出土数が少なく，６層に帰属すると考えるれる。

石鏃（図７１―４９～５１） ３点とも浅い抉りの入る例で，脚部が大きく開き，両側縁に肩部を持つこ

とで共通しており，３・４層の石鏃と平面形が大きく異なっている。石材は赤色硅質岩が１点（４９），

推定金山産サヌカイトが１点（５１），推定金山産以外の推定香川県産等外来系のサヌカイトを用い

た例が１点（５０）である。破損部位は３点中，２点に脚部の破損が観察されたが，ほかは欠損して

図７１ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区５層出土石器（Ｓ＝１／１・１／２）
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いない。

凹石・敲石（図７１―５２） 分厚い円形の緑色岩を用い，両面中央に直径１．５cm前後の円錐形の凹

部が生じている。全周囲には著しい敲打痕が残る。

（４）６層の石器類

６層に至って明確に縄文時代草創期的な石器が出土しはじめる。

石鏃（図７２―５３） 浅い抉りが入り，脚部が大きく開き，両側縁に肩部を持っている。５層の石鏃

と共通している。石材は赤色硅質岩である。

有茎尖頭器未成品（図７２―５４・５５） 後述する７・９層の有茎尖頭器の形態から推測して有茎尖頭

器の未成品と考える。５４は調整加工が粗く，側面にみる縁部が直線的ではなく波状をなしている。

長さは４．６３cm，幅２．８２cm程度であることから本遺跡に最も多い有茎尖頭器の大きさに対応する。

基部側に最大幅があり，半円形に成形している。５５は長さ６．７cm，幅４．５cmであり，有茎尖頭器

の未成品としては例の少ない大型例になるが，明確な茎部作り出しの意図が窺える例である。裏面

の下半に平坦な調整加工があるが，表面周辺にやや傾斜のある調整加工が施されたことで，横断面

が概ね台形を成す。こうした断面の状態からは，通常の有茎尖頭器に見られる凸レンズ状断面に調

整することは困難であったとことから，尖端部を作出せずに未成品のままとなったと考える。

有茎尖頭器（図７３―５６） 基部側を欠くが，長幅の大きさから本例程度の大きさで，表裏両面の調

整加工の一つ一つは大小様々で不均一であるが，押圧剥離で斜状平行剥離の意図が窺える例である

ことから有茎尖頭器と考える。

槍先形尖頭器（図７３―５７） 弓形にカーブする縦長剥片を利用している。調整加工も限定的で，奥

深く延びる剥離の意図は窺えないが，基部と尖端部を明らかに作りわけた柳葉形である。

掻器（図７３―５８，図７４―５９～６１） ４点確認した。５８は遠位が短く乳首上に突出し，近位を半円形

に成形しており，ずんぐりした形態である。表面側に奥深く延びる幅広い剥離があるが，押圧剥離

ではない。表面側周辺にはやや急傾斜の細部調整が施され，断面形が扁平な台形となる。また裏面

は当初，ヒゲ状フィッシャーが観察される節理面で，これに周囲から短い調整加工を施している。

このような形態的・技法的特徴から，有茎尖頭器などへの作出意図は窺えない。下端におけるやや

急傾斜な部分を刃部とした掻器と考える。５９は小型例で，拇指状掻器と呼ばれるものである。下

端を半円形に細部調整を施し，刃部としている。６０は表面側の左辺及び下端を主に加工している

が，下端の平面形は半円形ではなく，直線的である。基部方向と推定される遠位側が欠損している。

６１は幅広剥片を素材とし，表面側の下端部を急斜度の加工を施し刃部とする。更に，この加工を

した部分を裏面方向へ加撃している。この加工によって刃部の正面観が円鑿状となる。平面形はや

や細長い。

石篦（図７４―６２～６４） ４点を確認した。６２は表面に礫面を残す幅広剥片を素材とし，その打面部

と対極の端部を短い両面調整で加工している。石材は無斑晶質安山岩を用いている。６３・６４は直

接打法による両面調整であり，側縁が大きく波状を示す。中ほどに最大幅があり，刃部側の下半を

欠く。石材は無斑晶質安山岩を用いている。６５はソフトハンマーによる両面調整と推定するが，

側縁部から刃部にかけて細部調整を施すので縁部の振れ幅は大きくない。中ほどで破損しており，

基部側の下半を欠く。石材は無斑晶質安山岩を用いている。江坂輝彌や鈴木道之助が木葉形尖頭器
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図７２ 上黒岩遺跡４・５次調査Ａ区６層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図７３ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区６層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図７４ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区６層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図７５ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区６層出土石器（Ｓ＝２／３・１／２）
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（杏仁形尖頭器）とする例を含んでいる［江坂・森本・小片他１９６９］。この石器の特徴は尖端部とされ

ていた上端が鋭く尖らず，入念な調整加工も施されていない。むしろ基部とされていた下端を入念

に半円形となるように加工している。また使用等に係わる尖端部の細かい欠けがある例はなく，ほ

とんど中ほどで折れた例である。したがって尖端とされていた部分が基部で，基部とされていた部

分が刃部と考えられる。

石篦未成品（図７５―６６） 水滴形を成すが，側縁や刃縁の側方観は波状となっている。上端付近の

縁部にはやや細かい調整がほどこされているが，上端の平面角度が９０°近くもあり槍先形尖頭器類

を意図したものでないことがわかる。裏面右半部の盛り上がり部分でステップが生じ，除去できな

かった例であろう。

削器（図７５―６７） 平面形態は長幅がほぼ同一となる方形状の剥片で，打面部や表面に礫面が残る

ので石核調整時の剥片を利用していると推定する。表面右側縁下半部に鋸歯状の加工を施すが，限

定的であり，あるいは未成品か。

敲石（図７５―６８） 長さ７．２５cm，幅５．３cm，厚さ５．０cm，重さ２１７．６７gの大きさを有する川原

石を用いている。石材は砂岩か。遠位の緩く窄まる部分に若干の打痕と，下端の幅広部分に著しい

打痕がある。大きさと重量からみて，石器加工用の敲石か。

（５）７層の石器類

石鏃（図７６―６９・７０） 層位から隆起線文土器に伴う例である。６９は平面形が二等辺三角形で，長

さ１．７２cm・幅１．５７cm・厚さ０．３６cm・重量０．６４gの大きさを有する。丁寧な押圧剥離で調整さ

れる。石材は安山岩である。７０は長さ２．１７cm・幅２．０２cm・厚さ０．２４５cm・重量０．７６gの大き

さを有し，左脚を欠くもののその復元幅は２．２５cmとなる。ほぼ平面形はほぼ正三角形であるが，

底辺部が緩やかな弧状を成す。丁寧な押圧剥離で調整される。

有茎尖頭器（図７６―７１～７４，図７７―７５～７７） ７点出土している。石材の内訳は，サヌカイトが１例，

赤色硅質岩が３例，硅質頁岩が２例，チャートが１例である。７１と７２は特殊な有茎尖頭器で他に

類例を知らない形態である。７１の平面形は蝙蝠が翼を広げた様な形で，逆刺部は円く突出し，刃

部～体部は肩の部分が一旦内側へ丸く回りこみ，尖端部へと内傾する。茎部は底辺にあたる部分が

幅広で，茎部長は短い。表裏に斜状平行剥離的な細長い押圧剥離痕がある。石材はサヌカイトであ

る。７２の尖端部―刃部は通常の平面形を成すが，茎部が幅広く・短く突出し，突出部の両隅部が

磁器高台断面のように円く突出する。調整加工がやや粗いせいか側縁の上下が最大で０．２cmもある。

調整加工はあまり奥部に達せず，貝殻状の剥離痕が縁辺周辺部に施されている。石材は赤色硅質岩

である。７３は上半部で緩い肩部を有し，尖端に至る平面形態と思われるが破損している。肩部か

らやや裾広がりとなり，茎部との境界にある逆刺部が口ばし状に突出している。左の逆刺部を欠く。

調整は押圧剥離による両面調整であるが，剥離痕の大きさは様々である。石材は硅質頁岩である。

７４は上半部で緩い肩部を有し尖端に至る平面形態と思われるが，破損している。肩部から内反し

ながら逆刺部になる。調整はソフトハンマーを用いた剥離と押圧剥離による両面調整であるが，剥

離痕の大きさは様々である。石材は硅質頁岩である。７５は尖端部から僅かに内反しながら裾が広

がる平面形態と思われるが，逆刺付近で破損している。器面調整は表面側で左右両縁とも斜め下方

向へ延びる斜状平行押圧剥離が観察される。したがって正面観はＶ字形の斜状平行剥離である。裏
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図７６ 上黒岩遺跡４・５次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図７７ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝１／１）
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面も部分的に押圧剥離を施すが，素材剥片のポジ面も大きく残している。石材はチャートである。

７６は尖端部から僅かに外側へ張りながら裾が広がる平面形態で，逆刺に至る。ここから急に幅を

減じ，茎部となる。茎部は底辺が幅広で茎部長の短い逆二等辺三角形である。器面調整はソフトハ

ンマーと推定される部分が従で，主に押圧剥離によるものである。押圧剥離には斜状平行剥離を志

向しているかのような剥離もある。尖端部と両逆刺部が破損している。尖端部の破損は上方からの

衝撃によるもので，表面側に男女倉型彫器や有樋尖頭器に観察されるようなファシットである。石

材は赤色硅質岩である。推定される大きさは，長さ５．０cm，幅２．０cm，現状での厚さと重さは

０．４２cm・３．７２gである。細長い有茎尖頭器である。７７は尖端部から幅広に裾が広がり，逆刺に至

る平面形態と推定されるが，表面側左側縁のやや上位から右逆刺部付近にかけて節理面で袈裟懸状

に破損している。器面調整はソフトハンマーが主か。石材は赤色硅質岩である。

有茎尖頭器の未成品（図７７―７８・７９，図７８―８０～８２，図７９―８３・８５・８６） ８例あり，完成直前に破損

した例から水滴形の原型まである。石材は赤色硅質岩が３点，硅質頁岩が２点，無斑晶質安山岩が

２点，チャートが１点である。７８は尖端部から僅かに外側へ張りながら裾が広がる平面形態で逆

刺となる。ここから急に幅を減じ，茎部となるが，僅かに作出意図が窺える程度である。完成直前

に上半付近が破損した未成品で，肩部の存在は不明である。茎部も器面調整はソフトハンマーが主

で押圧剥離が従か。７９は水滴形で，尖端部分がまだ円い。調整加工はソフトハンマー等による器

面調整と推定される。横断面をみると各部分でヒンジフラクチュアーやステップが生じており，薄

い凸レンズ状の断面や押圧剥離による効果が期待できないので未成品となったのであろう。８０は

水滴形で，表面側の右側が破損している。左側縁部には礫面が残存しているほか，縁部の側面観は

上下幅が大きく，ソフトハンマー等による器面調整と推定される。８１は木葉形で，素材に幅広剥

片を用いており，表面に素材剥片以前のネガ面を残す。上端・下端の両側の中央付近を中心に表裏

両面に僅かに器面調整が施されている。８２は身部（刃部）の平面形が将棋駒の下に小さい逆台形の

茎部を付けた形態である。調整加工はすべてソフトハンマーと推定されるが，中央部には達してい

ない加工もあるなど調整加工は粗く，未成品と考える。茎部作出の意図が窺えるので大型の有茎尖

頭器作出を目論んだ未成品か。８３は水滴形である。調整加工は表裏両面で行なわれ，一部押圧剥

離もあるが，ソフトハンマーによる大小の平坦剥離である。これを反映するように縁部の側面観も

大きく波状となる。８５は下膨れした木葉形の平面形である。表裏両面で押圧剥離が施されている

が，特に裏面の上半部を中心に斜状平行剥離を志向したと推定される部分がある。８６は下膨れし

た木葉形の平面形である。調整加工は表裏両面で行なわれるが，ソフトハンマーによる幅広い貝殻

状の剥離痕である。周辺部分に細部調整を施す。

掻器（図８０―８７・８８・９３・９４） ４点あるが，形態は様々である。８７は水滴形で，最初に裏面側の

バルブ・打面を除去する平坦な剥離を加え，次に表面側の整形加工を行なう。下端を半円形に整形

して刃部とする。石材は輝緑岩である。８８は両面調整素材を用い，下端を鼻状に丸く細部調整を

加える。石材は赤色硅質岩である。９３は両面にポジ面を有する小剥片の両側を「ハ」の字状に切

断する。下端を裏面側からの細部調整で半円形に整形し，刃部とする。平面形は扇形を成す。縄文

時代草創期に多いとされる拇指状掻器と考えられる。石材は硅質頁岩である。９４は不定形剥片の

ポジ面側下端に極簡単な細部調整を加え刃部としている。平面形は徳利形であるが，これも拇指状
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図７８ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図７９ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図８０ 上黒岩遺跡４・５次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝２／３・１／１）
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図８１ 上黒岩遺跡４・５次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝２／３）
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掻器であろう。石材は頁岩か。

削器（図８０―８９・９１・９５） ３点あるが，形態は様々である。８９は小さな破損剥片の右側縁に刃こ

ぼれ状の細部調整を加える。石材は赤色硅質岩である。９１は幅広い剥片のポジ面側の右側縁に刃

こぼれ状の細部調整を加える。下端と左辺は破損している。石材は推定金山産サヌカイトである。

９５は幅広剥片を用いている。裏面の右側辺に平坦な加工が施すが，主な加工は表面側の両側辺を

弧状に調整加工を加え，平面形を木の葉状としている。表面側右側縁には大きめの剥離痕も残り，

出入りのある平面感となっている。左側側に細かい細部調整が施され，ここが刃部であろう。石材

は無斑晶質安山岩である。

加工痕ある石器（図８０―９０・９２，図８４―１０９・１１０） ４点抽出したが，実のところ器種分類に苦慮し

た例である。石材は２例が硅質頁岩である（９０・９２）。９０は左辺が破損していると見られるが，はっ

きりしない。あるいは楔形石器か。９２は扁平な器体であり，両面調整をしている。楔形石器，ま

たは石鏃未成品か。１０９は平面形からすれば，石篦の未成品とするべきか。１１０は何かの未成品か

もしれないがはっきりしない。下端に若干の加工がある。

石篦（図８１―９７・９８，図８２―９９～１０２，図８３―１０３～１０５） ９点を確認している。石材は無斑晶質安山

岩が７例と多く（９８・１００～１０５），サヌカイトが１例（９９），脈石英が１例のみである。いずれも基

本的な調整加工はソフトハンマーの直接打撃による調整加工である。９７は下端に細部調整がみら

れ，刃部としている。石材は脈石英で本遺跡出土ではこの１点だけである。９８は上半部側の破片。

両面でほぼ平行する剥離が施される。９９は斜めに破損した上半部破片。上端は尖らない。縁の側

面観縁部の上下もさほどない。１００は斜めに破損した下半部破片。下端を丁寧に調整し，半円形の

刃部とする。１０１は加工途上の未成品段階に剥離による失敗破損が起きたのだろう。１０２は斜めに

破損した下半部破片。下端を丁寧に調整し，半円形の刃部とする。１０３は水滴形の形態と推定する

が，半円形の刃部側が破損。縁の上下も少なく丁寧。１０４は水滴形の形態と推定するが，半円形の

刃部側が破損。縁の上下も少なく丁寧。１０５は水平に破損した下半部破片。下端を丁寧に調整し，

やや直線的な刃部とする。上記の資料のうち１０２・１０３は古田幹によって既に報告されている資料

である［古田１９８９：２３９］。

石篦の未成品（図８３―１０６，図８４―１０７） １０６は長楕円形。加工が粗く，縁部側面観が大きく波状で，

縁の平面観は鋸歯状。石材は無斑晶質安山岩である。１０７は製作時の粗割段階で，下半側が厚い。

断面も鋭い稜を有する平行四辺形である。石材は硅質頁岩である。

礫器（図８５―１１１） 扁平な方形か長楕円形の礫を素材とし，両端部の表面側のみにハードハン

マー等による直接打撃で片刃の刃部を作出。石材は輝緑岩である。

敲石（図８５―１１２～１１４） ３点確認した。石材は細粒砂岩か。１１２はほぼ円形の周辺部に沿ってア

バタ状の打痕がある。打痕と重さからみて細部調整用の敲石であろう。１１３は小型の長楕円形の敲

石である。打痕と重さからみて細部調整用の敲石であろう。１１４は小型の長楕円形の敲石である。

打痕と重さからみて細部調整用の敲石であろう。

石核（図８５―１１５・１１６）１１５は剥片を素材に，残存する礫面を打面とし表面側を中心に若干の剥

離を行なう。石材は詳細な岩石名は不明であるが，硅質分の多い石である。１１６は左右に長い石核

で，幅狭い打面から表面側で剥離作業を行い，手前に１８０°回転させて裏面側で剥離作業を行なう。
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図８２ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図８３ 上黒岩遺跡４次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝２／３）
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0 5 10cm 

図８４ 上黒岩遺跡４・５次調査Ａ区７層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図８５ 上黒岩遺跡４・５次調査Ａ区７層・８―３層出土石器（Ｓ＝１／２・１／１）
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したがって石核の断面形は平行四辺形である。石材は赤色硅質岩である。

（６）８―３層（９層相当）出土

発掘調査時の日誌では８―３（８c）層は「Ｂ区での９層の最上端と考えられるが決定的な確証と

なるものがない。（５次：１９７０年１０月２９日）」とある。８―３層の遺物は石鏃１点・有茎尖頭器１点

と剥片数点出土と日誌に記載されている。８―３層は層位的には隆起線文土器の段階である。

石鏃（図８５―１１７） 石材は推定金山産サヌカイトを用いる。脚部の端部が内側に内傾している。

加工は周辺部のみ。

２ Ｂ区

Ｂ区はＡ地区・Ａ拡張区と同様に岩陰の東半部にあたり，Ａ地区の西側に隣接する。Ｂ区の調査

経過は，１９６１年の１次調査時にＡ区・Ｂ区・Ｃ区（第２次調査の１トレンチ）として調査されたう

ちのＢ区が最初である。翌年８月の第２次調査で１次調査のＢ区は１トレンチＢ区として調査が続

行する。また２次調査ではＡ区との境界側に３トレンチＢ区が設定される。３トレンチＢ区の西側

は永久保存地区になっているので，実質１トレンチＢ区と３トレンチＢ区の面積５m２がＢ区の面

積である。また遺物取り上げ時のラベルをみるとＢ区は３次調査の対象からはずれ，４・５次調査

で再びＢ区として調査されているが，上記の経緯からその調査区は２次調査１・３トレンチＢ区の

ことになる。

１～６層の遺物は異常に少ないが，１トレンチＢ区は１次調査時（実質的には試掘調査）に一括

取り上げされた他，２次調査時の遺物に地点・層位不明遺物が存在することに関係があると推定す

る。

（１）１層出土

石鏃（図８６―１１８～１２５） ８点確認している。抉りが深い例と（１２０・１２２），抉りが浅く弓形にカー

ブする例（１１８・１１９・１２１・１２３・１２４），ほぼ正三角形で抉りのない例（１２５）に区分できる。正三角

形の例がやや大きく，他は通常の大きさで，長さ１．５８cm～長さ２．７２cmの間に収まる。石材は赤

色硅質岩が３点（１１８・１１９・１２１），推定金山産サヌカイトが１点（１２０），硅質頁岩が１点（１２２）で

ある。破損例は３例（１１９・１２３・１２４）あり，いずれも脚部を欠く。

（２）２層出土

石鏃（図８６―１２６～１２８・１３０） ４点確認している。抉りが浅く弓形にカーブする例と（１２６）抉り

が深い例（１２７・１２８・１３０）に区分できる。「人」字形の華奢な形態と（１２７），ずんぐりした形態に

区分できる（１２８・１３０）。石材は抉りの浅い例では赤色硅質岩，抉りが深い華奢な例は流紋岩，抉

りが深いずんぐりした例はいずれも赤色硅質岩である（１２８・１３０）。なお抉りが浅い例は長さ１．２４

cmであり，小型の部類に入る（１２６）。

有茎尖頭器（図８６―１２９） 下層に由来する石器であると考える。両面とも押圧剥離で調整加工さ

れているが，石材が粘りのある硬い緑色チャートで綺麗な仕上がりではない。また上部の縁部平面

形がやや斜行するが，破損に伴う再加工と推定される。両側の逆刺を欠く。
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図８６ 上黒岩遺跡２次調査Ｂ区１層・２層・４層・６層出土石器（Ｓ＝１／１）
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（３）４層出土

石鏃（図８６―１３１） 抉りが浅く弓形にカーブする例である。尖端近くの右側縁が僅かに斜行して

いるが，あるいは再加工のなごりか。石材は無斑晶質安山岩である。

石鏃の未成品（図８６―１３２） 表面側近位から右上方へ延びる剥離痕と上端右側縁の細部調整，裏

面右側辺に細部調整を施す。本例には尖端部作出する意図が窺える。石材は赤色硅質岩である。

石錘（図８７―１３４） 裏面に回り込んだ礫面の存在から楕円形で扁平な緑色片岩の小石を用いてい

ることが推定できる。素材は長軸５．４cm・幅４．３cm・厚さ１．３cmの小礫を短軸方向から節理を

利用して分割し，短軸方向の表裏両面側に整形加工を施す。

敲石（図１８８―４６１） 短く厚い礫の両端の角部に打痕がある。石材は不明である。

（４）６層出土

石鏃（図８６―１３３） 長さは２．３３cm・幅１．２２cm・厚さ０．４８cm・重さ１．０１gであり，幅に対し長

さが約２倍ある。正面観は体部がやや張る細長の二等辺三角形で，基部底辺が水平気味であり，抉

りは浅い弧状を示す。裏面には礫面を残す。石材は無斑晶質安山岩である。

石篦（図８７―１３５，図９７―１６７） １３５は形態が撥方を呈し，１６７は表面にソフトハンマーによる調整

加工を施し，裏面も縁沿いに細部調整を施す。表面側に素材時のステップが残存するほか，両側縁

の側面観が著しく波状で有茎尖頭器などの未成品ではない。

（５）８層出土

石鏃（図８８―１３６・１３７） 層位から隆起線文土器に伴う例である。１３６は長さ２．２５cm・幅１．５５

cm・厚さ０．３５cm・重さ０．９５gであり，正面観がやや細長の二等辺三角形で，基部底辺は水平。

石材はチャートである。１３７は大きく破損しており，現状で長さ３．９７cmと大型である。形態は瓢

箪形で，おそらく脚部が長脚鏃風に尖るのだろう。表面側は調整剥離を加え，裏面にポジ面を大き

く残す。

石篦（図８８―１３８・図８９―１３９） １３８は中ほどで下半側を大きく破損しており，削器とも考えられた

が平坦剥離を志向した調整加工が見られることから石篦と推定する。材質の影響もあるのか，表面

側にはステップやヒンジが多く，裏面に較べて凸状である。１３９は中ほどで破損し，基部側の上半

を欠くが，下端側の刃部は半円形を成す。ソフトハンマーによる両面調整と推定する。側縁部から

刃部にかけて細部調整を施すが，刃部付近は特に入念である。

石篦の未成品（図８９―１４０） 平面形は達磨形で，表裏両面ともソフトハンマーか石による直接打

法による不均一な調整剥離による整形である。下端よりの右側辺と刃部付近に僅かな細部調整が施

されているに過ぎない。

石核（図１８８―４６２） 石材は不明。打面を入れ替え両面で剥片剥離する。あるいは石箆の未成品か。

（６）９層出土

石鏃（図９０―１４１） 層位から隆起線文土器に伴う例である。大きさは長さ１．７７cm，幅１．８３cm，

厚さ０．５２cm，重さ１．３gである。ほぼ正三角形である。石材は輝石安山岩であるが，かなり軽く

感じる重さである。表裏両面に大まかな剥離痕もあるが，表裏両面の縁周辺に施された細部調整に

よって整形されている。またその細部加工がやや急角度であることや，表裏両面が平坦であること

から凸レンズ状の断面をしていない。
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図８７ 上黒岩遺跡２・４次調査Ｂ区４層・６層出土石器（Ｓ＝２／３）

図８８ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区８層出土石器（Ｓ＝１／１）
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0 5cm

139

140

有茎尖頭器（図９０―１４２～１４７，図９１―１４８・１４９，図９２―１５２～１５４，図９４―１５８） １２点を確認している。

石材の内訳は，推定金山産サヌカイトが２例，赤色硅質岩が７例，無斑晶ガラス質安山岩が１例，

サヌカイト１例，無斑晶質安山岩が１例である。１４２・１４３は他に類例のない特殊な形態である。

平面形は圭頭式鉄鏃の形に似ており，基部変化点までの身部（刃部）長より茎部長のほうが長い。

１４４は尖端直下の両側に僅かに肩部もつ。茎部長が短く底辺の幅広い逆三角形の茎部である。正面

側はほぼ斜状平行剥離で，裏面の右辺は斜状平行剥離であるが，左辺は乱れる。１４５は身部（刃部）

の上半部で破損。また尖端部方向からの衝撃により右縁部上端に彫刻刀形石器に観察されるファ

シット状剥離痕が生じている。茎部は左の基部変化点からそのまま茎部に移行するが，右側では逆

刺部より内側で茎部がはじまる。１４６は直線的な裾広がりの例で，逆刺部を欠く。表面側はソフト

ハンマーによる調整で，裏面は斜状平行剥離風である。その後周辺部付近で同一の奥行きを有する

細部調整を行なう。したがって断面が凸レンズ状に至る縁でなく，「く」字形になっている。茎部

は茎部長が短く，底辺が幅広を呈する逆三角形の茎部である。１４７は基部側の下半を破損している。

尖端部から両側にかけての開きの角度と調整加工から有茎尖頭器と推定する。一部にソフトハン

図８９ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区８層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図９０ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図９１ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

160



0 5 10cm 

154

153

152

図９２ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図９３ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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マーによる打撃の部分もあるが，表裏両面とも押圧剥離による平行剥離痕も観察され，横断面は凸

レンズ状である。石材は赤色硅質岩である。１４８は尖端部側の上半を破損している。表面側には素

材時の剥離痕も残存し，剥離痕の大きさも様々である。このため裏面側で丁寧な押圧剥離による調

整加工が行なわれているが，有茎尖頭器としては残存部分の先細りがなくいびつである。石材は赤

色硅質岩である。１４９は尖端から幅広く広がり，最大幅付近で逆刺部分となる。最大幅付近で大き

く窄まり，そのまま茎部長が短く茎部幅の広い逆二等辺三角形の茎部となる。調整加工はソフトハ

ンマーと押圧による調整加工である。石材は赤色硅質岩である。１５２は一見すると柳葉形であるが，

器体の中央縁部に基部変化点がある。逆刺部分から０．２，３cm程度幅を減じ，そのまま茎部端方向

に延びると推定されるが途中で破損し明瞭ではない。有茎尖頭器と呼ぶに躊躇する例である。調整

加工は押圧平行剥離である。石材はサヌカイトである。１５３は尖端部からやや弧状に張る縁部から

木葉形に大きく延びる体形である。明瞭な逆刺はないが，屈曲部分からそのまま茎部長が短く茎

図９４ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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部幅の広い逆二等辺三角形の茎部となる。調整加工はソフトハンマーを主とし，押圧による調整加

工である。１５４は基部側の下半を破損する。尖端部から両側にかけての開きの角度と調整加工から

有茎尖頭器と推定する。部分的に斜状平行剥離が観察される。石材は赤色硅質岩である。１５８は尖

端部と逆刺を欠き，肩部が緩く変化する。調整加工は大小様々な剥離痕がある。裏面には素材時の

ポジ面が残る。裏面の加工痕はあるいは押圧剥離か。石材は赤色硅質岩である。

有茎尖頭器の未成品（図９１―１５０・１５１，図９３―１５５～１５７，図９４―１５９，図９５―１６０～１６２） ９点あり，石

材は赤色硅質岩が３点，無斑晶質安山岩が４点，不明２点である。１５０は水滴形の原型から器面調

整と茎部作出の途中，刃部上半の肩部付近で尖端側が破損した未成品である。表裏両面は押圧剥離

に先立つソフトハンマーによる調整加工痕が大きく残存している。表面側の上端付近で節理と亀裂

ともなって，器体が脆弱となっていたことに原因が想定される。石材は赤色硅質岩である。１５１は

水滴形の原型である。ソフトハンマーによる調整加工痕が大きく残存している。石材は無斑晶質安

山岩である。１５５・１５６は水滴形をした有茎尖頭器の原型である。１５５は斜状平行剥離でも正面観が

「Ｖ」字形を成す例である。縦断面をみると上半部で弧状に薄くなったことが成品に至らなかった

理由であろう。１５６はソフトハンマーによる調整加工痕が大きく残存している。１５７は水滴形直前

の段階で楕円形。ソフトハンマーによる調整加工痕が大きく残る。１５９は水滴形の原型から茎部作

出段階であり，逆刺の鋭さに欠ける。ソフトハンマーによる調整加工痕が大きく残存している。石

材は無斑晶質安山岩である。１６０は平面形はまだ水滴形の名残を残しているが，茎部作出の意図が

窺われるほか両側をやや直線的にしている。ソフトハンマーによる調整加工痕が大きく残存してい

る。１６１は基部側の下半が破損している。器体の厚さから考えて有茎尖頭器の未成品と推定するが，

あるいは石篦か。石材は無斑晶質安山岩である。１６２は水滴形に調整する直前の段階で，楕円形を

成す。ソフトハンマーによる調整加工痕が大きく残存している。石材は無斑晶質安山岩である。

石篦（図６９―１６３・１６４，図９７―１６８～１７０，図９８―１７２，図９９―１８１，図１００―１８２，図１０１―１８５，図１０２―１８７～

１９０，図１０３―１９１～１９４，図１０４―１９５～１９７）２０点あり，石材は，無斑晶質安山岩が１０例，硅質頁岩が

１例，秩父帯頁岩が１例，サヌカイトが２例，輝石安山岩１例，頁岩が１例，不明５例である。無

斑晶質安山岩の利用が目立っている。いずれもソフトハンマーによる調整加工である。上端（基部）

が窄まるが，鋭く尖る例はない。１６３は上半側が大きく破損し，刃部が半円形をなす小型の例であ

る。１６４は下半側が破損している。両側がやや張る。１６８・１６９・１７０はいずれも楕円形。１６９は下

半が破損。１７２は上端が破損する。調整加工は縁の周囲のみ。１８１は卵形。調整加工は丁寧。１８２

は上端が斜行し，下半は破損。厚さは薄い。小型。１８５は縁部周辺に細部調整。裏面の並列的な剥

離は間接打撃か。刃部半円形。上半破損。１８６は長楕円形で，下半部・刃部を入念に細部調整。刃

部半円形。大型で厚い。石斧か。１８７は刃部を半円形に細部調整。小型。１８８は刃部を半円形に細

部調整するが，全体的な平面観は方形で小型。１８９は水滴形の形態で，細部調整は僅か。１９０はず

んぐりした水滴形の形態。基部は急角度の整形で厚い。１９１は楕円形の形態で，刃部はやや斜行す

る平面形で，表面に入念な細部調整。小型。１９２は刃部が斜行し，上半は破損。１９３は上部が破損。

刃部は表裏の１次剥離痕の利用と僅かな細部調整による。１９４は上部が破損。刃部は半円形で入念

な細部調整。１９５はハード～ソフトハンマーによる調整加工である。基部破損。裏面にハジケ。

１９６は基部破損。側面形が弧状となる。１９７は細長い水滴形で半円形の刃部と裏面の縁に細部調整。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

164



10cm 

160

161

162

5 

0 

図９５ 上黒岩遺跡２・４・５次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図９６ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図９７ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図９８ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図９９ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１００ 上黒岩遺跡２・４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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基部（上端）は尖らない。

石篦未成品（図９７―１７１，図９８―１７３・１７４，図９９―１７６，図１００―１８３・１８４，図１０５―１９８・１９９，図１０６―

２００） ９点あり，石材は無斑晶質安山岩が３例，赤色硅質岩が３例，サヌカイトが１例，緑色岩が

１例，石材不明が１例である。基本的にソフトハンマーによる調整加工である。１７１は水滴形の素

材を用い，破損後にも左側縁加工をしている。１７３は平行四辺形に近い形態で，両側から幅広い剥

片を剥離する。あるいは石核か。１７４は素材から，粗割り整形初段階のものか，細部調整はない。

１７６は裏面の左側縁からの剥離が刃部方向に延び破損している。剥離は大きく粗い。１８３は円錐体

が大きく，ハードハンマーによる直接打撃か。細部調整は刃部のみ。１８４は下半がやや幅広の楕円

形。粗割り整形初段階のものか，細部調整はない。１９８は下半が幅広の水滴形。粗割り整形段階の

ものか。１９９は水滴形。表面左側縁に細部調整。刃部側の縁は大きく波状をなす。２００は柳葉形に

近く，あるいは尖頭器の未成品か。赤色硅質岩で，節理が多い。

剥片（図９６―１６５） 多量にある中１例を提示する。石材は赤色硅質岩である。

削器（図９６―１６６，図９９―１７５・１７７・１７９，図１０６―２０１） ５点確認している。厚い剥片の片側側縁に細

部調整を施す例と（１６６），破損しているが細長い素材の端部に近い側縁をやや弧状になるように細

部調整した例（１７５・１７７・１７９），表面側の側辺部と裏面側の側辺部を細部調整した例（２０１）に区分

できる。石材は無斑晶質安山岩が２点，赤色硅質岩が２点，推定金山産サヌカイトが１点である。

掻器（図９９―１７８） ヒンジフラクチャーが著しい細長で下膨れした平面形の素材を用いている。

細部調整は下膨れした近位端の片面に施される。石材は推定金山産サヌカイトである。

石錐（図９９―１８０） 破損例で，おそらく楕円形の器体から錐部が突出した形態。基本的には奥行

きのない細部調整を片面側に施す。石材は推定金山産サヌカイトである。

有溝砥石（図１０６―２０２） 横断面は半円形でなく，４箇所に大小の溝があるため複雑な断面となっ

ている。平面形は長方形で，研いだ際の溝は長軸方向である。表面側に一条，側面部分に二条ある。

表面側の細長溝は下端溝口部分がやや幅広いことと，溝内底部が中央付近から下半側でやや深い。

これは研磨対象物を溝に密着させて平行運動したのではなく，被加工物の端部を溝底部に対し，や

や角度をつけて近位側から研磨したと推定できる。このような動作からは骨角器等の尖端部作出に

伴うことが想定される。したがって二個一対で研磨する「矢柄研磨器」とは異質なものである。こ

の溝内底部には白い粒子が付着しており，江坂輝彌は骨角器等を研磨した際の残滓であると記して

いる［江坂他１９６９］。白い粒子が何に由来するのかは研磨対象物を詳らかにする上で重要な事柄で

あるが，今回の整理作業での探求を果たせなかった。今後の課題である。左側面側の細長い溝も表

面側の溝と同質的な溝である。この側面の溝は本来砥石の表面側と裏面側で別々に研磨していたが，

溝底部付近の厚さが薄くなり破損している。擦りきり石器や奈良県下で出土の有溝砥石を思わせる

部分である。また裏面には楕円形凹面が形成されているほか，右側面にも研磨の痕跡がある。

敲打・磨石・台石（図１０９―２０４・２０５）２０４は輝石安山岩を用い，長さ８．２６cm，幅６．１cm，厚さ

３．４５cm，重量２３４．４９gで，平面形は楕円形である。２０５は輝石安山岩を用い，長さ９．２５cm，幅

６．８５cm，厚さ５．２cm，重量４１０gで，平面形は隅丸方形。両例とも石の角部・両端部・側面部に

著しい敲打痕を残し，法量から石器製作に伴う敲石か。

石核（図１０７・１０８―２０３AB，図１１０―２０６・２０７）２０３は長さ１５．０cm，幅１３．０cm，厚さ３．０cm程度
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図１０１ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１０２ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１０３ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１０４ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１０５ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１０６ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１０７ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１０８ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）

図１０９ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１１０ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１１１ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区１０層出土石器（Ｓ＝１／２）

図１１２ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区１１層出土石器（Ｓ＝２／３）
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の剥片を大きな川原石から剥離した剥片を素材としている。若干の打面作出を礫面側に行なうが，

基本的には礫面側を打面とし，ポジ面側で剥片剥離を行なっている。２０６は礫面と先行する剥離痕

を打面として求心的な剥離作業を裏面側で行なう。次に裏面側の先行する剥離痕を打面とし，表面

側の上から下方へ最低３回程度の剥離作業を行なっている。２０７は節理部分で割り取った剥片素材

の石核で，長軸の裏面節理方向に打面作出を行なう。打面部から表面方向へ剥片剥離作業を行なう

が，良好な剥片ではない。

（７）１０層上面出土

台石（図１１１―２０８） 長さ１９．６cm，幅１９．４５cm，厚さ６．８５cm，重さ４，０００gの川原石をそのま

ま利用している。裏面側は平ではないので，表面側のみで敲打等を受けている。他に１０層出土の

遺物がないことと，「１０層上面」という層位から推定すると本来は上位の９層に由来する遺物であ

ろう。

（８）１１層出土

剥片（図１１２―２０９・２１０） 小さな剥片とやや厚い縦長剥片であるが，明瞭な加工はない。１９６９年

８月９日付の調査日誌には「第９層よりの落込みと思われる。」とあるが，石材からみて９層例に

比べ違和感がある。

３ Ｃ区・Ｃ拡張区

Ｃ区・Ｃ拡張区は岩陰の中央部分に位置する。Ｃ区・Ｃ拡張区の調査経過は，１９６１年の１次調

査時にＡ区・Ｂ区・Ｃ区（第２次調査の１トレンチ）として調査されたうちのＣ区が最初である。翌

年８月の第２次調査で１次調査のＣ区は１トレンチＣ区として調査が続行し終了している。また２

次調査では西側Ｄ区との境界側に４トレンチＣ区が設定される。３次調査では４トレンチＣ区の東

側を調査する。更に，３次調査ではこうしたＣ区の北側とＤ区の北側をＣ拡張区として調査してい

る。４・５次調査ではＣ区・Ｃ拡張区の調査は行なわれていないが，断面整備ということで４次調

査時に三日間の小規模調査が行なわれている。調査面積は１トレンチＣ区と４トレンチを含めたＣ

区の面積が約９m２，Ｃ拡張区は約４．４m２である。

２次調査の遺物が異常に少ないが，１トレンチＣ区は１次調査時（実質的には試掘調査）に一括

取り上げされた他，２次調査次の遺物に地点・層位不明遺物が存在することに関係がある。層位別

に土器を見ると，２層：縄文時代後・晩期，４層：縄文時代早期（押型文土器），６層：縄文時代草

創期，７・９層：縄文時代草創期の土器が出土しており，石器類もそれぞれの時期に帰属すると考

えられる。

（１）層位不明

石鏃（図１１３―２１１～２１２） 抉りが深い例で，いずれも長幅の割合がほぼ同じ。Ｃ区付近の断面図

を観察すると１層から３層がないことと，石鏃の形態から４層出土の石鏃と考えられる。

（２）２層出土

石鏃（図１１３―２１３） 長さ１．３２cm，幅１．２５cm，厚さ０．２５cm，重さ０．３４gと小型。抉りが浅く，

脚の端部がやや尖る。１トレンチＢ区に近い部分での出土か。
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（３）４層出土

石鏃（図１１３―２１４～２１９） ４点確認し，石材は赤色硅質岩が１例（２１４），凝灰岩が１例（２１５），硅

質頁岩が２例（２１６・２１７），推定金山産サヌカイトが１例（２１９）である。２１９は長さが３cm台の大

型例で，脚部が外方に丸く突出する。また近位の抉りは僅かである。２１４～２１８は中型例であるが，

やや大きい例もある（２１７・２１８）。中型例のうち，抉りが浅く幅に較べて長さが長い１群と（２１４～

２１７），長幅が同じ比率で抉りのない例に区分できる（２１８）。石鏃の形態からみると押型文土器に伴

う典型的な石鏃組成とはやや違いはあるか。

削器（図１１４―２２０） 幅広い剥片の下端側長辺の両面に押圧剥離による平坦で同一規模の調整加工

を施すが，断面観は片刃。刃部の平面形がウルナイフ状に弧状を成すなど縄文時代後期・晩期の横

刃形石器に酷似しするが，縄文時代早期にも類例はある。石材は推定金山産サヌカイトである。

石錘（図１１４―２２１） 長さ７．０２cm，幅４．８８cm，厚さ１．３８cmで緑色片岩の扁平礫を用いている。

扁平礫の短軸に表裏両面からの打ち欠きを加えているが，小河川で使用する石錘としては大きい。

楔形石器（図１１４―２２２） 大きさから別器種か。表面側は両極方向（上・下端）から剥離痕が延び，

裏面は主に短軸方向からの剥離痕。大きさは二上山山麓出土の「截断面のある石器」に近い［柳田

１９７４］。

（４）６層出土

石鏃（図１１５―２２３） 尖端部のやや下位に肩部を持ち，ここから撥状に裾広がりとなり脚部となる。

抉りはやや浅いが，縄文時代に通常見られる石鏃。完形品で長さ２．６１cmである。石材は赤色硅質

岩である。なお，出土層位によっては若干数の増加はありえる。

図１１３ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区層位不明・２層・４層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１１４ 上黒岩遺跡２・３次調査Ｃ区４層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１１５ 上黒岩遺跡２・３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝２／３）
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石鏃の未成品（図１１５―２２４） 平面形が弾丸形で細部調整は粗く，側縁の側面観は上下の変化が大

きい。基部の抉りも二，三の剥離を施しただけで左脚方向に偏っている。石材はサヌカイトである。

また，若干数の増加はありえる。

楔形石器（図１１５―２２５） 破損品，若しくは削片か？また，若干数の増加はありえる。

小形敲石（図１１５―２２６） 長さ３．８１５cm・幅３．９９８cm・厚さ２．４７６cmと小型であり，石材は脈石

英の小石をそのまま利用する。大きさと重量から大きな剥片剥離作業を想定する必要はないだろう。

器体には潰れ痕跡がなく，周囲の側面部に０．２，３cmピッチの線条痕が観察される。

石篦未成品（図１１５―２２７，図１１０―２２８・２２９） 石材は無斑晶質安山岩が２点と石材不明１点である。

２２７は長幅１０cm近くの幅広い鍬形の例である。近位を半円形にソフトハンマーによる調整加工で

刃部作出をおこない，ほかはほとんど調整加工のない石器である。２２８は幅広の剥片を素材として

おり，表面側上端・左側辺・右側辺下半と裏面の近位から遠位にかけてハード，もしくはソフトハ

ンマーによる粗割りがなされている。２２９は撥形の平面形をしている。表面側上端には階段状の剥

離が生じ，厚い。表面左側辺下半から近位にかけて調整加工が施される。しかし下端の刃部予定部

分はほぼ水平であるが，右側はまだ切断面のままとなっている。調整加工は裏面側の短軸方向（両

側辺方向）から施され，刃部側がトランシェ状になっている。２３２は長幅に大きな違いのない多角

形を呈しており，周縁の出入りが目立つ。表面側にはヒンジフラクチャーやステップフラクチャー

が著しく，階段状の剥離痕が多い。したがって左側辺に若干の調整加工痕があるものの質的に粗悪

で放棄されたのだろう。

削器（図１１７―２３０・２３１）２３０は長幅比がほぼ同様で多角形の剥片を素材とする。表面側を粗く整

形剥離し，ポジ面である裏面側の右側縁部から下縁部付近に細部調整を施した例。石材は無斑晶質

安山岩である。２３１は幅広い剥片の下辺の両面に平坦で同一規模の押圧剥離による調整加工を施す。

刃部は弧状を成し，縄文時代後期・晩期の横刃形石器に酷似している。石材は推定金山産サヌカイ

トである。

石核（図１８７―４５８） 石材は不明で，板状の剥片に打面を入れ替え表裏両面で剥離作業を行ってい

る。中央部で破損している。

敲石・磨石・台石・砥石・礫器（図１１８―２３３～２３５，図１１９―２３６～２３９，図１２０―２４０～２４２，図１２１―２４３・

２４４，図１２２―２４５～２４７，図１２３―２４８～２５１，図１２４―２５２～２５５，図１２５―２５６～２６０，図１２６―２６１～２６３） 名称は

それぞれの機能を示すということで用いられた用語である。しかし一連の動作環境のなかにあり，

実際は複合する場合が多い。資料は３１点あり，硬質砂岩の敲石１点と石材不明の５点を除くすべ

てが緑色岩または，緑色片岩で占められている。２３３は扁平で細長の石で，表裏両面に２個ずつ凹

部がある。端部が敲打の為に破損。２３４は扁平で細長の石を用い，表裏両面に２個ずつ凹部がある。

２３５は扁平で楕円形の石を用い，３つの連続する凹部が表裏両面にある。凹部は楔状・円錐状・ア

バタ状である。裏面は周囲がやや摩滅する。２３６は扁平で楕円形の石を用い，アバタ状の打痕が帯

状に表裏両面に広がる。端部は敲石としての敲打に由来する剥離痕がある。２３７は扁平で細長の石

を用い，表裏両面に２，３個の連結した円錐状凹部がある。２３８は断面山形で細長の石を用い，表

面に２，３個の連結した楔状・円錐状凹部がある。２３９は扁平で楕円形の石を用い，表面側にアバ

タ状の打痕が帯状に，その受けによるめり込みが裏面側に広がる。両端部は敲石としての敲打に由
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図１１６ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区６層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１１７ 上黒岩遺跡２・３次調査Ｃ区６層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１１８ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１１９ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１２０ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）図１２０ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１２１ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

192



0

245

246

247

5 10㎝ 

摩耗 

図１２２ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１２３ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１２４ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１２５ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１２６ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区６層出土石器（Ｓ＝１／２）
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来する剥離痕や潰れ痕がある。２４０はやや厚い楕円形の石を用い，表面側に楔状・アバタ状の凹部

と打痕，裏面側に楔状の凹部がある。２４１はやや厚い楕円形の石を用いる。表面側にはアバタ状の

打痕・円錐形凹部が不規則に広がり，裏面側にも並列する円錐状の凹部がある。端部は敲石として

の敲打に由来する剥離痕がある。特に下端は礫器状に加工か。裏面は摩滅。２４２はやや厚い隅丸三

角の石を用い，表面に１個の円錐状凹部がある。２４３はやや厚い楕円形の石を用い，表面にアバタ

状の打痕，両端・両側に敲打痕と剥離痕。２４４はやや厚い楕円形の石を用い，表面側に楔状凹部・

アバタ状打痕と，裏面側に円錐状凹部・アバタ状打痕がある。敲石に由来する打痕が裏面の右側面

と表面下端に剥離痕と敲打痕がある。２４５・２４６・２４７はやや厚く細長い石を用い，表面側（２４５）若

しくは（２４６）にアバタ状の打痕・小円錐形凹部がある。それらは規則的（２４６），あるいは不規則

（２４５・２４６）に広がり，その受けによるめり込みが裏面側に生じる部位がある（２４５）。この他２４６に

は下端に敲打痕と小剥離痕がある。表面側が摩滅する。２４８は扁平で細長の石を用い，表裏両面に

２個ずつ楔状・円錐状凹部がある。２４９は扁平で細長の石を用い，表面に２個の円錐状凹部がある。

２５０はやや厚く細長い石で，表裏両面に敲打の受けによるアバタ状の打痕。２５１は扁平で細長の石

を用い，表裏両面に３個・１個単位の円錐状凹部が並列する。２５２は扁平で楕円形の石を用い，表

面に敲打の受けによるにアバタ状の打痕と摩滅，その圧力で裏面にめりこみ痕が生じている。敲石

として表面側下端に打痕と剥離痕，右側面に打痕がある。２５３・２５４・２５５は平面形は逆水滴形。下

端に打痕や剥離痕，２５３・２５５は上端に打痕や剥離痕。２５６・２５７は包丁形で左側（２５６）や細長い石

の端部（２５７）に打痕と剥離痕がある。２５８はやや厚く細長い石。表裏両面に敲打の受けによるアバ

タ状打痕と右側面に敲石としての打痕と，端部に敲打による折れがある。２５９・２６０はやや厚い楕

円形の石で，表面に敲打の受けによるアバタ状の打痕がある。２６１は両刃の礫器である。上端の角

部に敲打によるアバタ状の打痕がある。２６２は扁平な多角形の石で，表面にアバタ状打痕が２ケ所，

裏面はやや摩滅する。２６３は長方形の厚い石で両面に摩滅痕がある。裏面には数箇所アバタ状打痕

がある。

その他 その他，Ｃ区・Ｃ拡張区から出土した石器には石斧２点と敲石１点がある。いずれも当

初は線刻を施した緑色岩系の棒状礫を転用したもので，別章で春成秀爾が詳細に報告している。

（５）９層出土

ここで報告するのは２次調査における１，４トレンチＣ区やその他のＣ区である。２次調査にお

いても９層を区分しており，褐色土層・黄褐色（粘）土・第３黄色土等を記載したラベルが遺物袋

に添付されていた。調査の際に作成されたＣ区Ｂセクションの９層をみると，
―１黄褐色土層・


―２黒色バンド・（
―３なし）・
―４黄褐色粘土層・
―５黒色バンド・
―６褐色粘土とあるが，

ラベルに記載された褐色土が
―２・
―５・
―６のどれなのか，また黄褐色土と黄褐色粘土の区

分が遺物取り上げ時に厳密に定義・区分されていたかどうかが明確でない。したがって２次調査に

おけるＣ区９層の遺物は一括して提示報告し，調査時のラベル記載の層位情報については一覧表に

記した。

有茎尖頭器（図１２７―２６４～２６６，図１２８―２６８～２７０，図１２９―２７３・２７４） 上半の開きの角度や調整技法

から茎部が破損するが，有茎尖頭器に含めた例は８点ある。これらはほぼ押圧剥離によって製作さ

れていると推定される。細身の例（２６６・２６９・２７４）と幅広い例（２６４・２６５・２６８・２７０・２７３）に区分
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図１２７ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区４トレンチ９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１２８ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区４トレンチ９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１２９ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区１トレンチ９層出土石器（Ｓ＝１／１）

第 3部 出土遺物
第 2章 石器

201



できる。また幅広い例は尖端部直下に肩部を有する例と（２６４・２７３），それ以外の例（２６５・２６８・２７０）

に区分できる。肩を持たない例には，縁が僅かに張る例と（２６５・２６８），直線的な例がある（２７０）。

細身の例は基部を欠いており（２６６・２６９），あるいは槍先形尖頭器の可能性もある。茎部の残存し

た例は幅広で茎部長の短い逆二等辺三角形であり，茎部を欠いた例も同様と推定される。石材は硅

質頁岩が２例（２６４・２７３），チャートが４例（２６５・２６８・２７０・２７４），赤色硅質岩が１例，サヌカイト

（香川県か）が１例（２６６），からなる。チャートと硅質頁岩は区分が難しいが，大半が硅酸分の多い

同系統の石を利用していたことになる。２６４は両側縁からの押圧剥離で，肩部を有する。２６５は斜

状平行剥離的な調整である。尖端部は丸く，再加工か。２６６は相対する側縁からの平行押圧剥離が

連続する。基部側が折れる。２６８は不定形の押圧剥離痕である。縁の側面観は直線的である。２６９

は表面側に主として不定形の押圧剥離痕がある。細身の形態で。あるいは槍先形尖頭器の破損品の

可能性もある。側面の縁は直線的である。２７０は平行押圧剥離痕が観察されるが，形状が乱れてい

る。尖端から刃部は直線的に縁が裾広がる。２７３は不定形の押圧剥離痕で，一部「ソフトハンマー」

による剥離痕を残し，肩部が有る。２７４は相対する側縁からの平行押圧剥離。細身で整った剥離が

連続。基部側が折れる。

有茎尖頭器の未成品（図１２７―２６７，図１２８―２７１，図１２９―２７５・２７６） ４点あり，形態構成は水滴形の

例（２６７・２７６），木葉形の例（２７１），短い水滴形の例（２７５）と様々で，いずれもソフトハンマーの

打撃による調整加工か。石材利用は頁岩？が１例（２６７），赤色硅質岩が１例（２７１），チャートが１

例（２７５），無斑晶質安山岩が１例である。２６７は尖端部を意識して加工を集中か。２７１は尖端部に

押圧剥離。ステップが多い。２７５は茎部を意識した作り出しが窺える。遠位が斜行するように節理

で破損している。２７６の尖端部に一部押圧剥離。

石鏃の未成品（図１２８―２７２） 石材はチャートで形態は尖端が鋭く，他は隅丸となる菱形である。

加工は押圧剥離によるが，断面が歪で凸レンズ状ではない。

石篦（図１３０―２７７，図１３１―２７８・２７９，図１３２―２８０・２８１，図１３３―２８２，図１８７―４５９） ７点ある。石材は

無斑晶質安山岩が４例（２７７・２７９・２８１・２８３），赤色硅質岩が１例（２７８），チャートが１例（２８０），

硅質頁岩１例（４５９）である。調整加工は概ねソフトハンマーによる直接打撃と推定され，完成例

で上端があまり尖らないことと，下端を半円形に整形することに特徴がある。２７７・２７８は水滴形

の形態であるが，下端に細部調整がなく，あるいは未成品か。細部調整は裏面の両側辺部や（２７７），

表面の上半部両側辺部に著しい（２７８）。硬い赤色硅質岩を用いているほか，節理等もあって綺麗な

剥離面となっていない。２７８を横からみると周縁の上下が著しい。２７９は水滴形の形態であるが，

下半側下半を欠く。表面に素材以前の剥離痕があり，右側辺に取り込むために裏面の細部調整は丁

寧であり，周縁の上下も緩やか。２８０は上端付近の破片である。水滴形の形態であったと推定され

る。破損面はポジ面。２８１は上半の基部を欠く。ソフトハンマーで調整後，下端を半円形に細部調

整する。２８２は近位端側を欠き，上端方向は丸い。４５９は平面形は撥状である。上端は円く，下端

付近がやや斜行する半円形。縦長剥片が素材。

石篦の未成品（図１３４―２８３） 石材はサヌカイトか。表面に素材以前の面や裏面に素材剥片のポジ

面を残し，これを取り込む形で表面側の左側縁・裏面側の左側縁を粗い調整加工を行なう。これに

よって概ね水滴形の平面形とするが，縁辺の出入りが多い。
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図１３１ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区１トレンチ９層出土石器（Ｓ＝２／３）

図１３０ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区１トレンチ９層出土石器（Ｓ＝１／１）

第 3部 出土遺物
第 2章 石器

203



10cm

5

0
281

280

282

0 

5cm 

石斧（図１３４―２８５，図１８７―４６０） 石篦というより，厚みもあり本来の打製石斧に近い例が２点あ

る。２８５は小型で，通常の大きさからかけ離れ，下端にやや細かい細部調整を施す。石材はサヌカ

イトである。４６０は下半が斜めに破損している。ハード，もしくはソフトハンマーの直接打撃によ

る調整加工か。石材は不明である。

削器（図１３４―２８４） 表裏に両面調整の剥離面があるが，破損したことで表面側の右側面に細部調

整を施し削器の刃部としている。石材は赤色硅質岩である。

図１３３ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区４トレンチ９層出土石器（Ｓ＝１／１）

図１３２ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区１トレンチ９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１３４ 上黒岩遺跡２次調査Ｃ区４トレンチ９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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（６）７層出土（４次調査）

ここで報告するのは７層から出土した石器である。２次・３次調査Ｃ区・Ｄ区付近においては７

層から遺物は出土していない。しかし第４次調査ではＣ区の「断面整備」ということでＣ区東南隅

部の１．５m×１mが調査されている。ここは位置的にＢ区に近く，Ｂ区では遺物が出土する７層が

認識されているが，２・３次調査における７層が礫層であることから両層は全く異なる層相である。

そこでＣ区東南隅部がどこなのか正確には判らないが，Ｃ区の東側は保存地区なので１トレンチＣ

区を除くＣ区東南隅部か，１トレＣ区東半部のどちらかであろう。おそらく１トレＢ区に接する１

トレＣ区が４次調査時にＣ区として調査された可能性は高い。有茎尖頭器２点，同未成品１点の他

に削器が出土している。

有茎尖頭器（図１３５―２８７・２８８） いずれも調整加工は押圧剥離である。２８７は尖端部と逆刺と茎部

端を欠くが，茎部を除くと尖端から両逆刺の復元される比率がほぼ同じ正三角形を成す。これに茎

部幅０．６５cm・復元茎部長０．４３cmの茎部がついていたようである。石材が粗悪なチャートという

こともあって整った押圧剥離ではなく，大小様々である。２８８は推定全長３．２cm，幅約２．２cmの

小型例であり，平面観は肩部がなく直線的。押圧剥離によるが大小様々である。石材は赤色硅質岩

である。

有茎尖頭器の未成品（図１３５―２８９） 表面側の広い範囲と裏面上半右側にソフトハンマーの直接打

撃による調整剥離が観察されるが，その他は概ね不定型の押圧剥離である。近位が「ノ」字状に斜

行しており，この部分は急角度である。おそらく茎部作出調整加工の失敗等で執拗に補正を加えよ

うとしたのであろう。石材は赤色硅質岩である。

（７）９層出土（３次調査）

有茎尖頭器（図１３６―２９１） 尖端部から裾拡がりに側縁が直線的に延びるが，逆刺付近で破損して

いる。現状で約５．３cm・幅２．１５cmの大きさを有するが，上黒岩遺跡の有茎尖頭器の中では数少

ない大型例である。石材がサヌカイト系の石ということもあって押圧剥離痕に同一規模の面が多い。

また押圧剥離は表裏両面とも，主軸を境界に左辺・右辺から近位方向の主軸へ斜めに向けた「Ｖ」

字形斜状並行剥離を思わせる剥離痕である。

（８）９層出土（４次調査）

有茎尖頭器（図１３５―２９０） 尖端部から両側縁がやや張りながら裾が広がるように逆刺部に至り，

幅が狭く基部長が著しく短い逆二等辺三角形の茎部となる。石材が粘りのある石質ということも

あって綺麗な剥離といえるものでなく，押圧剥離が大小様々である。側縁の側面観は最大で０．１５

cm程度の波状をなす。横断面は凸レンズ状である。黄緑灰色の美しいチャートを石材としている。

（９）９′層出土（３次調査）

ここで報告する石器は３次Ｃ区９′層出土のラベルが添付されていたが，具体的にどの層に当た

るのか不明。通常「′」をつける場合は同一層位を細分するときに暫定的につけるものである。

石核（図１４０―２９８・２９９）２９８は表面に残った礫面から高さ約７．０cm，長さ１０．５cm，幅３．６cm

程度の大きさが推定され，角のとれた赤色硅質岩の直方体状角礫を用いている。本遺跡出土の赤色

硅質岩の石核としては最大の例である。礫を横位にし，上端面に打面作出剥離を行なう。打面部を

打撃し，側面部において剥離を行なった石核である。しかし剥離はせいぜい２，３であり，良好な
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図１３６ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９層・９―�層出土石器（Ｓ＝１／１）
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剥片も取れていない。２９９は片側が幅広い直方体を呈する。現状で高さ約８．２cm前後，幅１０．０cm

前後，厚さ４．０cm前後あるが，上面・右面・下面に礫面を残すことから当初の礫段階からかけ離

れた縮小を想定する必要はない。礫面を打面として表面側で最初の剥離作業を開始する。次に左側

を剥離し，この面を打面として縦長剥片を裏面で剥離する。石材は無斑晶質安山岩である。

（１０）９―�層出土（３次調査）

槍先形尖頭器（図１３６―２９３） 柳葉形の槍先形尖頭器と呼ばれる典型例である。長さ５．５３cm・幅

１．５５cm・厚さ０．４３cmと小型で，中央よりやや下に最大幅がある。丁寧な押圧剥離で，やや斜状

並行剥離気味かと思われるが，裏面は斜状並行がやや崩れた形。丁寧な剥離のためか縁の上下はほ

とんどない。石材はガラス質安山岩である。

槍先形尖頭器未成品（図１３６―２９２・２９４）２９２は素材に縦長の不定形剥片を用いた特徴よく残す。

細部調整は表面側で右辺尖端付近・左側辺・右側辺の近位側，裏面は尖端を除き表面側と同じ位置

に施されている。それらの細部調整は器体平面の奥に達する面は少なく，縁部周辺に留まる。加工

の中には斜状平行剥離を志向したと思われる剥離痕もある。細部調整の特徴のうち器体の両側辺中

ほどから下端周辺への加工は下端に向けて結果的に幅を減ずるような加工であり，有茎尖頭器の逆

刺部から茎部の形を作出する製作者の意図は無かったと窺われる。下端に向けて幅を減ずるような

加工からすれば小型の槍先形尖頭器の製作が予定されていたと推定するが，実際には縦断面形が極

めて薄く，未成品のままとなった理由である。石材は赤色硅質岩。２９４は石材はサヌカイトかと推

定され，上端・下端を欠いているが，柳葉形の器形を作出する製作者の意図が窺える。その加工は

粗く，そのため両側縁の側面観は大きく波状となっている。打面の厚さも厚かったと推定され，お

そらくハードもしくはソフトハンマーによる直接打撃と推定される。

石篦（図１３７―２９５） 形態は強いて言えば隅丸長方形に近いが，右側を一部欠く。ソフトハンマー

による直接打撃と推定される。石篦としては最も小さい部類の一つであるが，上端付近の処理は尖

端部を意図させる加工ではない。むしろ下端付近に細部調整が観察されたので，ここが刃部と推定

される。

砥石・礫器（図１３９―２９７） 平面は楕円形で断面が凸レンズ状である。表裏両面の平らな面の広範

囲に強く深い線条痕が観察される。表面側では遠位から近位方向へ向けた条痕が延びるほか，これ

に斜行する条痕もある。不思議なのは，途中からカーブする条痕である。おそらく礫の周辺近くの

傾斜と皺条の石理や節理の露出著しい部分ということもあるのだろうか。線条痕の運動方向からす

れば，作業者は砥石の上端側で砥石に向き（作業者からみると下端側），作業おこなったということ

になる。線条痕は強く深いので，石斧などを琢磨する砥石とはかなり趣が異なり，硬い石で擦った

と思われる。あるいは先を尖らせる骨角器製作に際し，このような線条痕が形成されるのだろうか。

実験等を経ておらず，今後の課題である。なお上半側の表裏両面に線条痕を一部切るように連続す

る剥離痕がある。レイアウトの都合上縦断面を入れていないが，断面観は両刃である。礫器として

の加工痕と推定され，刃部付近が敲打によって若干潰れている。この石器の重量は１，９０２gもあり，

礫器・敲石として用いるに際してはこの重い重量に作業効果を期待したのだろう。石材は緑色片岩

である。

石核（図１３８―２９６） 礫面残存部より長さ１４cm前後，幅１１cm前後，厚さ５．７cmの楕円形礫と想
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図１３８ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）

図１３７ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１３９ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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定できる。表面側で右半部の上方から縦長剥離痕，裏面側で上半の両側方向からの幅広剥離痕が観

察されるが，剥された剥片の多くは礫面の付いた例であろう。石材は無斑晶質安山岩である。

（１１）９�層出土（３次調査）

有茎尖頭器（図１４１―３００～３０４，図１４２―３０５～３０８） ９点確認している。石材は赤色硅質岩が７例

（３００～３０３・３０５・３０８・５２０），緻密質安山岩は１例（３０４），硬質砂岩１例（３０６），サヌカイト１例（３０７）

である。いずれも押圧剥離による調整加工である。３００は尖端部から裾拡がりに側縁が直線的に延

び，逆二等辺三角形の茎部が付く。押圧剥離は大小様々。尖端と茎部を僅かに欠くが復元長３．６

cm，幅２．３cmと小型である。３０１は尖端部から側縁がやや張り，裾拡がりに延び，逆二等辺三角

図１４０ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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形の茎部が付く。押圧剥離は大小様々。尖端と茎部を僅かに欠くが，復元長３．６cm，幅２．３cmと

小型である。３０２は尖端部直下に肩部をもつ。押圧剥離は大小様々。逆刺を僅かに欠く。３０３は上

半部を破損。茎部を僅かに欠く。押圧剥離は大小様々。３０４は復元長４．３５cm・復元幅２．２５cmと

やや細長。やや斜状平行剥離風か。３０５は上半部を破損。押圧剥離は大小様々。茎部長が著しく短

い。３０６は復元長６．４５cm・復元幅３．４５cmと大型である。尖端部と右逆刺を僅かに欠く。押圧剥

離は表面側で「Ｖ」字形の斜状平行剥離，裏面側で平行剥離となる。３０７は下半を破損。押圧剥離

は表面側で平行剥離であるが，裏面側で乱れる。３０８は尖端と近位側の下半を破損。押圧剥離は表

面側で「Ｖ」字形の斜状並行剥離，裏面側は斜状平行剥離であるが，対向する剥離がみられない。

５２０は上半部を破損するが，肩部がある。押圧剥離は大小様々。茎部と身部底辺が弧状を成す。

有茎尖頭器の未成品（図１４３―３０９～３１２，図１４４―３１３・３１４） ６点確認している。石材は赤色硅質岩

が１例（３１４），硅質頁岩１点（３１０），チャート～硅質頁岩は２例（３１１・３１２），無斑晶質安山岩１例

（３１３），サヌカイト（外来系）１例（３０９）である。いずれも押圧剥離による調整加工である。茎部

を作り始めた段階の例が３例（３０９～３１１），水滴形の例が２例（３１２・３１４），水滴形から茎部を作り

始めた段階の例が１例など（３１３），各段階の未成品がある。３０９は裏面側に「Ｖ」字形の斜状平行

剥離がみられるが，表面側の押圧剥離には大小がある。茎部の作出が左右対称となっていない。

３１０は押圧剥離が粗く，平面形が鋸歯縁のままである。茎部も丸いままである。３１１は素材段階の

当初から右側縁部が切断面のある素材を用いており，表面側の左辺からの斜状平行剥離が切断面を

切っている。切断面の処理をどのようにする予定であったのか興味ある部分である。表面側左辺か

ら右斜め上方へ斜状平行剥離，その剥離面を打面として裏面の左辺部に細かい鱗状の押圧剥離を施

す。茎部付近が破損したことによって放棄されたか。３１２は水滴形の原型で，調整加工はソフトハ

ンマーによる直接打撃か。３１３は表裏両面とも大きな剥離はソフトハンマーによる直接打撃か。表

面側の左側辺に細部調整が施される。逆刺・茎部はまだ不明瞭である。上半を破損している。３１４

は水滴形の原型で，調整加工はソフトハンマーによる直接打撃と上半を中心に押圧剥離を施す。近

位端付近は調整が著しい。

槍先形尖頭器（図１４４―３１５） 平面形は柳葉形で表裏両面とも薄い平坦な剥離である。両面の中央

部付近に観察される大きな剥離痕はソフトハンマーによる直接打撃と考えられるが，周辺部は押圧

剥離による貝殻状の剥離痕である。石材は推定金山産サヌカイトである。

石篦（図１４５―３１６～３１９，図１４６―３２０～３２３，図１４７―３２４・３２５）１０点確認している。石材はチャート

が１例（３１６），推定金山産サヌカイトが１例（３１７），無斑晶質安山岩が７例（３１８・３１９・３２１・３２２・

３２３・３２４・３２５），赤色硅質岩が１例（３２０）である。基本的な調整加工はソフトハンマーによる直接

打撃と考えられるが，細部調整に一部押圧剥離の可能性のある例が存在する。３１６は平面形が方形

に近いが，下端は半円形に整形した刃部である。本例は上端が礫面であることから「柳葉形尖頭

器・木葉形尖頭器」である可能性がない事例の一つである。３１７は緩やかな瓢箪形である。調整加

工も後，特に上半部を細部調整によって幅を狭めるように舌状に形を整え，上端を円く収めている。

表面側は縁に沿って細部調整がみられる。３１８は水滴形である。本例も表面側の中央稜（鎬にあた

る部分）付近を大きく除去するような大きな剥離が上下両端方向から観察される。下端は半円形に

整形した刃部である。３１９は上半部が斜めに破損しているが，本来は水滴形であろう。表裏とも周
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図１４２ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／１）
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辺と下端付近の細部調整は入念である。縁の側面観にも大きな上下はない。３２０は下端を半円形に

加工した例の破片である。表裏とも下端付近の細部調整は入念である。３２１・３２２・３２３は３例とも

上半を欠く。下端を半円形に整形。側縁の上下は緩い。３２４は下端で半円形部分が破損している。

大きな平坦剥離調整の後，周辺部を細かい加工で整形している。平面形は水滴状というより撥状と

言うべきか。３２３は平面形は長楕円形である。横断面をみると左半分が厚く，これの除去・処理で

図１４４ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１４５ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１４６ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）

第 3部 出土遺物
第 2章 石器

219



324

325

0 5 10cm

図１４７ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１４８ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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表面側の左辺に等質的な剥離が連続している。細部調整は下端に観察され，刃部と考えられる。

掻器（図１４８―３２６） 調整加工は最初に裏面で平坦剥離を行い，次に表面側に素材時の打面を一部

残しつつ周囲にやや急角度の加工が施される。表面側に素材以前の剥離痕を残す。平面形は楕円形

で，石材は頁岩である。

削器（図１４８―３２７） 表面側に押圧剥離とみられる平坦剥離痕があり，あるいは有茎尖頭器の未成

品とするべきか。上端は破損面。表面側の周囲に細部調整を施す。石材は推定金山産サヌカイト。

石錘の未成品（図１４８―３２８） 平面形が隅円台形で，長幅約５cm，厚さ０．５cmという小型の緑色

片岩の小礫を素材に用いている。石錘としての細部加工は一端の表裏に１剥離面ずつみられる。

矢柄研磨器（図１４８―３２９） 石材は砂岩である。大きく破損しているが，横断面は半円形で，表面

は平坦である。表面の長軸に１条の溝がある。溝の直径は復元で約１．７cmである。上半と右半分

は破損している。

楔形石器（図１４８―３３０） 石材はチャート～硅質頁岩である。掻器とも考えたが，縦軸の両端に位

置する表裏４面中３面に両極方向からの剥離痕が観察されることから楔形石器と分類した。

石核 石核は２点確認した（図１４８―３３１，図１４９―３３２） ３３１は平面形は円盤形に近い。求心的な不

定形の剥片剥離が表裏両面で行なわれることで円盤形となった残核。石材は赤色硅質岩である。

３３２は平面形は長方形に近く，断面厚が薄く扁平であるが，長さ約２４cm，幅約１７．５cm，厚さ約

１２．５cm近くもある巨大な石核である。剥離は両端部両面付近と右側辺に礫器状の剥離痕が観察さ

れる。剥離面の観察では，剥ぎ取られた剥片には礫面が付いていたと推定される。また奥深くに及

ぶ剥離痕は少ない。石材は無斑晶質安山岩である。

（１２）９�層出土（３次調査）

有茎尖頭器（図１５０―３３３・３３６・３３７）３３３は上半を破損している。大きさにばらつきのある押圧

剥離である。押圧剥離後，側縁部で細かい細部調整を施すが，縁の側面に観察される上下の変動は

著しくない。茎部は逆二等辺三角形で，茎部幅が広く，茎部長が短い。石材は赤色硅質岩である。

３３６・３３７は下半を欠くが，尖端部から両縁にかけての開きの角度から有茎尖頭器と推定する。両

例とも表裏両面の調整加工が器軸に対し直交する平行押圧剥離である。石材はチャートである。

有茎尖頭器の未成品（図１５０―３３４・３３５，図１５１―３３８～３４０） ５点確認した。石材はサヌカイトが１

例（３３４），無斑晶質安山岩が２例（３３５・３４０），チャートが１例（３３８），赤色硅質岩が１例（３３９）。３３４

は平面形と側面系が歪な形となっているが，これは右側面の上部に素材以前の剥離痕が裏面に直交

する角度で残存したことと，上半部主軸付近に礫面が瘤状に残存したためであろう。未成品となっ

た理由か。基本的な調整加工はソフトハンマーによる直接打撃と考えられるが，器面調整に一部斜

状平行剥離を思わせる部分が裏面に存在する。近位側が破損する。３３５は基本的な調整加工はソフ

トハンマーによる直接打撃と考えられるが，細部調整に一部押圧剥離の可能性のある部分がある。

上端には礫面を残し，下半側は破損する。３３８は水滴形の平面形と推定するが，上端と左側辺側を

一部破損。押圧剥離が両面でみられるが，特に左逆刺予定部分と裏面周辺に著しい。３３９は上半を

欠き，その破損面は後の左側縁側の加工痕によって切られる。両側縁は平行する。ソフトハンマー

による直接打撃のあと押圧剥離を施す。下端は半円形の器体から，茎部の作り出しにかかったとこ

ろか。そうした加工は切合関係から既に破損面が大きく存在するなかで行なわれ，何を作ろうとし
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たのか考えさせられる資料である。なお破損の原因は石材である赤色硅質岩の中に介在した黒色の

介在物に要因があると推定する。３４０は尖端部直下の両側縁部が僅かに肩状を呈する。ソフトハン

マーによる直接打撃による調整加工である。下半部を破損するが，尖端は鋭く尖る平面形である。

下端付近の両側縁に屈曲部分があり，逆刺・茎部の作出を考慮したのだろう。細部調整が裏面の尖

端部から両側縁にかけて著しい。なお器体の厚さが０．６cm前後であり，石篦と考える必要はないだ

ろう。

石篦（図１５２―３４１～３４３，図１５３―３４５～３４７，図１５４―３４８・３４９・３５１，図１５５―３５１・３５４・３５５，図１５７―

３６１・３６３）１３点確認している。赤色硅質岩が２例（３４１・３５４），無斑晶質安山岩が９例（３４２・３４３・

３４５～３４９・３５１），硅質頁岩が２例（３５５・３６１），不明１例（３６３）であり，無斑晶質安山岩が圧倒的に

多い。調整加工は基本的にソフトハンマーによる直接打撃であり，押圧剥離を加えた例が若干ある。

３４１は平面形は水滴形に近い。大きさについては有茎尖頭器の未成品として遜色ない。当初の段階

では有茎尖頭器を想い描いていたらしく，上半部の両面に押圧剥離が観察される。しかし表面側に

大きくポジティブな破損面があり，縦断面や横断面を観察すると著しく薄く，逆刺・茎部の作出は

不可能であることから，下端に細部調整を加えて刃部にしたと推定する。３４２は平面形は石斧形で，

最も完成度の高い例であるが，表面の中位のやや上の左辺で大きく弧状に破損している部分がある。

破損場所の裏面側にも同じ剥離があり，同時に破損したと推定する。重要なのは，抉れた後にも調

整加工が続行されていることである。一見して気が付くのは，表面側で右側辺と裏面側の右側辺に

やや急斜度の調整加工が施されている。したがって断面形が平行四辺形の状況にあり，レンズ状の

断面を作出する工程を物語っている。そのようななかで，上端を尖らせないことと，下端を半円形

に整えている。３４３は裏面側下半の右側縁での打撃によるダメージで亀裂が生じていたようで，中

央部分で同時に破損している。裏面側の右側縁下端で内側へ回り込む兆しがあるので平面形は水滴

状であったと推定される。調整加工はソフトハンマーによる直接打撃であるが，断面が厚い素材で

あった為か，器体を薄く整える為に表面側右側辺付近での苦労が窺える。３４５・３４６は水滴形の器

体であったと推測されるが，刃部近くで破損している。３４５は表面と裏面に素材以前と素材時の面

を残しており，厚さ０．６cm前後の不定形剥片を素材としている。素材の打面部方向が上端である。

表面側左辺の剥離は器軸に達するが，他は縁に近い部分で止まっている。両例とも上端は尖らず丸

い形状である。３４７は上半側の破片で，本来は水滴形か。上端はやや尖り気味であるが鈍角であり，

鋭くするという意図はないようである。裏面に素材時のポジ面が残存しており，器軸に対し素材を

横位にしたことがわかる。３４８・３４９は器体の上位ないし中位で水平に破損している。下端を入念

に細部調整し，刃部としている。裏面にポジ面が観察されることから，３４８は打面を上端方向

に，３４９は打面を横位に位置させている。３５１は上端と下端が破損している。両面で大きな調整加

工を行い，その後にやや急斜度の調整加工を対角線の関係にある両面の側辺部に加えている。

３５４・３５５は半円形の刃部破片である。３５４は節理で破損し，３５５は斜めに破損している。３６１は上

端部の基部破片である。

石篦の未成品（図１５３―３４４，図１５４―３５０，図１５５―３５２・３５３，図１５６―３５６，図１５９―３７１） ６点確認して

いる。石材は，無斑晶質安山岩が４例（３５０・３５２・３５３・３７１），不明２例（３４４・３５６）であり，無斑

晶質安山岩が圧倒的に多い。３４４は平面形は水滴形である。裏面にポジ面を残しており，幅広剥片
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図１５２ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）

第 3部 出土遺物
第 2章 石器

227



344

0 5 10cm 

345

346

347

図１５３ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１５４ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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の両サイドを下端・上端となるように素材を用いている。表面側左辺の調整加工は素材の打面除去

の意味も含んでいる。裏面側もソフトハンマーによる調整加工を行なっているが，打瘤の除去を兼

ねたのだろう。３５０は水滴形に調整加工する意図が窺えるが，表面側の中位で斜めに破損している。

その形から素材のポジ面を表面側とし，素材の打面部を下端側に位置させている。下端を半円形に

加工する意図が窺えるので，この部分を刃部とする予定だったのだろう。３５２は幅広の剥片の形状

をとどめた例である。表面の右側辺・裏面の左側辺の加工は打面部除去を意図し，表面の左側辺に

おける若干の加工を含めて考えると平面形を水滴形に調整加工する意図が窺える。また裏面の近位

端で左半部に刃部作出を意図した剥離があるが，その右側が破損したことが未成品のままとなった

理由か。３５３・３５６は平面形はずんぐりした楕円形で，まだ粗割り段階。礫面を残す剥片を素材と

する（３５３）。裏面の近位端に規則的な剥離があり，半円形の刃部を予定していたことが窺える。３７１

は粗い整形段階。裏面下端にやや丁寧な加工があり，刃部を意図した剥離か。

削器（図１５６―３５７） 無斑晶質安山岩の台石から幅広剥片を割りとり，側縁に細かい細部調整を施

す。

掻器（図１５７―３５８・３５９）３５８・３５９とも石材は不明である。いずれも平面形は水滴形で，素材に

幅広剥片を用いる。下端に簡単な加工を施す。

石核（図１５８―３６４～３６９，図１５９―３７０・３７２・３７３） ９点ある。石材は在地系のサヌカイト１例（３６４），

外来系サヌカイト１例（３７０），硅化流紋岩１例（３６５），赤色硅質岩１例（３６６），硅質頁岩３例（３６７～

３６９），無斑晶質安山岩１例（３７２），輝石安山岩１例（３７３）である。３６４は礫を分割し，分割面を打

面として剥片剥離を周辺の作業面で行なう。３６５は角礫の平坦面を打面として剥片剥離を行なう。

３６６は打面転移を繰り返しながら剥片剥離を行なう。プリズム状の体形である。３６７は円盤状に表

裏両面で求心的な剥片剥離を行い，最終的に打面作出後に上端から剥片剥離。３６８は上下両端から

剥片剥離。打面が小さく，あるいは楔形石器か。３６９は状の角礫を素材に両端に打面を作出し，両

端から縦長剥片を剥離する。３７０は柱状角礫を横位に，端部から短い剥片剥離。短い剥片が推定さ

れ，実用性に疑問がある。３７２は状角礫から両刃礫器状に剥片剥離。縁に潰れがないことから礫器

ではないと考える。３７３は厚い剥片が素材で，ポジ面を打面に端部から縦長剥片を剥離する。

加工痕ある剥片（図１５７―３６２） 素材の打面部と，隣接する表面の頭部調整部分に若干の加工と下

端の表裏両面で簡単な剥片剥離を行なう。あるいは石篦の未成品か。石材は不明である。

敲石（図１６０―３７４～３７５） 大きさから考え，剥片剥離・石器製作に係わる敲石と推定する。３７４は

細長の板状礫の下半角部と，上端に小さいアバタ状の打痕がある。上端使用時に表面側が大きく剥

離・破損している。石材は緑色岩である。３７５は分厚い隅円長方形の両端部周辺に打痕があり，一

部破損している。石材は砂岩である。３７６はほぼ円形の餅形であり，下端部と上端脇部に著しい打

痕。石材はデイサイトである。

（１３）９�層出土（３次調査）

有茎尖頭器（図１６１―３７７・３７８）３７７は裏面側に観察される大きい剥離はソフトハンマーの直接打

撃か。茎部は幅広で著しく長さが短い。逆刺は鋭く，下方を向く。石材は無斑晶質安山岩である。

３７８は上端部を欠く。ソフトハンマーによる調整加工と推定される剥離が表面側の遠位にある。そ

の他は押圧剥離で，特に裏面は器軸に対し直交する平行剥離状の器面調整である。茎部は幅広で，
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図１５５ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１５６ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１５７ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１５８ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１５９ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１６０ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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茎部長が著しく短い。逆刺は下方を向くなど鋭い。最終的に縁沿いに細かい細部調整を施す。石材

は赤色硅質岩である。

有茎尖頭器の未成品（図１６１―３７９・３８０）３７９は上半部を欠くが，水滴形の平面形が推定される。

石材は無斑晶質安山岩である。３８０は上端は尖らないが幅狭く，下端は幅広いが斜行する平面形。

石質的に良質石材ではなく，剥離がステップになる。石材は推定金山産サヌカイトで，節理が多い。

両例ともまだ押圧剥離の工程に入ってないと推定され，調整はソフトハンマーの直接打撃か。

槍先形尖頭器（図１６１―３８１） 長さ約４．０cm・幅約１．５cm前後・厚さ０．３５cmと小型である。最

大幅が中央部より下にあり，形態は柳葉形。裏面側にポジ面があり，小型幅広剥片が素材か。調整

加工は押圧剥離で，斜行する剥離もある。石材はサヌカイトである。

石篦（図１６２―３８５） 上半部が破損しているが，平面形は水滴形である。調整加工はソフトハン

マーによる直接打撃と推定される剥離である。下端は半円形に整形され，刃部としている。石材は

頁岩である。

掻器（図１６２―３８４・３８６） 刃部に急斜度の細部調整を施す。３８４は石材は輝石安山岩である。３８６
まるのみ

は急斜度整形後，下端から裏面長軸方向に剥離を施し，円鑿状の刃部を作りだす。石材は無斑晶質

安山岩である。

削器（図１６３―３８７） 平坦な分割面を打面として剥離作業を行なった細長い残核を転用している。

加工は表面側の左側縁中央部と裏面の中位から近位端にかけてである。加工痕は細かい剥離で鋸刃

状となっている。

凹石・敲石（図１６３―３８８・３８９，図１６５―３９１・３９２） ４点確認している。石材は砂岩１例（３８８），緑

色岩３例である（３８９・３９０・３９１）。３８８は両面に凹部があり，平面観は円錐形。周辺の角部に細か

い打痕と右側面に幅広の打痕がある。３８９は細長で断面三角の器体で，上下両端に打痕と剥離痕が

観察され，左側縁にも打痕がある。３９１は扁平で長楕円形の石を使う。表面に未発達な凹部と近位

に衝撃による剥離痕がある。衝撃に係わる打痕は裏面の近位端に観察され，敲石としての用途と関

わるものだろう。３９１は棒状礫の端部に打痕が観察される。

砥石・礫器（図１６４―３９０） 長さ７．５cm，幅２．５cm程度の作業面に反復運動する研磨作業の結果，

同一方向の著しい線条痕が刻まれている。硬い石や骨角類を手にもち，角度をつけて砥石で研磨を

行い線条痕が生じたと推定される。研磨というより，整形というべきか。石材は無斑晶質安山岩で

剥片石器の主要石材であることから，石質的には硬く，見た目が緻密である特徴からザラザラした

質感の緑色岩系の砥石とは使い分けた可能性もある。剥離が線条痕を切っていることから，線条痕

が刻まれてた後，剥片剥離を行ない敲打作業による衝撃で細かい潰れ状の剥離痕が生じている。

（１４）９�層出土（３次調査）

石器類は減少する。なお，有茎尖頭器の有無は不明である。

槍先形尖頭器（図１６６―３９３） 石材はサヌカイトで，著しく風化している。ソフトハンマーによる

直接打撃で，加工は粗く，あるいは未成品か。下半は折れている。

石篦（図１６６―３９４，図１６８―３９９） 概ね調整加工はソフトハンマーによる直接打撃である。３９４は細

長い器体で，やや幅広の中位から近位は端部で斜行するが，下端は円く幅狭い。概ね表裏両面で調

整加工を行い，裏面側の周辺部に細部調整を加えている。表面左辺部から裏面へ斜行する脈石英の
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図１６１ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１６２ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１６３ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１６４ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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帯が貫入しており，製作者は凸レンズ状断面・左右対象の尖頭器が製作不可能であることは理解し

ていたと推定する。石材は赤色硅質岩である。３９９は上半部破片で，石材は流紋岩である。

石篦未成品（図１６８―４００） 石材は無斑晶質安山岩で，器面や内部に節理等が貫入する質的に悪い

石であり，裏面に大きく礫面を残す。概ね調整加工はハード及びソフトハンマーによる直接打撃で

ある。下半を欠き，裏面も礫面のままとなっている。

楔形石器（図１６７―３９８） 石材は赤色硅質岩で，質的に粘板岩に似ており，表裏両面にヒゲ状

フィッシャーの節理面が生じている。断面は表面右側縁下半を除き両側面は鈍角である。遠位・近

位に平坦な剥離があることから楔形石器と考える。

掻器（図１６６―３９５，図１６７―３９６） ３９５は幅広の剥片が素材で，両端部に細部調整を加え半円形とし，

器体の平面形が楕円形をなす。全体的に石器加工前に受熱したようで，淡く赤化した部分がある。

特に裏面側の大きい剥離痕は細かい亀裂が縦横にあり，面がザラザラした質感となっている。石材

は硅質頁岩である。３９６は平面形が円形に近い楕円形。表裏両面に調整をおこなった後，右側縁下

半から下端周辺に細部調整を加え刃部としている。あるいは円盤状石核の転用とみなすべきか。石

材は赤色硅質岩である。

削器（図１６７―３９７） 縦長の不定形剥片を用いている。調整加工は裏面右側辺に施し，上端がやや

尖る。器体の下半を欠く。石材は頁岩である。

礫器・石核（図１６８―４０１） 剥離はハードハンマーによる直接打撃か。右側辺の表裏両面に剥離を

加えるが，横断面をみると鈍角。下端の加工は表面側だけであり，縦断面をみると片刃で鋭い。ス

テップが多い。石材は扁平で楕円形の頁岩を用いている。

図１６５ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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図１６６ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／１・２／３）
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図１６７ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１６８ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区・Ｃ拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３・１／２）
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図１６９ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）

図１７０ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１７１ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝２／３）

図１７２ 上黒岩遺跡３次調査Ｃ区９―�層出土石器（Ｓ＝１／２）
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敲石（図１６９―４０２） 周辺の幅狭い部分に打痕が観察される。石材は砂岩か。

（１５）９�層出土（３次調査）

石器類は減少し，確認したのは５点にすぎない。

有茎尖頭器の未成品（図１７０―４０３） 調整加工はソフトハンマーによる直接打撃である。平面形は

水滴形であり，有茎尖頭器の未成品と考える。有茎尖頭器の標準的な大きさからすればやや大きく，

あるいは石篦の可能性もある。表面側周辺からの調整加工によって，ステップが生じ，中央部分が

瘤状に取り残されている。石材は無斑晶質安山岩である。

石篦未成品（図１７１―４０５） 表面側に素材のポジ面を残し，裏面側には素材剥離以前の面を大きく

残している。幅広剥片を素材にしていることが明瞭である。加工自体は，裏面の上端と表面の下端

付近に若干観察される。石材は無斑晶質安山岩である。

敲石（図１７２―４０６） 平面形は円形で，側面形・前側面形は楕円形である。周辺の幅狭い部分に打

痕が観察される。石材は不明。

敲石の破損品？（図１７１―４０４） 下半を破損するものの，平面形は撥形である。当初，その平面形

から石篦の未成品と推定したが，緑色岩を石材とした例が皆無であることと，裏面側の剥離痕が大

きく面的な剥離を施したものとは思えず，最終的に敲石の破損剥片とした。石材は緑色岩である。

石核（図１７２―４０７） 角のとれた角礫から割りとられた大型の剥片を用いる。側面部に打面を作出

し，表面側中央部に向けた剥離を行なう。石材は不明。

４ Ｄ区

Ｄ区は第２次調査の１トレンチＤ区として調査された部分とこれに接し２トレンチＤ区として調

査された部分，それに単にＤ区として調査された部分からなっている。出土遺物の日付からＤ区は

第２次調査で終了している。１層～６層までの上層遺物が著しく少なく，地区・層位不明遺物と

なっている可能性が考えられる。

（１）１層出土

敲石（図１７３―４０８） 平面形・側面形は隅円三角形である。周辺の幅狭い部分や緩やかな角部に著

しい打痕がある。石材は不明である。

（２）６層出土

６層の遺物について確認したのは石鏃１４点にすぎない。整理経緯を述べると，４０９～４１６は「上

黒岩遺跡２次，その他，K２―G―０３００３」と記されたラベルと袋に収納されていた。「その他」や「―G―」

は出土区と出土層が分からないことを意味している。また４１７～４２２は「上黒岩岩陰２次，第１ト

レンチＣ区，K２―C―０１００５」と記されたラベルと袋に収納されていた。このラベルは古田幹・河原

林薫・津村宏臣らのプロジェクトの整理作業時のもので発掘時のラベルではない。しかしこれらの

石器は，『日本の洞穴遺跡』写真７１に掲載されておりキャプションには「愛媛県上黒岩岩陰 Ｄ区

第�層出土の石鏃」とある［江坂・岡本・西田１９６７］。ここでは『日本の洞穴遺跡』に記載された情

報に準拠する。

石鏃（図１７４―４０９～４２２） 石材は無斑晶質安山岩６例（４１０・４１２・４１５・４１６・４２１・４２２），チャート
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１例（４０９），サヌカイト２点（４１１・４１３），推定金山産サヌカイト４例（４１４・４１７・４１９・４２０），赤色

硅質岩１例（４１８）。石鏃は，浅い弧状の抉りを有する石鏃（４１０～４１３・４１５・４１７・４１８・４２１・４２２），

三角形の石鏃（４０９・４１４・４１６），肩部が張り基部に抉りのある石鏃（４１９・４２０）に形態区分できよう。

肩部が張り基部に抉りのある石鏃は異質で「アメリカ式石鏃」と呼ぶ例に近く，うち１例は表裏を

研磨した「局部磨製石鏃」である（４２０）。

（３）９層出土

有茎尖頭器（図１７５―４２３～４２６，図１７６―４２７～４３０，図１７７―４３１～４３４，図１７８―４３５） １３点出土している。

石材の内訳は無斑晶質安山岩１例（４２３），推定金山産サヌカイト１例（４２４），硅質頁岩２例（４２５・

４２８），頁岩２例（４２６・４３４），安山岩質凝灰岩１例（４２７），チャート３例（４２９・４３０・４３３），赤色硅

質岩３例（４３１・４３２・４３５）である。調整加工は押圧剥離を基本とする。４２３は両側縁は直線的に広

がり，尖端部付近に肩部を有する。逆刺と茎部間が抉れる。茎部幅より茎部長が僅かに短い逆二等

辺三角形。４２４は両側縁は尖端部付近から緩やかに直線的となる。逆刺と茎部間が抉れる。茎部幅

より茎部長が僅かに短い逆二等辺三角形。表面側に「Ｖ」字形の斜状平行剥離がみられる。裏面に

も部分的に斜状平行剥離がある。４２５は上半部が斜めに破損。逆刺が下方に突出する。裏面に素材

時のポジ面が残る。茎部幅より茎部長が僅かに短い逆二等辺三角形。４２６は上半部が水平に破損。

逆刺が下方に突出する。裾がやや開き気味か。茎部幅より茎部長が僅かに短い逆二等辺三角形。

４２７は上半部が水平に破損。破損部付近に肩部が存在か。茎部幅より茎部長が僅かに短い逆二等辺

三角形。４２８は上半両側縁が弧状に張り，逆刺に至る。逆刺はほぼ直角。尖端は裏面からの圧力で

表面側へ捲れるように破損する。茎部幅１．３cmに比べ推定茎部長が０．４cmと著しく短い。４２９は

上部は水平に破損。尖端部から緩く弧状にカーブし，中位から直線的に開きながら逆刺に至る。逆

刺はあまり尖らない。茎部幅より茎部長が僅かに短い逆二等辺三角形。４３０は両側縁は直線的に広

図１７３ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区１層出土石器（Ｓ＝１／２）
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がり，尖端部直下と推定される付近に肩部を有する。逆刺と茎部間が抉れる。茎部は茎部幅０．８

cmで，茎部長０．３cmと茎部長の極端に短い逆二等辺三角形を呈する。４３１は尖端部直下に肩部（や

や張る部分）があり，逆刺部へと直線的に広がる。逆刺の平面角は鈍角で，そのまま茎部へと移行。

茎部は幅２．４cm・長さ０．７cmである。押圧剥離は平行剥離風である。４３２は尖端部は破損するが，

緩やかにカーブしながら直線的に逆刺へ至る。逆刺は鋭くない。茎部は幅１．９cm・茎部長は０．４５

図１７４ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区６層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１７５ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１７６ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１７７ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１７８ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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cm。押圧剥離は表面側右辺で斜状平行剥離風。裏面は平行剥離。４３３は中位から茎部よりに斜め

に破損する。おそらく尖端部から側縁が弧状に張り，逆刺へ至る。茎部付近から器軸方向への押圧

剥離が著しい。茎部は幅広で，茎部長の短い逆二等辺三角形。４３４は中位で水平に破損。おそらく

尖端部から側縁が外方に張り，内側へ巻くような逆刺。茎部は左側では逆刺から移行するが，右も

大差なく，幅広で，茎部長の短い逆二等辺三角形である。４３５は尖端部は破損するが，緩やかに

カーブしながら逆刺へ至る。逆刺は鋭くない。茎部は幅広で，茎部長の短い逆二等辺三角形である。

茎部端が破損。押圧剥離がやや粗い。

有茎尖頭器の未成品（図１７８―４３６・４３７）４３６は水滴形の原形から茎部作出へ移行した段階であろ

う。押圧剥離も施すが，その多くの剥離はソフトハンマーによる直接打撃である。石材は赤色硅質

岩である。４３７は水滴形の原型であったと推定するが，表裏両面の上端に上方からの衝撃による破

損が生じている。表面側左辺部には押圧剥離がみられ，下端には茎部作出を開始した痕跡が窺える。

石材は硅質頁岩である。

槍先形尖頭器（図１７９―４３８～４４０）４３８は全長が約３cm前後あり，石鏃とするにはやや大きすぎ，

加工も押圧剥離であるが石鏃とは違い，有茎尖頭器にしても細すぎる。裏面は平行剥離状の調整で

ある。石材は外来系のサヌカイトである。４３９は本例は右側辺の一部を欠くが，ほぼ完形である。

全長約７．１cm，復元最大幅約２．９cmの大型で，木葉形というべきか。調整加工はソフトハンマー

による直接打撃による。石材は安山岩質凝灰岩である。４４０も大型で，調整加工はソフトハンマー

による直接打撃による。石材は輝石安山岩である。

槍先形尖頭器未成品（図１８０―４４１～４４２）４４１は表裏に素材以前・素材剥離時の面が残る。幅広剥

片を用いる。表面側左側に素材剥離時の打面部があったのか，横断面の右半がやや厚い。調整加工

はソフトハンマーによる直接打撃か。その後表面側下半の周辺部で細部調整を加え，下端を尖らせ

る。石材は無斑晶質安山岩である。４４２は裏面に素材剥離時の面が残る。調整加工はソフトハン

マーによる直接打撃か。その後，表面側下半の周辺部で細部調整を加え尖らせる。平面に対し垂直

に脈石英が貫入し，ステップが生じている。これが未成品となった理由か。石材は赤色硅質岩であ

る。あるいは両例とも有茎尖頭器大型品の未成品か。

局部磨製石斧（図１８１―４４３）『日本の洞穴遺跡』写真６７右側「愛媛県上黒岩岩陰 Ｄ区
層出土

の尖頭器」と記載された資料である。調整加工はソフトハンマーによる直接打撃で，最初に表面側，

次いで裏面側に加工を加える。下半部は両面とも下端方向からの打撃による剥離で，裏面の剥離が

凹面状のネガ面となる。下端周辺の表裏両面に斜め方向の研磨を加え刃部とする。刃部は半円形，

刃部幅推定約２cm，刃部の断面は裏面に凹面状ネガ面の存在から僅かに円鑿状を呈する。平面形

は撥形で石材は硅質頁岩である。

石篦（図１８２―４４４，図１８３―４４５～４４７，図１８４―４４８～４５０，図１８５―４５１） ７点確認している。石材は無

斑晶質安山岩６例（４４４～４４９），サヌカイト１例（４５０），不明１例（４５１）である。調整加工は基本

的にはソフトハンマーによる直接打撃によると推定する。４４４は上半を破損するが，平面形は水滴

形か。下端に細部調整を加え半円形に整形している。４４５は下半を破損するが，平面形は撥形か。

上端は尖らずやや円い。４４６は『日本の洞穴遺跡』写真６７左側「愛媛県上黒岩岩陰 Ｄ区
層出

土の尖頭器」と記載された資料である。やや細長の撥形。上端には細部調整をあまり加えず，下端
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図１７９ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図１８０ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）
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の裏面に細部調整を丁寧に加え，半円形の刃部とする。４４７は平面形は撥形。上端は尖らない。下

端はやや斜刃で，刃部を幅広にとる意図が窺える。４４８は平面形はやや細長の撥形。両側縁から入

念な剥離を行なうが，表面側右側からの打撃で破損したと推定する。器体の加工からみると完成度

は高いが，上端を尖らせる意図は窺えない。下端は執拗に調整加工を加えて半円形に調整・整形し
まるのみ

た刃部である。刃部の前方観は円鑿状である。本資料は上黒岩遺跡考古館に９層出土の「打製石斧」

として展示されていた資料であるが，『日本の洞穴遺跡』写真６１に「尖頭器」と記載された資料で

あることが判明した。この写真を見ると至近距離での出土状況から，破損と同時に放棄されたこと

がわかる。４４９・４５０は上端及び上半を欠く例であるが，下端を入念に調整加工し，平面形は半円

形の刃部を作り出す。長さが短い作例であるが完成度は高い。４５１は平面形は水滴形と推定するが，

上半部が斜めに破損している。近位端に半円形の刃部を作出。

石篦未成品（図１８５―４５２） 平面形は木葉形である。調整加工はハード及びソフトハンマーによる

図１８１ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝１／１）

図１８２ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１８３ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１８４ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１８５ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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直接打撃によると推定する。側縁が大きな波状となっているなど，直線的でない。下半部が厚く，

礫面を除去できなかったことが成品に至らなかった理由か。石材は無斑晶質安山岩である。

削器（図１８５―４５３） 幅広剥片を素材に，直接打撃による調整加工を加える。両側縁への加工は下

端で収束するが円い。石材は無斑晶質安山岩である。

剥片（図１８６―４５５） チャートの角礫から節理で剥がされた剥片で，裏面の左右両端部に小剥離痕

図１８６ 上黒岩遺跡２次調査Ｄ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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がある。剥片は多量に出土しているが，石器の素材となりえる例を提示した。

石核（図１８６―４５４） 撥形の形状が下半で斜めに破損した形。形態から石篦とも考えたが，器体が

ねじれ，破損面と推定される部分を打面とし，裏面側方向へ剥離作業を行っており，最終的に石核

と考えた。求心的な剥離を行なった石核と考える。石材は不明である。

５ Ｅ区・Ｆ区

Ｅ区は２次調査の際，１トレンチＥ区として設定されている。しかし既発表概報のうち西田栄が

『伊豫史談』に掲載した「上黒岩遺跡発掘層位と土器・石器関係概要表」には何も記されていない

し［西田１９６２］，『日本の洞穴遺跡』にも発掘に関する具体的な情報は一切ない［江坂・岡本・西田

１９６７］。また石器等についてもこれまで筆者の目に触れたものはない。したがってＥ区については

発掘調査を行なっていなかったと判断される。

４次調査において，岩陰保存部分の排水を図る必要が生じ，その排水用パイプ埋設工事に伴う調

査としてＦ区が設定されている。Ｆ区はＥ区にかかる場所から西側斜めに１区～４区まで設定され

ている。このうち１区は実際には調査されていない。当時の日誌に記載された石器類の概要は以下

のとおりである。

８月２日：石鏃２点・剥片１７点・削器１点・石錘１点，８月３日：剥片７点・石錘１点・礫器

１点，８月４日：チャート原石１点・石鏃２点・石斧１点，８月５日：有茎尖頭器１点・剥片９

点・礫器１点・掻器１点，８月６日：ポイント１点・剥片８点，８月７日：剥片６点・砥石１点，

８月８日：剥片１点，F２区・F３区の石器は以上のとおりである。F４区は８月６日に調査する

が遺物はなかったようだ。F２区・F３区は長井数秋と大山正風が調査員となるなど，愛媛県内の

在住者を主体とした調査区である。こうした経緯もあってＦトレンチの遺物の整理を松山で行なう

ことになり，西田栄が保管することになる（８月１２日付江坂日誌）。現在，愛媛県歴史文化博物館

保管の遺物はＦトレンチ出土遺物が多い。筆者も可能な限りＦトレンチの遺物の図化を図ったが，

時間的制約もあり，数点の図化に留まった。しかし上記の日誌記載から多量の遺物群ではない。

有茎尖頭器（図１８９―４６４・４６５） 石材はいずれもチャートである。４６４は上半と逆刺を欠く。両側

縁は直線的に開き，逆刺へ至る。調整加工は押圧剥離であるが，大小様々。茎部は逆刺のすぐ内側

から茎部となり，茎部長が短く，逆二等辺三角形を呈す。４６５は上半部破片である。尖端部直下に

肩部を有し，側縁が外方に張る。

調整加工は押圧剥離で，表面側は「Ｖ」字状斜状平行剥離に近い。

有茎尖頭器の未成品（図１８９―４６６） 調整加工はソフトハンマーによる直接打撃で，側縁が波状と

なっている。水滴形の原型から裏面の下半部の右側縁部を茎部作出の為，直線的に押圧剥離で加工

し始めたばかりの例である。石材は無斑晶質安山岩である。

６ 出土区・出土層位不明

１９６１年の１次調査で出土した資料を一部含んでいる（写真図版参照）。１次調査は２次調査にお
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図１８７ 上黒岩遺跡４次Ａ区３層・４次Ａ拡張区４層・３次Ｃ区６層・２次１，４トレＣ区９層出土石器（追加）（Ｓ＝２／３）
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９層 
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463
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ける１トレンチのＡ区・Ｂ区・Ｃ区で行なわれている。１次調査は僅か三日間だけの調査で，実質

的に試掘といえるものである。このため１次調査を次数に含めず，２次調査を「１次調査」とした

うえで３次調査を「２次調査」とした文献もある［江坂１９６２］。西田栄が撮影した写真には石鏃を

はじめ石匙やトロトロ石器などが含まれているが，６層以下の草創期に溯る資料は見受けられない

ことと，僅か三日間の調査であったことから考えて１層から４層までの深度であったと思われる。

有茎尖頭器（図１８９―４６７，図２０１―５１９） ４６７は石材は推定金山産サヌカイトである。尖端部は破損

するが，緩やかにカーブしつつ逆刺へ至る。逆刺は鋭い。茎部は幅１．７５cm・長さ約０．３cmと幅広

い茎部幅と短い茎部長である。逆刺と茎部間が弧状に抉れる。押圧剥離は不規則である。５１９は刃

縁が外方に張る。器面調整は大小の不定形押圧剥離で，特に裏面は斜状平行剥離状である。左縁中

央から茎部方向に破損。茎部幅より茎部長が短い。写真記録の少ない４・５次調査出土の可能性が

ある。

石匙（図１９０―４６８・４６９）４６８は縦型で摘み部と右側辺を調整加工する。石材は赤色硅質岩である。

１次調査出土資料で，「Ｂ区№８２上黒岩４次９層６９・８・７」と記されたラベルが資料に添付され

ていたが，４次調査以前の出版物に掲載されているのでラベルは誤りであろう。４６９は横型で素材

の打面部を取り込むように摘みを両面からの加工で作出し，近位の裏面縁部に刃こぼれ状の加工が

ある。石材は硅質頁岩である。１次調査出土資料である。

石鏃（図１９０―４７０～４７６，図１９１―４７７～４８２）１３点を図化した。石材は無斑晶質安山岩１例（４８０），

硅質頁岩２例（４７３・４７５），硅質岩１例（４７６），頁岩１例（４７９），サヌカイト１点（４７４），推定金山

図１８８ 上黒岩遺跡４次調査Ｂ区４・８層，２次調査Ｃ区９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１８９ 上黒岩遺跡Ｆ区出土層位不明石器（Ｓ＝１／１）
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図１９０ 上黒岩遺跡層位不明石器（Ｓ＝１／１）

図１９１ 上黒岩遺跡２次調査・その他出土層位不明石器（Ｓ＝１／１）
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図１９２ 上黒岩遺跡出土区不明９層出土石器（Ｓ＝２／３）
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図１９３ 上黒岩遺跡９層出土，出土層位不明石器（Ｓ＝２／３）
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図１９４ 上黒岩遺跡２次調査２トレンチＤ区層位不明石器（Ｓ＝１／２）
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図１９５ 上黒岩遺跡層位不明石器（Ｓ＝１／２）
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図１９６ 上黒岩遺跡層位不明石器（Ｓ＝１／２）
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産サヌカイト２例（４７０・４７１），赤色硅質岩４例（４７２・４７７・４７８・４８１）。浅い弧状の抉りを有する石

鏃（４７３・４７６・４８０・４８１），抉りの深い石鏃（４７０～４７４・４７７・４７８），三角形の石鏃（４８２），形態不明

の石鏃（４７９）に形態区分できよう。４８２・４７９を除く１１点は縄文時代早期から後期・晩期の石鏃と

比較しても違和感がなく，この間の一般的な形態といえるだろう。一方，三角形の石鏃（４８２）は

６層の例に類似する。

礫器（図１９２―４８３） 石材は無斑晶質安山岩で，側辺の表裏に打面を入れ替えつつ剥離している。

表面側を広く剥離するが，推定復元線からみると厚い剥片の剥離は多くない。剥離はハードハン

マーによる直接打撃と推定する。縁部の細かい剥離は敲打による潰れか。

石篦（図１９３―４８４） 平面形は撥形である。丁寧なソフトハンマーによる直接打撃で調整加工が行

なわれる。この加工によって上端を円く整形した基部とし，下端は裏面を整形して半円形の刃部と

する。石材は無斑晶質安山岩である。

削器（図１９３―４８５） 平面形は楕円形で，断面形が三角形である。右側辺がナイフ形石器のような

背部加工に類似し，左辺が細かい剥離の連続によって形成した刃部であろう。石材は無斑晶質安山

岩である。裏面に「１次９層」のシールが貼られていたが，第１次調査では９層は認定されていな

いので２次調査のことであろう。２次調査で９層を調査した第１トレンチＤ区，Ｃ区の出土か。

石錘（図１９３―４８６～４８８） ３点とも小型扁平楕円形の緑色片岩を用い，端部に若干のはつりを加

える。端部剥離部分の縁が垂直方向に使用痕とも推定される条痕があるが，「切目」ではない。

凹石（図１２９―４８９，図１３１―４９３） 石材は不明。表裏に溝状の凹部がある。４８９は敲石としても使用

されたのか，端部に剥離痕がある。Ｃ区６層に類例が多い。

敲石（図１９４―４９０） 石材は長い断面楕円形の緑色片岩を用いる。両端で敲打作業を行い，衝撃に

よる剥離痕が礫器状に形成されている。

砥石（図１９５―４９１） 石材は長く扁平な長楕円形の緑色片岩を用いる。硬い研磨対象物を角度つけ

て研磨の反復運動をした痕跡が両面に観察される。石の短軸方向に線条痕が生じた部分もあるが，

概ね長軸方向に線条痕が生じている。図１３９―２９７と似る。

台石（図１９６―４９２） 石材は不明。約３０cm近い円形礫の中央に打痕がある。

７ 表採資料（竹口コレクション）

竹口渉氏が採集・所蔵された遺物である。

有茎尖頭器の未成品（図１９７―５０６，図１９８―５０７・５０８）５０７は茎部を作り始めた段階，５０６は茎部の

作出と斜状平行剥離を開始した段階である。

小型石篦（図１９８―５０９・５１０） 亀甲形に調整後，素材の近位端へ細部調整を施した例。

石鏃（図１９７―４９４～５０５）１２点を図化した。４９８は早期押型文土器に伴う鍬形鏃。５０３～５０４は６

層の例に類似する。

石篦（図１９９―５１１・５１３・５１５）５１１・５１３は刃部を半円形に加工。５１５は天地逆の可能性もある。

石錘（図１９９―５１２） 端部ハツリ後に使用によるものか，条痕が観察される。

削器（図２００―５１６・５１７）５１６は幅広剥片が素材。５１７は掻器とするべきか。
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図１９７ 上黒岩遺跡採集石器（Ｓ＝１／１）
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図１９８ 上黒岩遺跡採集石器（Ｓ＝２／３）
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図１９９ 上黒岩遺跡採集石器（Ｓ＝２／３）
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図２００ 上黒岩遺跡採集石器（Ｓ＝２／３）
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矢柄研磨器（図２００―５１８） 上下両端を欠くが，外形ラインが長楕円形の傾向を窺わせている。表

面側は平坦で，長軸に１条の細い溝が通る。裏面は断面を半円形に整形している。石材は砂岩である。

破損石器（図１９９―５１４） 器種不明の破損石器。

８ 上黒岩第２岩陰遺跡の石器

第３次調査において土地所有者である竹口渉氏からの情報により，上黒岩遺跡と尾根続きの南方

５００mに位置する上黒岩二番耕地，通称「岩屋」に岩陰の所在が判明した。「岩屋」は西日本では

岩陰のことを意味し，神社仏閣等で利用されている。上黒岩遺跡に近い，四国八十八箇所の一つ

「岩屋寺」もそのひとつである。１９６２年１０月１６日に小林達雄の担当で「岩屋」の試掘が行なわれ，

黒土層から押型文土器，剥片石器，礫器，カワニナ，獣骨片が少量出土している。慶應義塾大学民

族学考古学研究室に収蔵されている第２岩陰出土石器資料は１５点で，大型石器のみ図化し，剥片

類は見送った。また，愛媛県歴史文化博物館所蔵（旧西田コレクション）の剥片石器を１点図化した。

削器（図２０２―１・２） １は二方向に切断する。２は礫の破片を用い，下端に粗く急傾斜な剥離

を施す。

敲石（図２０３―４・５，図２０４―７） ７は平面形が楕円形で，側面形は長楕円形である。下端部付近

に若干の打痕がある。器面が滑らかなので磨石としても使われた可能性もある。４．５も同様な形

態であったと思われるが，左辺が破損し，見た目が「Ｄ」字形となっている。破損に伴い，割れた

際の角部を打ち欠いて滑らかにしている。打痕は表裏両面に観察されるほか，線条痕，磨滅痕も観

図２０１ 上黒岩遺跡出土区不明，Ｃ区拡張区９―�層出土石器（Ｓ＝１／１）
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図２０２ 上黒岩第２岩陰遺跡出土石器１（Ｓ＝２／３）

図２０３ 上黒岩第２岩陰遺跡出土石器２（Ｓ＝１／２）
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図２０４ 上黒岩第２岩陰遺跡出土石器３（Ｓ＝１／２）
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察されるので磨石としても用いられたのだろう。７は滑らかなカーブをもつ棒状の敲石である。上

端と下端の角部に打痕が観察される。上端での作業による衝撃で半截状に破損する。

凹石・敲石（図２０４―６） 表面側に約１cmの間隔を空けて円錐状の凹部がある。また裏面側の２

箇所に表面側での作業に伴う反作用としてめり込んだような打痕がある。その後，先細りの下端で

敲打作業を行い，打痕が端部，破損剥離面が表面側に生じている。このような凹石・敲石は上黒岩

遺跡Ｃ区６層に特徴的な遺物である。

台石・敲石（図２０４―８） 平面形は隅円三角形で，側面形は隅円長方形に近い形である。表面側

には磨滅痕，裏面側には磨滅痕と若干の打痕が観察される。全周囲にも敲打痕が夥しく形成されて，

面ができている。敲打面が広く，破損もないことから，対象物をコツコツと敲潰したかのようである。

石核（図２０２―３） 面形は隅円三角形で，剥片を素材としている。主要剥離面側に周囲から剥片

剥離を行う。受熱して，弾けた部分がある。

第２岩陰遺跡からは，押型文土器が出土しているので，石器類の帰属時期を縄文時代早期と押さ

えることができる。また，凹石の特徴から上黒岩遺跡Ｃ区６層に近いものであることから，その段

階まで溯らせて考えることは可能であろう。ただし上黒岩遺跡４層にも類例が僅かながら存在する

ので，第２岩陰遺跡については縄文時代早期押型文段階の単純遺跡の可能性もある。遺物量からす

れば長期間この岩陰に滞在して石器製作等を行なったことはないであろう。しかし敲石・凹石・磨

石は長期間使い込まれた形跡がある。通常，これらの重量石器はその重さから持ち運びが不利であ

り，滞在地の川原石等で間に合わせるのが一般的である。上黒岩第２岩陰（岩屋岩陰）は上黒岩遺

跡から南西５００m・標高約５００m・上黒岩遺跡からの比高差は約９０mの位置にある。上黒岩遺跡

の屹立した岩壁は久万川沿いに移動するとき目立つ景観である。縄文時代においても河川沿いを移

動中に一つのランドマークとして縄文人が認識していたことは疑いない。したがって上黒岩第２岩

陰を利用した縄文人が上黒岩遺跡を知らなかったはずはなく，彼等の脳裏に上黒岩遺跡が意識され

ていたことは確かであろう。逆に上黒岩遺跡の多数の埋葬人骨からすると数世代に亘って生活圏内

に石材資源の位置とともに上黒岩第２岩陰（岩屋岩陰）を天然の住居地として縄文人は認識しただ

ろう。このように地理関係に係る人々の認識を推定し，かつ重量石器の非可動性を考えると，第２

岩陰遺跡の使い込まれた敲石・凹石・磨石は，上黒岩遺跡から持ち込まれた蓋然性が高く，同一の

集団がのこした遺跡であったと考えられる。

（綿貫俊一）
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）

幅

（mm）

推定幅

（mm）

厚さ

（mm）

重 量

（g）
石 材 欠

調査

次

出土

区
層位 備 考 注記 整理№

写真

№
所蔵

１ 石鏃 △１４．２ １６．０ １９．０ ３．０ ０．７１
金山？サヌ

カイト
尖 ４ A４ ３ SS２３６ Ｋ

２ 石鏃 ２．１ １７．０ ３．８ ０．９３
無斑晶質安

山岩
４ Ａ ３ S５４ ６４ Ｋ

３ 石鏃 △１７．７ １９．０ １１．８ ２．５ ０．４１ 赤色硅質岩 尖 ４ Ａ ３ １ S４６ Ｋ

４ 石鏃 １４．０ １３．２ ３．１ ０．３３ 赤色硅質岩 ３ Ａ ３ Ｋ

５ 石鏃 １９．０ △１５．０ １７．０ ４．０ ０．７３

硅化岩

（チャート

質）

左 ４ A４ ３ SS２３７ Ｋ

６ 石鏃 △１３．０ ２３．０ １７．０ ３．０ ０．４５ 頁岩 尖 ４ A４ ３ SS２３８ ５０ Ｋ

７ 石鏃 △１５．０ ２０．０ １８．０ ３．０ ０．４９ 赤色硅質岩 尖 ４ Ａ ３ S５３ ５７ Ｋ

８ 石鏃 △１６．０ ２１．０ １７．０ ４．０ ０．６９ 赤色硅質岩 尖 ４ Ａ ３ S５６ ５５ Ｋ

９ 石鏃 △１４．０ ２４．０ １６．８ ３．５ ０．４２ 赤色硅質岩 尖 ４ Ａ ３ ３ S４８ ６１ Ｋ

１０ 石鏃 ２６．１ １６．５ ４．０ ０．９７ 姫・黒曜石 ４ Ａ ３ S５１ ４７ Ｋ

１１ 石鏃 ２７．４ １９．０ ３．９ １．１２
金山？サヌ

カイト
４ Ａ ３ S５２ ５９ Ｋ

１２ 石鏃 ２４．０ △１６．２ １７．９ ４．０ ０．６４
赤色硅質岩

玉髄質
左 ４ Ａ ３ S５５ ６７ Ｋ

１３ 石鏃 △１７．１ △１８．９ ３．７ ０．５０
無斑晶質安

山岩
両 ４ Ａ ３ S４９ ４６ Ｋ

１４ 石鏃 △１８．０ １８．５ ４．５ １．１４
金山？サヌ

カイト
尖 ４ Ａ ３ ４ S４７ ５４ Ｋ

１５ 石鏃 １９．０ １５．０ ３．５ ０．７２
金山？サヌ

カイト
右 ４ A４ ３ １８ SS２４０ Ｋ

１６ 石鏃 ２０．０ △２２．０ ２４．５ ４．０ １．３０
サヌカイト

（外）
右 ４ A４ ３ １７ SS２３９ Ｋ

１７ 石鏃未成品 ３４．５ １９．５ ６．３ ３．８９ 赤色硅質岩 ４ Ａ ３ SS１８６ Ｋ

１８ 石鏃未成品 ３５．０ ２９．５ １０．０ ８．２６ 硅質頁岩 ３ Ａ ３ ４５３ Ｋ

１９ 楔形石器 ３７．０ １０．０ ７．５ ２．４０ 姫・黒曜石 ４ Ａ ３ SS１８５ ３８ Ｋ

２０ 石錐 ３４．０ １６．０ ５．０ １．４５
金山？サヌ

カイト
４ Ａ ３ S５０ Ｋ

２１ 凹石・敲石 １１８．０ ６８．０ ２２．０ ２９６．２９ 緑色片岩 ５ Ａ拡 ３ ３７５ Ｋ

２２
スクレイ

パー
５４．０ ５１．０ １０．５ ２７．７９ サヌカイト ４ Ａ ３ ２ SS６６ Ｋ

２３
エンドスク

レイパー
４９．３ ４４．７ ８．４ ２４．８８ 頁岩 ４ Ａ拡 ３ SS２４４ Ｋ

２４ 石錘 ４０．５ ３６．０ ７．５ ２３．００ 緑色片岩 ３ Ａ ３ SS３７ ３２４ Ｋ

２５ 石鏃 １１．５ １０．４ ３．５ ０．２８
無斑晶質安

山岩
３ Ａ ４ 細石鏃 SS１４８ Ｋ

２６ 石鏃 １７．０ △１２．０ １４．０ ３．０ ０．３４ 頁岩 ３ Ａ ４ SS１５１ ６３ Ｋ

２７ 石鏃 ２０．０ △１６．０ １８．０ ２．５ ０．４９ サヌカイト 左 ３ Ａ ４ SS１５０ ８０ Ｋ

２８ 石鏃 １６．０ １５．５ ３．５ ０．５３ サヌカイト ３ Ａ ４ 人骨 SS２３３ Ｋ

２９ 石鏃 ２１．０ １９．０ ３．０ ０．８１
無斑晶ガラ

ス質安山岩
３ Ａ ４ SS１４９ Ｋ

３０ 石鏃未成品 ２２．０ １４．０ ３．０ ０．８４ サヌカイト ３ Ａ ４ 表ポジ SS１４７ Ｋ

３１ 石鏃 ２６．２ １９．０ ３．０ ０．８３ サヌカイト ４ Ａ ４ SS１４６ Ｋ

３２ 石鏃 １８．５ １３．０ ２．５ ０．３３ 赤色硅質岩 ４ Ａ
４落込

み

裏面ポジ

面
SS１４４ Ｋ

３３ 石鏃 １５．５ △１２．５ １３．５ ３．０ ０．３５ 赤色硅質岩 ４ A４ ４ ４７ SS２４１ Ｋ

３４ 石鏃 １４．６ １８．５ ３．０ ０．５４ 赤色硅質岩 ４ Ａ ４ SS１４２ ４５ Ｋ

３５ 石鏃 ２５．０ ２０．０ ３．５ ０．８９
無斑晶ガラ

ス質安山岩
４ Ａ ４

サヌカイ

ト？
SS１５２ Ｋ

３６ 石鏃 ２０．７ １３．０ ３．６ ０．５９ 赤色硅質岩 ４ A１ ４下 SS２６１ ４８ Ｋ

表１４ 石器観察表
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３７ 石鏃 １７．０ △１２．５ ２０．０ ４．０ ０．９５
サヌカイ

ト？
左辺 ４ Ａ ４ SS１４３ ６８ Ｋ

３８ 石鏃 ２６．０ △１６．０ １８．０ ３．５ ０．６２ 赤色硅質岩 右 ４ Ａ ４ SS１４５ Ｋ

３９ 石鏃未成品 １８．５ １３．５ ３．５ ０．５６
無斑晶ガラ

ス質安山岩
４ A２ ４

サヌカイ

ト？
１０２４ SS２４３ Ｋ

４０ 石鏃 ３２．２ ２２．８ ５．３ ２．６２ 硅質頁岩 ４ Ａ ４
裏面ポジ

面
１０３０ SS１４０ Ｋ

４１ 石鏃 １９．５ △１７．０ ２．０ ０．５７ 赤色硅質岩 ４ Ａ拡 ４ 人骨 ４０６ Ｋ

４２ 石鏃 １７．０ １２．５ ２．５ ０．３１
無斑晶ガラ

ス質安山岩
４ Ａ ４

サヌカイ

ト？
SS１４１ Ｋ

４３ 石鏃 ３２．３ ２３．１ ４．７ ２．２９
サヌカイト

（外）
４ Ａ ４下部 黒色 SS４５ ８２ Ｋ

４４ 石鏃 ３９．５ ２１．５ ５．２ ３．１６ 硅質頁岩 ４ A３ ４下部
日本海側

産？
SS４４ ８１ 日本海側産石材Ｋ

４５ 石錘 ６１．５ ３１．５ ９．５ ２９．４７ 緑色片岩 ３ Ａ ４
端部縦状

擦痕
SS３９ ３２２ Ｋ

４６ 石錘 ６０．０ ３１．０ ８．０ ２３．７６ 緑色片岩 ３ Ａ ４
端部縦状

擦痕
SS３８ ３２３ Ｋ

４７ 敲石 ９３．０ ９３．０ ３３．０ ３３９．００ 緑色岩 ３ Ａ ４ １３０ ３１３ Ｋ

４８ 磨石・敲石 １０６．０ ８８．０ ４６．０ ５５８．００ 輝石安山岩 ５ Ａ拡 ４下部 磨滅痕 SS１０６ ３０２ Ｋ

４９ 石鏃 １３．０ △１５．０ １６．０ ３．０ ０．３５ 赤色硅質岩 ４ Ａ ５ SS６４ ９・５８ Ｋ

５０ 石鏃 １８．０ １４．５ ３．５ ０．４８
サヌカイト

（外）
４ Ａ ５ S６５ ８ Ｋ

５１ 石鏃 １８．０ △１８．０ １９．０ ３．５ ０．６７
金山？サヌ

カイト
４ Ａ ５ S６３ ５６ Ｋ

５２ 凹石・敲石 ８２．０ ７２．０ ３２．０ ３００．００ 緑色岩 ４ Ａ ５ ９０ １９０ ３０１ Ｋ

５３ 石鏃 １７．５ ２１．０ ３．５ １．０８ 赤色硅質岩 ４ Ａ ６上部 ４１４ Ｋ

５４
有茎尖頭器

未成品
４４．０ ２９．０ １０．０ １０．８４ 赤色硅質岩 尖 ４ Ａ ６ ５０４ ３９８ Ｋ

５５
有茎尖頭器

未成品
６６．３ ４４．５ １５．１ ３６．２０

無斑晶質安

山岩
５ A３ ６ SS２４５ １４５ Ｋ

５６ 有茎尖頭器 ４３．０ ２５．５ ６．０ ４．７６
無斑晶質安

山岩
下半 ４ Ａ ６ ４０９ Ｋ

５７ 石槍 ５６．７ ２０．３ ５．９ ５．４２ 赤色硅質岩 ４ A２ ６ １０２４ SS１３２ １９８ Ｋ

５８
エンドスク

レイパー
３８．３ ２６．３ ６．１ ７．３４ 硅質頁岩 ４ A３ ６ １０３ SS１２４ ２２７ Ｋ

５９
エンドスク

レイパー
３６．７ ２７．７ ７．７ １０．８９ 硅質頁岩 ４ Ａ ６ ４０４ 再確認Ｋ

６０
エンドスク

レイパー
３９．５ ４７．５ １０．５ ２５．３４

無斑晶質安

山岩
４ Ａ ６ ４０３ Ｋ

６１
エンドスク

レイパー
６２．０ ３９．０ １９．０ ４７．４０ 赤色硅質岩 ４ Ａ ６ ４１０ Ｋ

６２ 石篦 ５７．０ ３４．５ １０．５ ２２．９３
無斑晶質安

山岩
４ Ａ ６ ４１１ Ｋ

６３ 石篦 ５２．５ ４５．３ １６．６ ３１．９９
無斑晶質安

山岩
４ Ａ ６上部 SS２５８ Ｋ

６４ 石篦 ６５．３ ５１．７ １９．５ ５１．６１
無斑晶質安

山岩
４ A３ ６ ５０３ SS１２１ ２６１ Ｋ

６５ 石篦 ３９．０ ４０．５ ７．５ １３．３８
無斑晶質安

山岩
上半 ４ A１ ６ １０６ SS２５７ ２３１ Ｋ

６６ 石篦未成品 ６７．１ ４４．６ ２３．７ ５６．０３
無斑晶質安

山岩
４ Ａ ６ SS１２３ ２２１ Ｋ

６７
スクレイ

パー
６２．０ ５８．５ １８．０ ６３．８８

無斑晶質安

山岩
４ Ａ ６上部 ４０８ 加工痕の訂正Ｋ

６８ 敲石 ７２．５ ５３．０ ５０．０ ２１７．６７ デイサイト ４ A４ ６ ４０５ Ｋ

６９ 石鏃 １７．２ １５．７ ３．６ ０．６４ 安山岩 ４ Ａ ７ ５０６ ４ Ｋ

７０ 石鏃 ２１．７ ２０．２ ２．５ ０．７６ チャート 左 ４ Ａ ７ ３１６ ５ Ｋ
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）

幅

（mm）

推定幅

（mm）

厚さ

（mm）

重 量

（g）
石 材 欠

調査

次

出土

区
層位 備 考 注記 整理№

写真

№
所蔵

７１ 有茎尖頭器 ２４．０ △２３．５ ２８．０ ３．８ １．７２ サヌカイト 左辺 ４ A１ ７ １７１ SS２６０ ３９ Ｋ

７２ 有茎尖頭器 ３７．５ ２８．２ ５．６ ６．３２ 赤色硅質岩 ４ A３ ７ ２重基端 １４０ Ｋ

７３ 有茎尖頭器 ３８．０ ４３．４ △２３．０ ２５．５ ４．８ ３．７７ 硅質頁岩 ５ Ａ ７
�―Ｙ―

４
１０８ Ｋ

７４ 有茎尖頭器 △４０．０ ５４．９ ２８．６ ７．０ ７．４９ 硅質頁岩 ５ Ａ ７ １０３ Ｋ

７５ 有茎尖頭器 ３６．０ △２１．３ ２５．０ ３．５ １．８４ チャート 下半 ４ A１ ７ １１２ Ｋ

７６ 有茎尖頭器 △４５．２１ ４９．６ △２０．０ ２１．０ ４．０ ３．７２ 赤色硅質岩
ファ

シット
４ Ａ ７ W４７ １３２ Ｋ

７７ 有茎尖頭器 ４０．５ △２２．３ ２９．０ ５．０ ３．６１ 赤色硅質岩 下半 ４ Ａ ７ １２６ ４０ Ｋ

７８
有茎尖頭器

未成品
△３０．０ ４３．５ ２５．２ ３．２ ３．６２ 赤色硅質岩 尖 ４ A２ ７ １６５ １１０ Ｋ

７９
有茎尖頭器

未成品
４２．０ ３２．０ ８．２ １１．３１ 赤色硅質岩 ４ A２ ７ １２８ １０４ Ｋ

８０
有茎尖頭器

未成品
４５．０ ２７．５ １０．０ ９．８７ 硅質頁岩 左辺 ４ A２ ７ １６２ ２２５ Ｋ

８１
有茎尖頭器

未成品
５３．８ ３２．０ ８．９ １３．００

無斑晶質安

山岩
４ A３ ７ ３０９ SS２５１ ２５９ Ｋ

８２
有茎尖頭器

未成品
６７．５ ３４．６ １２．３ ２６．４６

無斑晶質安

山岩
４ A２ ７ １６４ SS５７ ２１６ Ｋ

８３
有茎尖頭器

未成品
３４．１ ２６．１ ５．９ ５．８６ 赤色硅質岩 ４ A１ ７ SS１２ ２２８ Ｋ

８４ 石槍 ４４．０ １９．０ ４．１ ２．９８
無斑晶質安

山岩
４ A４ ７ ５０４ W３９ ８８ Ｋ

８５
有茎尖頭器

未成品
５１．０ ２７．３ ７．３ １０．６３ 硅質頁岩 ４ A３ ７

斜状並行

剥離
１７７ SS２４８ ２２３ Ｋ

８６
有茎尖頭器

未成品
５０．５ ２７．０ ６．９ １２．０５ チャート ４ A１ ７ W５３ １３８ Ｋ

８７
エンドスク

レイパー
６０．５ ５０．１ １２．７ ２９．４１ 輝緑岩 ４ A３ ７ ３６３ SS２５２ ２１５ Ｋ

８８
エンドスク

レイパー
４０．６ △３９．０ ２１．０ ２６．０９ 赤色硅質岩 上半 ４ A３ ７ ４０２ SS２５６ Ｋ

８９
スクレイ

パー
３１．８ １５．７ ５．７ 赤色硅質岩 不明 不明 Ｋ

９０
加工痕ある

石器
３３．２ △４６．５ １１．９ ３．８５ 硅質頁岩 左辺 ４ A３ ７ ４５６ Ｋ

９１
スクレイ

パー
△３９．０ △３０．０ ３．９６．０ ６．０６

金山？サヌ

カイト
５ Ａ ７

５―Ａ―

４０８７
SS７０ Ｋ

９２
加工痕ある

石器
３４．２ ２８．５ ８．６ ８．８６ 硅質頁岩 上半 ４ A３ ７

有茎未成

品？
１２２ SS２４７ ２２６ Ｋ

９３
エンドスク

レイパー
２７．０ △２８．２ ９．０ ５．９７ 硅質頁岩 ５ Ａ ７ １２ SS７８ Ｋ

９４
エンドスク

レイパー
３１．５ △２１．１ ６．９ １１．６４ 硅質頁岩 ４ A３ ７ ４５７ Ｋ

９５
スクレイ

パー
１００．５ ５４．５ １５．０ ８８．６９

無斑晶質安

山岩
４ Ａ ７ ２２７ ２６８ Ｍ

９６
エンドスク

レイパー
４６．５ ２１．２ １０．８ １７．７５ 赤色硅質岩 ５ Ａ ７ １ SS８２ ２１８ Ｋ

９７ 石篦 ５１．０ ３６．０ １６．０ ２７．１１ 脈石英 ４ Ａ ７ ２５７ Ｋ

９８ 石篦 ３２．０ ３０．７ ８．７ ８．９１
無斑晶質安

山岩
下半 ４ A３ ７ ２０２ ２５８ Ｋ

９９ 石篦 ４４．２ ３４．３ ８．７ １１．５８
サヌカイ

ト？
刃 ４ A３ ７

�―Ｐ・

４９
２６０ Ｋ

１００ 石篦 ３６．０ ３５．９ ８．７ ９．６７
無斑晶質安

山岩
上半 ４ A３ ７ １８ １８５ Ｋ

１０１ 石篦 ５１．５ ３５．３ １１．７ １６．８８
無斑晶質安

山岩
刃 ４ A４ ７ SS２４２ ２３０ Ｋ

１０２ 石篦 △６６．０ ４０．２ １３．２ ３４．４１
無斑晶質安

山岩
基 ４ Ａ ７ １７６ ２１７ Ｋ

第 3部 出土遺物
第 2章 石器
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１０３ 石篦 ５１．７ ３６．２ ８．６ １６．６１
無斑晶質安

山岩
刃 ４ A１ ７ １７２ SS２５９ ２１９ Ｋ

１０４ 石篦 ５０．３ ３４．１ １０．５ １８．６０
無斑晶質安

山岩
刃 ４ A３ ７ １７３ SS２４９ ２２４ Ｋ

１０５ 石篦 △３５．０ ４２．０ ９．０ １４．８８
無斑晶質安

山岩
上半 ４ A１ ７

裏面ハジ

ケ
１４７ SS１１ ２６４ Ｋ

１０６ 石篦未成品 ７０．７ ４２．２ １６．５ ３８．２２
無斑晶質安

山岩
４ A３ ７ SS２４６ ２６２ Ｋ

１０７ 石篦未成品 ６３．０ ４２．８ １９．７ ４０．３２ 硅質頁岩 ４ A３ ７ １９３ SS２５０ １８０ Ｋ

１０８ 剥片 △４２．８ △６０．５ ９．０ １９．８５
金山？サヌ

カイト
５ Ａ ７ ３ SS６７ Ｋ

１０９
加工痕ある

石器
８５．３ ３６．０ １５．３ ３２．１８ 赤色硅質岩 ４ Ａ ７ ４５８ Ｋ

１１０
加工痕ある

石器
８１．８ ５５．５ １４．０ ９３．３０

無斑晶質安

山岩
５ Ａ ７ １５ SS６９ ２６３ Ｋ

１１１ 礫器 １０１．６ １０８．０ ３４．０ 輝緑岩 ５ Ａ ７ １０ SS９３ Ｋ

１１２ 敲石 ５６．０ ５８．４ ３４．０ 細粒砂岩？ ５ Ａ ７ １８ SS８３ Ｋ

１１３ 敲石 ４２．２ ２８．０ ２１．８ 細粒砂岩？ ５ Ａ ７ １９ Ｋ

１１４ 敲石 ７３．０ ４０．０ ２０．４ １１５．２３ 細粒砂岩 ４ A１ ７ １３２ Ｋ

１１５ 石核 ３１．０ △３３．６ １２．０ ９．４９ 硅質岩 ５ Ａ ７ S７２ Ｋ

１１６ 石核 ３３．０ ７０．４ ２１．８ ４５．５４ 赤色硅質岩 ４ Ａ ７ ４５９ Ｋ

１１７ 石鏃 ３８．３ △１６．０ ２３．０ ４．０ １．３７
金山？サヌ

カイト
左 ５ Ａ ８c SS８１ ２ Ｋ

１１８ 石鏃 １６．２ １４．２ ４．０ ０．４８ 赤色硅質岩 ２ B２ １ ２１５ Ｋ

１１９ 石鏃 １６．０ △１５．０ １９．１ ３．０ ０．４９ 赤色硅質岩 左 ２ B２ １ ２１１ Ｋ

１２０ 石鏃 １８．５ １５．０ ２．５ ０．６３
金山？サヌ

カイト
２ B２ １ 未成品か ２１０ Ｋ

１２１ 石鏃 １８．０ １９．０ ４．０ ０．６９ 赤色硅質岩 ２ B２ １ ２１３ Ｋ

１２２ 石鏃 １８．０ １７．５ ４．５ ０．７５ 硅質頁岩 ２ B２ １ ２１４ Ｋ

１２３ 石鏃 ２３．５ △１５．９ １７．０ ５．５ １．３０ 赤色硅質岩 左 ２
B１

トレ
２ SS２０８ Ｋ

１２４ 石鏃 ２７．８ △１８．０ ２１．０ ５．２ １．４４ サヌカイト 左 ２ B２ １ ２１２ Ｋ

１２５ 石鏃 ２６．０ ２５．０ ６．８ ２．７７ 赤色硅質岩 ２
B１

トレ
１ 未成品か SS２０６ Ｋ

１２６ 石鏃 １２．４ １６．５ ３．８ ０．５３ 赤色硅質岩 ２
B１

トレ
２ SS２０７ Ｋ

１２７ 石鏃 １９．９ △１４．２ １８．９ ３．５ ０．４５ 流紋岩 左 ２
B１

トレ
２ SS２０５ Ｋ

１２８ 石鏃 １７．５ １６．９ ３．９ ０．７２ 赤色硅質岩 ２
B１

トレ
２ SS２０４ Ｋ

１２９ 有茎尖頭器 ３０．０ ２４．０ ５．０ ３．２３
緑色チャー

ト
２

B１

トレ
２

再加工・

混入
Ｋ

１３０ 石鏃 １５．２ △１４．５ １５．５ ４．０ ０．４９ 赤色硅質岩 左 ２
B１

トレ
２ SS２０３ ４１ Ｋ

１３１ 石鏃 １９．９ １６．１ ３．７ ０．６７
無斑晶質安

山岩
２ Ｂ ４ SS１２９ Ｋ

１３２ 石鏃未成品 ２７．０ ２３．０ ５．４ ３．０２ 赤色硅質岩 ２ Ｂ ４ SS１２８ Ｋ

１３３ 石鏃 ２３．０ １２．８ ５．０ １．０１
無斑晶質安

山岩
右逆刺 ２

B３

トレ
６ Ｋ

１３４ 石錘 ５４．０ ４０．２ ５．０ ３５．４１ 緑色片岩 ２
B１

トレ
４ 短軸抉り ２０２ ３０４ Ｋ

１３５ 石篦 ６０．２ ４５．５ ８．１ ３０．８４ 頁岩 ４ Ｂ ６ ４０７ Ｋ

１３６ 石鏃 ２２．５ １５．５ ３．５ ０．９５ チャート ４ Ｂ ８ SS１２２ ３ Ｋ

１３７ 石鏃 ３９．７ △１７．５ ２３．０ ３．９ ２．０４ チャート ４ Ｂ ８ 長脚鏃 ４３８ Ｋ

１３８
尖頭器未成

品
△３９．８ ３０．１ １１．０ １０．５８

チャート～

硅質頁岩
４ Ｂ ８ ３９５ Ｋ
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）

幅

（mm）

推定幅

（mm）

厚さ

（mm）

重 量

（g）
石 材 欠

調査

次

出土

区
層位 備 考 注記 整理№

写真

№
所蔵

１３９ 石篦 △５４．０ ４３．９ １２．０ ３６．１８ 頁岩 基 ４ Ｂ ８ ４３６ Ｋ

１４０ 石篦未成品 ９２．４ ６４．７ ２３．８ １３１．８８
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ８ SS１３１ ２０３ Ｋ

１４１ 石鏃 １７．７ １８．３ ５．２ １．３０ 輝石安山岩 ４ Ｂ ９ SS９０ １ Ｋ

１４２ 有茎尖頭器 ２６．０ ２０．０ ４．０ １．６０
金山？サヌ

カイト
基 ４ Ｂ ９ SS２６９ Ｋ

１４３ 有茎尖頭器 △３０．０ １９．０ ５．３ ２．０２
無斑晶ガラ

ス質安山岩
基 ４ Ｂ ９

サヌカイ

ト外来か
SS３６ １２６ Ｋ

１４４ 有茎尖頭器 △４４．９ ４９．９ ２２．３ ７．３ ５．５４ 赤色硅質岩 ４ BC ９

考古学

ジャーナ

ル

Ａ―

１１４―５
８３ Ｒ

１４５ 有茎尖頭器 △２８．１ ４３．０ ２３．８ ９．０ ４．５０ 赤色硅質岩 尖 ４ Ｂ ９ １１６ Ｋ

１４６ 有茎尖頭器 ３３．０ △１９．２ ２３．０ ４．１ ２．７７
金山？サヌ

カイト
逆刺 ４ Ｂ ９ W４１ ９０ Ｋ

１４７ 有茎尖頭器 △２７．０ ３７．０ △１８．５ ２２．７ ４．０ １．６８ 赤色硅質岩 基 ４ Ｂ ９b SS４２ Ｋ

１４８ 有茎尖頭器 △３０．０ △２９．０ ５．２ ４．６２ 赤色硅質岩 尖 ４ Ｂ ９b SS４３ １２５ Ｋ

１４９ 有茎尖頭器 △３４．４８ ３６．８ ２９．７ ６．５ ５．２２ 赤色硅質岩 尖 ４ Ｂ ９ W５４ １３９ Ｋ

１５０
有茎尖頭器

未成品
△３２．０ ３５．５ ８．９ ９．６２ 赤色硅質岩 尖 ４ Ｂ ９ 未成品か SS５ ２１２ Ｋ

１５１
有茎尖頭器

未成品
５２．０ ２９．３ １０．３ １１．７３

無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ SS２６８ ２１０ Ｋ

１５２ 有茎尖頭器 △６６．１ ２０．９ ６．１ ７．８１ サヌカイト 基 ４ Ｂ ９ ９１ １５４ Ｋ

１５３ 有茎尖頭器 ８３．５ ２９．２ １１．２ ２２．９２
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ８２

W１６・

２２３
１５１ Ｍ

１５４
有茎尖頭

器？
３２．０ △２３．５ ８．９ ４．８１ 赤色硅質岩 基 ４ Ｂ ９ ８７ ４４２ Ｋ

１５５
有茎尖頭器

未成品
５５．２ ２７．０ ９．０ ６．８５ 赤色硅質岩 ４ Ｂ ９ W４２ ９１ Ｋ

１５６
有茎尖頭器

未成品
６３．０ ３７．０ １０．０ １６．５４ ４ Ｂ ９

鈴木道之

助抽出
１７７ Ｋ

１５７
有茎尖頭器

原形
５６．６ ３８．６ ７．８ １９．９６ 赤色硅質岩 ４ Ｂ ９ SS２７４ ２０７ Ｋ

１５８ 有茎尖頭器 ４４．０ △２２．５ ５．８ ５．６８ 赤色硅質岩 左逆刺 ４ Ｂ ９ ４２０ Ｋ

１５９
有茎尖頭器

未成品
△５５．７ ４０．９ １１．０ ２４．４５

無斑晶質安

山岩
基 ４ Ｂ ９ ７０ W４９ １３４ Ｋ

１６０
有茎尖頭器

未成品
８７．５ ４４．１ １５．０ ４１．６９

無斑晶質安

山岩
５ Ｂ １０ ７３ W５０ １３５ Ｋ

１６１
有茎尖頭器

未成品
３６．５ ２４．２ ７．１ ５．３８

無斑晶質安

山岩
基 ４ Ｂ ９ SS２６５ ２０５ Ｋ

１６２
有茎尖頭器

未成品
△４７．１ ５１．０ ３７．５ ７．８ １２．２０ スレート ２

B１

トレ
９ 褐色土 １０５ Ｋ

１６３ 石篦 △３９．０ ３９．０ １２．０ １９．７７ 頁岩 基 ４ Ｂ ９ ４４４ Ｋ

１６４ 石篦 △４６．５ △５７．０ １４．５ ４．４２ 頁岩 刃 ４ Ｂ ９ ４３９ Ｋ

１６５ 剥片 ９７．３ １３．８ ９．０ １４．１５ 赤色硅質岩 ４ Ｂ ９b 縦長剥片 ３１２ Ｋ

１６６
スクレイ

パー
９７．５ ７０．２ ２４．５ １５６．６２

無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ４２７ Ｋ

１６７ 石篦 ８９．７ ５７．５ １５．８ ７５．０４ 頁岩 ４ Ｂ ６下部 ４３４ Ｋ

１６８ 石篦 ６２．０ ４０．３ １２．８ ３１．１０
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ７２ ３９６ Ｋ

１６９ 石篦 △３３ ３９．５ １１．３ ９．５３ 硅質頁岩 刃 ４ Ｂ ９ ４４０ Ｋ

１７０ 石篦 ４６．８ ３３．０ １３．２ １５．７５
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ４２１ Ｋ

１７１ 石篦未成品 ９０．２ ５６．７ １８．０ ７４．６８
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ６０ ４２３ Ｋ

１７２ 石篦 ６３．３ ４０．３ ９．９ ３４．９０ 頁岩 ４ Ｂ ９ ７８ ４２５ Ｋ

１７３ 石篦未成品 １０５．０ ６２．０ ２４．８ １５４．１４ 赤色硅質岩 ４ Ｂ ９ ４４６ Ｋ

１７４ 石篦未成品 ９１．５ ５７．４ ２６．２ １３４．２０ 赤色硅質岩 ４ Ｂ ９ ３９９ Ｋ

第 3部 出土遺物
第 2章 石器
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図№ 器 種
長 さ

（mm）
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区
層位 備 考 注記 整理№
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№
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１７５
スクレイ

パー
４２．５ １８．３ ７．５ ５．６１ 赤色硅質岩 右半 ４ Ｂ ９ ４２４ Ｋ

１７６ 石篦未成品 １００．０ ４０．２ ２６．３ ６５．８４ 頁岩 ４ Ｂ ９ ４４５ Ｋ

１７７
スクレイ

パー
５２．５ ２４．０ ７．２ ５．６３ 赤色硅質岩 左半 ４ Ｂ ９ ４２９ Ｋ

１７８
エンドスク

レイパー
５３．０ ３０．２ ２９．７ １３．２６

金山？サヌ

カイト
４ Ｂ ９ ３１１ Ｋ

１７９
スクレイ

パー
３６．０ ３２．０ １５．８ ２１．２５

金山？サヌ

カイト
４ Ｂ ９ ４０１ Ｋ

１８０ 石錐 ３９．０ ２８．０ ７．３ ６．０３
金山？サヌ

カイト
４ Ｂ ９ ４１９ Ｋ

１８１ 石篦 ７３．０ ４７．７ ２９．２ ４ Ｂ ９ Ｒ

１８２ 石篦 △５２．０ ４０．８ ９．２ １９．２８
無斑晶質安

山岩
刃 ２

B１

トレ
９

黄褐色土

粘土
１０９ Ｋ

１８３ 石篦未成品 ６６．２ ４５．０ ２９．８ ５４．１５ サヌカイト ４ Ｂ ９ １１２ SS１３２ ３０８ Ｋ

１８４ 石篦未成品 ６９．０ ４９．５ ２０．０ ４８．９１
無斑晶質安

山岩
２

B１

トレ
９

黄褐色土

粘土
１５９ Ｋ

１８５ 石篦 △６６．０ ４６．５ １２．３ ４４．３５
無斑晶質安

山岩
基 ４ Ｂ ９ ６４ SS６ ２０８ Ｋ

１８６ 石斧 １３３．５ ６０．１ ２８．５ １８９．６７
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９

Ａ―

１１４―８
Ｒ

１８７ 石篦 △４０．８ ４０．０ ７．６ ８．６５ 秩父帯頁岩 基 ４ Ｂ ９ ５８ SS２６６ １８９ Ｋ

１８８ 石篦 △４５．０ ４３．９ ９．３ １７．４６
無斑晶質安

山岩
基 ４ Ｂ ９ ８８ SS２６７ ２１１ Ｋ

１８９ 石篦 ７０．２ ４５．４ １２．８ ３３．４９
無斑晶質安

山岩
基 ４ Ｂ ９ SS２７０ ２０１ Ｋ

１９０ 石篦 ５７．４ ４５．５ １８．６ ４３．５０
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ８５ SS２６４ ２０９ Ｋ

１９１ 石篦 ５９．２ ３１．５ １０．４ １８．９６
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ８２ W１４ ２６９ Ｋ

１９２ 石篦 △３１．７ ３０．５ １０．６ １３．２６
サヌカイト

（外来）
基 ４ Ｂ ９d SS４１ ２１３ Ｋ

１９３ 石篦 △４９．５ ４４．０ ９．０ ２１．２６ 輝石安山岩 基 ４ Ｂ ９ ５０ SS４ ２１４ Ｋ

１９４ 石篦 △４２．０ ４２．６ １３．５ ２４．９５
無斑晶質安

山岩
基 ４ Ｂ ９ ４７ SS２６２ ２０６ Ｋ

１９５ 石篦 △７３．５ ４２．３ １６．７ ５２．４５ 頁岩 基 ４ Ｂ ９
受熱によ

るハジケ
３３ SS２７２ ２０２ Ｋ

１９６ 石篦 ８１．０ ３３．３ １６．５ ３８．８５ サヌカイト 刃 ４ Ｂ ９ ６８ １８８ Ｋ

１９７ 石篦 ８８．０ ３３．９ １３．０ ３５．００
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９

Ａ―

１１４―９
Ｒ

１９８ 石篦未成品 ８４．０ ６４．５ ２１．０ ７４．４６ 緑色岩 ４ Ｂ ９ ３１ SS２７１ ２０４ Ｋ

１９９ 石篦未成品 ９６．０ ６１．０ １９．５ １１２．２２
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ １３２ W２０ ２６６ Ｋ

２００
石篦未成品

か
７８．８ ４１．４ １６．５ ８７．４７ 赤色硅質岩 ４ Ｂ ９ 攪乱か ２０ １５８ Ｋ

２０１
スクレイ

パー
３７．５ ３４．５ ６．８ ９．０４

無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ ３０ SS１６３ Ｋ

２０２ 有溝砥石 ７７．４ ３０．９ ２１．０ 砂岩 ４ Ｂ ９ ２９０ Ｒ

２０３ 石核 １４７．１ １１４．０ ３２．１
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ SS９２ Ｋ

２０４ 敲石 ８２．６ ６１．０ ３４．５ ２３４．４９ 輝石安山岩 ４ Ｂ ９ ３７ ４１７ Ｋ

２０５ 敲石 ９２．５ ６８．５ ５２．０ ４１０．００ 輝石安山岩 ４ Ｂ ９ ４５ ４２６ Ｋ

２０６ 石核 ６６．０ ８２．５ ２７．３ １６３．９８
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ ９ SS１８９ ３０７ Ｋ

２０７ 石核 １２２．７ ５８．５ ５２．５ ２０１．０７ 頁岩 ４ Ｂ ９ ９７ ４１８ Ｋ

２０８ 台石 １９６．０ １９４．５ ６８．５ ４０００．００ デイサイト ４ Ｂ
１０ 上

面
打痕凹部

６９０８１１，

No．１３３
W８５ Ｍ
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）
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石 材 欠
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区
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№
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２０９ 剥片 ５３．０ １９．５ ７．５ ４．１９
無斑晶質安

山岩
４ Ｂ １１ 旧石器？ ３１０ Ｋ

２１０ 剥片 ７９．５ ４９．５ １６．５ ６９．７９ 輝石安山岩 ４ Ｂ １１ 旧石器？ １２４ ３０９ Ｋ

２１１ 石鏃 △１３．９ ２１．０ △１９．９ ２０．０ ３．０ ０．５８
金山？サヌ

カイト
２

C１

トレ
？ SS１１１ ７１ Ｋ

２１２ 石鏃 △２１．０ ２５．０ △１７．５ ２３．０ ３．９ １．２６ チャート ２
C１

トレ
？ SS１１２ ３５ Ｋ

２１３ 石鏃 １３．１ １０．１ ３．２ ０．３４ 赤色硅質岩 ２
C１

トレ
２ SS１１７ Ｋ

２１４ 石鏃 △１６．０ １７．０ △１７．４ １８．０ ３．０ ０．６０ 赤色硅質岩 ２
C４

トレ
４ SS８７ ４２ Ｋ

２１５ 石鏃 △１７．０ １６．０ １３．２ ２．８ ０．４８ 凝灰岩 ２
C４

トレ
４ SS８９ ６２ Ｋ

２１６ 石鏃 １５．９ １３．４ ４．４ ０．６７ 硅質頁岩 ２
C４

トレ
４ SS８６ ４３ Ｋ

２１７ 石鏃 ２１．０ △１６．５ １７．０ ３．０ ０．７４ 硅質頁岩 右逆刺 ２
C４

トレ
４ SS８８ ６６ Ｋ

２１８ 石鏃 ２１．１ △２１．５ ２３．０ ３．６ １．９９ 赤色硅質岩 左逆刺 ２
C４

トレ
４ SS８５ ４４ Ｋ

２１９ 石鏃 ３０．９ １８．５ ３．０ １．２８
金山？サヌ

カイト
２

C４

トレ
４ SS８４ ６５ Ｋ

２２０
スクレイ

パー
４１．４ ７１．８ ９．０ ２８．３３

金山？サヌ

カイト
２

C４

トレ
４ W８９ ２５３ Ｋ

２２１ 石錘 ６９．６ ４８．３ ９．９ ６４．３７ 緑色片岩 ３ Ｃ ４ SS４０ ３２１ Ｋ

２２２ 楔形石器 ７５．０ ６０．３ ２７．６ １３７．９０
金山？サヌ

カイト
３ Ｃ ４ 受熱 ３８９ Ｋ

２２３ 石鏃 ２６．１ １６．０ ３．４ ０．９５ 赤色硅質岩 ３ Ｃ拡 ６ SS１６２ ６ Ｋ

２２４ 石鏃未成品 ２４．９ １５．１ ６．０ １．６０ サヌカイト ３ Ｃ ６ SS１２５ ７ Ｋ

２２５
楔形石器破

損？
５１．９ １４．７ ８．４ ５．７３ 赤色硅質岩 ２

１

トレ
６ SS２３０ Ｋ

２２６ 敲石 ３８．２ ３９．２ ２４．８ ５２．５７ 脈石英 ３ Ｃ ６上部
引掻きキ

ズ
SS１０２ Ｋ

２２７ 石篦未成品 ３８．２ ４０．０ ２４．８ １４９．９３
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ６ SS１６１ ３０５ Ｋ

２２８ 石篦未成品 ９３．０ ５８．５ ２５．５ １１５．５４
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ６

３―Ｃ―

３５４０
４９１ Ｋ

２２９ 石篦未成品 ８７．３ ４５．９ ２２．８ ８０．７７ 頁岩 ３ Ｃ ６
３―Ｃ―

３５８０
４９３ Ｋ

２３０
スクレイ

パー
７９．５ ７２．６ ２２．５ １３２．８８

無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ６ ４９２ Ｋ

２３１
スクレイ

パー
２８．８ ５０．４ ８．８ ９．６６

金山？サヌ

カイト
２

C４

トレ
６ SS１１９ １９６ Ｋ

２３２ 石篦未成品 ８１．６ ７６．８ １９．５ １１９．５９ 頁岩 ３ Ｃ ６
３―Ｃ―

３５７８
４９０ Ｋ

２３３ 凹石・敲石 △２６３．６ ６８．０ ４２．０ ４７０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６ １１０ Ｋ

２３４ 凹石 １３０．０ ６０．４ ２０．０ ２４０．２１ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６ １９４ ２９６ Ｋ

２３５ 凹石・磨石 １１７．６ ７１．２ ２８．０ ３８２．００ 緑色岩 ３ Ｃ拡 ６ １９５ ２９９ Ｋ

２３６ 凹石・敲石 １５４．０ ７０．４ ２０．０ ３９０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ ６ ４８２ Ｋ

２３７ 凹石 １２６．６ ４８．０ ２１．６ ２１０．４８ 緑色片岩 ３ Ｃ ６ ４８６ Ｋ

２３８ 凹石 １６１．０ ５５．０ ４１．０ ６６０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６
楔状の凹

部
SS１０６ Ｋ

２３９ 台石・敲石 １８０．０ ５８．２ ２６．４ ４９０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ ６
裏面押圧

痕
４８０ Ｋ

２４０ 凹石・磨石 １０９．８ ７６．０ ３６．２ ５３１．００ 緑色岩 ３ Ｃ拡 ６
楔状凹部，

摩滅
１９３ ２９７ Ｋ

２４１
凹石 ・ 磨

石・敲石
１２１．６ ８８．０ ４２．０ ６６０．００ 緑色岩 ３ Ｃ拡 ６

円錐状凹

部，摩滅
１９６ ２９３ Ｋ
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２４２ 凹石・磨石 １２１．６ ８４．０ ４４．０ ７７４．００ 緑色岩 ３ Ｃ ６上部
円錐状凹

部，摩滅
２９５ Ｋ

２４３ 台石・敲石 １２６．０ ７８．０ ４５．０ ７００．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６
凹部未形

成
Ｋ

２４４ 凹石・敲石 １３６．０ １０４．０ ６０．２ １１２０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６
楔状の凹

部
１０８ Ｋ

２４５ 凹石・敲石 １５２．０ ６０．６ ４２．０ ６２２．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６ １０５ Ｋ

２４６
凹石 ・ 磨

石・敲石
１７６．４ ７０．０ １６．０ ３５０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６

円錐状凹

部，摩滅
Ｋ

２４７ 敲石 １３８．２ ５７．８ ３２．０ ３３１．００ 硬質砂岩 ３ Ｃ拡 ６ SS１１１ Ｋ

２４８ 凹石 １４２．０ ６４．２ ２５．８ ４５５．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６
楔・円錐

状凹部
１９７ Ｋ

２４９ 凹石 １７２．８ ５２．２ ３２．２ ３５０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６
円錐状凹

部
１０１ Ｋ

２５０ 台石 １２９．８ ４６．４ ２１．４ ２５６．２９ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６ Ｋ

２５１ 凹石 △１０８．８ ４５．０ ２０．２ １９８．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６
円錐状凹

部
１９８ ２９８ Ｋ

２５２
台石 ・ 敲

石・磨石
１５５．８ △９１．０ ９４．０ ４１．０ １０００．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６ Ｋ

２５３ 敲石 ９０．０ ６２．５ ３５．０ ２４０．２５ 緑色片岩 ３ Ｃ ６ ４８７ Ｋ

２５４ 敲石 １１６．０ ５１．０ ２０．０ １５２．８５ 緑色片岩 ３ Ｃ ６ ４８９ Ｋ

２５５ 敲石 １１２．０ ４９．０ ２１．０ １４９．３０ 緑色片岩 ３ Ｃ ６ ３５２ Ｋ

２５６ 敲石 １７９．０ ８６．５ ２４５．０ ６１６．４０ 緑色片岩 ３ Ｃ ６ ４７９ Ｋ

２５７ 敲石 １５２．０ ５６．５ ２９．５ ３５０．００ 緑色片岩 ３ Ｃ拡 ６ １０２ Ｋ

２５８ 敲石・台石 １１１．５ ６２．５ ３０．５ ３２７．１９ 緑色岩 ３ Ｃ ６ ４８８ Ｋ

２５９ 敲石・台石 ９０．５ ８１．０ ３２．０ ３７１．７６ 輝石安山岩 ３ Ｃ ６ ４８４ Ｋ

２６０ 敲石・台石 ８３．０ ７４．０ ３３．０ ２５０．０５ 輝石安山岩 ３ Ｃ ６ ４８５ Ｋ

２６１ 敲石・礫器 ９２．０ １１０．０ ３６．４ ４３０．００ 頁岩 ３ Ｃ ６上部 ３５５ Ｋ

２６２ 凹石・磨石 １００．２ ８０．９ ３９．０ ６１１．８７ 輝石安山岩 ３ Ｃ拡 ６ 浅い凹部 ３２３ Ｋ

２６３ 砥石 １２０．０ ７３．０ ３７．５ ５５８．８６ 輝石安山岩 ３ Ｃ ６
両面研ぎ

痕
４８３ Ｋ

２６４ 有茎尖頭器 △３９．５ ４２．０ ２３．４ ５．６ ３．９６ 硅質頁岩 ２
C４

トレ
９ SS９ １４８ Ｋ

２６５ 有茎尖頭器 △４７．６ ４９．３ △２６．０ ２６．４ ７．４ ７．４３ チャート 右逆刺 ２
C４

トレ
９ SS１０ １４７ Ｋ

２６６ 有茎尖頭器 ３８．１ １７．０ ５．８ ３．５６
サヌカイト

（外）
基 ２

C４

トレ
９ SS８ １４９ Ｋ

２６７
有茎尖頭器

未成品
５４．０ ２９．０ ８．０ １９．２１ 頁岩？ ２ Ｃ ９

中央横断

状赤化

�―

Ｐ・３０

Ａ―

１１４―１１
Ｒ

２６８ 有茎尖頭器 ２９．４ ２０．０ ３．５ チャート ２
C４

トレ
９ W６ ９９ Ｍ

２６９ 有茎尖頭器 ２６．２ １４．０ ３．０ １．０７ 赤色硅質岩 ２
C４

トレ
９

�―

Ｙ・６
W７ ９６ Ｍ

２７０ 有茎尖頭器 ３９．２ ２４．８ ５．７ ４．１０ チャート ２
C４

トレ
９

Ａ―

１１４―４
８６ Ｒ

２７１
有茎尖頭器

未成品
６４．５ ３０．５ １０．５ １７．１１ 赤色硅質岩 ２

C４

トレ
９ ２４８ Ｋ

２７２
石鏃未成

品？
３４．２ ２４．６ ９．０ ６．５７ チャート ２

C４

トレ
９ １９５ Ｋ

２７３ 有茎尖頭器 ３７．０ △３９．１ ２３．０ ５．２ ３．８８ 硅質頁岩 茎 ２
C１

トレ
９

�―

Ｙ・０７
W４４ ９３ Ｋ

２７４ 有茎尖頭器 △２６．５ ３６．０ △１６．０ １８．０ ３．９ １．２６ チャート 基 ２
C１

トレ
９ SS１１８ １７９ Ｋ

２７５
有茎尖頭器

未成品
４３．０ ３５．０ １１．５ １６．７０ チャート ２

C１

トレ
９

�―

Ｐ・１１
３３９ Ｋ

２７６
有茎尖頭器

未成品
５９．２ ２９．６ １１．２ ３２．６９

無斑晶質安

山岩
２

C１

トレ
９ SS２ ２４９ Ｋ
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２７７ 石篦？ ４８．０ ２９．５ ８．１ １１．０１
無斑晶質安

山岩
２

C４

トレ
９

�―

Ｐ・１４
SS１ １９９ Ｋ

２７８ 石篦 ７０．０ ４２．０ １５．０ ５２．５１ 赤色硅質岩 ２
C１

トレ
９ ３４１ Ｋ

２７９ 石篦 ５８．１ ４４．７ １３．７ ３０．５６
無斑晶質安

山岩
刃 ２

C１

トレ
９

�―

Ｐ・０５
SS２００ ２４７ Ｋ

２８０ 石篦 ４２．０ ４１．０ １０．０ １４．０７ チャート 刃 ２
C１

トレ
９ ３４０ ２５６ Ｋ

２８１ 石篦 ５０．８ ４１．０ ９．７ １９．６９
無斑晶質安

山岩
基 ２

C１

トレ
９ SS２０１ ２３４ Ｋ

２８２ 石篦未成品 ６０．０ ３４．０ ７．０
サヌカイ

ト？
２

C４

トレ
９ W９０ ２５４ Ｋ

２８３ 石篦 ２７．９ ２０．５ ７．５ １３．００
無斑晶質安

山岩
刃 ２

C４

トレ
９ １９１ Ｋ

２８４
スクレイ

パー
３６．９ ２１．０ ９．４ ２０．５８ 赤色硅質岩 左半 ２

C４

トレ
９ ２００ Ｋ

２８５ 石斧 △６７．８ ７５．０ ５４．０ ２４．０ ７４．７１ サヌカイト 基 ２
C４

トレ
９ W９１ Ｋ

２８６ 有茎尖頭器 △３０．１ ４０．１ ２３．２ ３．８ ２．６２ 赤色硅質岩 尖 ４ Ｃ ９攪乱

�―

YC ・

０１

１１１ Ｋ

２８７ 有茎尖頭器 △２８．２ ３３．０ △２５．２ ２５．８ ３．０ ２．４８ チャート 尖・茎 ４ Ｃ ７ １２ Ｋ

２８８ 有茎尖頭器 △３０．９９ ３１．９ ２１．６ ４．０ ２．１２ 赤色硅質岩 茎僅に ４ Ｃ ７ １１４ Ｋ

２８９
有茎尖頭器

未成品
４９．９ ３１．１ ７．２ １０．９０ 赤色硅質岩 ４ Ｃ ７ １０６ Ｋ

２９０ 有茎尖頭器 ４４．５ ２４．８ ６．９ ７．０７ チャート ４ Ｂ ９
Ａ―

１１４―３
８４ Ｒ

２９１ 有茎尖頭器 △５３．５ ６２．０ △２２．０ ２３．０ ５．０ ５．０２ 基 ３ Ｃ拡 ９
�―

Ｙ・１０
W８８ ２５２ Ｋ

２９２ 石槍未成品 ４９．６ ２３．０ ３．１ ４．２８ 赤色硅質岩 ３ Ｃ ９� 斜行剥離 ３５７ Ｋ

２９３ 石槍 ５５．３ １５．５ ４．３ ３．７２
ガラス質安

山岩
３ Ｃ ９�

サヌカイ

ト？
SS３ １６２ Ｋ

２９４ 石槍未成品 ５２．０ ２７．５ １４．０ ２４．５２ 輝石安山岩
尖端・

茎
３ Ｃ ９� ３５９ Ｋ

２９５ 石篦 ５１．５ ４０．０ １０．０ ２２．０３
無斑晶質安

山岩
右辺 ３ Ｃ ９� ３５８ Ｋ

２９６ 石核 １２４．２ ９３．８ ５７．０ ７１０．００
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９� １１―３０９３７４ Ｋ

２９７ 砥石・礫器 １９２．０ １５５．０ ４０．０ １９０１．９７ 緑色片岩 ３ Ｃ ９�
表裏線条

痕多数
１４―３２５３８３ Ｋ

２９８ 石核 ６３．２ １０６．０ ４１．０ ３３０．００ 赤色硅質岩 ３ Ｃ ９′ ３２２ Ｋ

２９９ 石核 ８３．８ ９７．２ ３４．２ ３６０．００
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９′ ３２１ Ｋ

３００ 有茎尖頭器 ３０．８ ２３．２ ５．８ 赤色硅質岩 基 ３ Ｃ拡 ９� 尖端再生 W９ ９８ Ｍ

３０１ 有茎尖頭器 ３１．２ ２３．７ ４．３ ２．２７ 赤色硅質岩 ３ Ｃ ９� SS３０ １３１ Ｋ

３０２ 有茎尖頭器 ３５．０ △２３．８ ２５．４ ４．４ 赤色硅質岩 右逆刺 ３ Ｃ拡 ９� W８ ９７ Ｍ

３０３ 有茎尖頭器 △２０．０ ３５．０ ２３．９ ４．６ １．８８
赤色硅質岩

（赤玉）
上半 ３ Ｃ拡 ９�

�―

Ｙ・５
SS１６ １２２ Ｋ

３０４ 有茎尖頭器 △４２．４３ ４３．１ △２１．５ ２２．０ ４．５ ３．５５
緻密質安山

岩
左逆刺 ３ Ｃ ９� 斜行剥離 ３２―３２８ SS３２ １３０ Ｋ

３０５ 有茎尖頭器 △１７．６ ３８．０ ２４．７ ４．１ １．８６ 赤色硅質岩 上半 ３ Ｃ ９� SS１８９ １２４ Ｋ

３０６ 有茎尖頭器 △５８．２ ６４．１ △２４．２ ２４．８ ４．１ ４．７６ 硬質砂岩
尖・右

逆刺
３ Ｃ ９� 斜行剥離 ２２―３１４ W４５ ９４ Ｋ

３０７ 有茎尖頭器 △３７．２ ５５．０ △２５．０ ２６．０ ４．９ ３．７８ サヌカイト 下半 ３ Ｃ ９� ２４―３２９ Ｋ

３０８ 有茎尖頭器 ２５．７ ２１．９ ５．７ ３．１５ 赤色硅質岩
上部・

下部
３ Ｃ ９� 斜行剥離 ３０―３２５ SS１６４ １６５ Ｋ

３０９
有茎尖頭器

未成品
４１．１ ３１．９ ４．１ ５．０１

サヌカイト

（外）
３ Ｃ ９� ３２―３２８ SS３１ １２９ Ｋ

第 3部 出土遺物
第 2章 石器
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）

幅
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推定幅

（mm）
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重 量

（g）
石 材 欠

調査

次

出土

区
層位 備 考 注記 整理№

写真

№
所蔵

３１０
有茎尖頭器

未成品
△３６．８ ２９．９ ５．４ ６．１２ 硅質頁岩 尖 ３ Ｃ拡 ９�

１１―３６１，

�―

Ｙ・８

SS１５ １２３ Ｋ

３１１
有茎尖頭器

未成品
△６１．２ ６４．０ △３０．１ ３２．０ ８．９ １１．７１

チャート～

硅質頁岩
基 ３ Ｃ ９� 斜行剥離 ２１―３１２３３４ Ｋ

３１２
有茎尖頭器

未成品
３８．８ ２８．９ ８．６ ９．０６

チャート～

硅質頁岩
３ Ｃ ９�

３―Ｃ―

５４１５
４５４ Ｋ

３１３
有茎尖頭器

未成品
３９．３ ３８．８ ８．４ １４．７８

無斑晶質安

山岩
上半 ３ Ｃ ９� ３２ SS１６８ １６９ Ｋ

３１４
有茎尖頭器

未成品
４０．６ ２５．２ ８．０ ７．７０ 赤色硅質岩 ３ Ｃ ９� SS１７ １６４ Ｋ

３１５ 石槍 △４１．１ ４３．０ １９．０ ６．６ ５．５８
金山？サヌ

カイト

尖端・

基端新
３ Ｃ ９� ２９―３２４ W５６ １５７ Ｋ

３１６ 石篦 ３２．１ ２９．４ １０．０ ８．７２ チャート ３ Ｃ拡 ９� 上端礫面 １３―３９３ １２７ Ｋ

３１７ 石篦 ５７．６ ２５．５ ９．０ １２．６５
金山？サヌ

カイト
３ Ｃ ９�

�―

Ｐ・１１

Ａ―

１１４―２
Ｒ

３１８ 石篦 ５４．２ ３７．１ ９．８ １６．９２
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９� ３６―３３１ SS１６５ ２３５ Ｋ

３１９ 石篦 △４５．０ ４１．４ ６．８ １１．１８
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９� ２２―３１４ W４６ ９５ Ｋ

３２０ 石篦 ２３．５ ３８．１ ８．７ ９．４９ 赤色硅質岩 上半 ３ Ｃ ９� SS１６６ １６８ Ｋ

３２１ 石篦 ３９．０ ３６．２ １１．４ １６．４６
無斑晶質安

山岩
上半 ３ Ｃ ９� ５３ SS１６７ １７５ Ｋ

３２２ 石篦 ４１．９ ３５．９ １２．７ １９．６６
無斑晶質安

山岩
上半 ３ Ｃ ９� ３１ SS１７０ １７１ Ｋ

３２３ 石篦 ３５．７ ４２．２ １１．８ １８．７２
無斑晶質安

山岩
上半 ３ Ｃ拡 ９� ３６０ １７６ Ｋ

３２４ 石篦 △１０３．２ １１７．０ ６１．５ １８．０ １２２．９０
無斑晶質安

山岩
刃 ３ Ｃ ９� ２２―３１４ SS３４ ２４１ Ｋ

３２５ 石篦 ９６．０ ５１．０ ２２．５ ９６．４５
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９� ９―３５６ ２２２ Ｋ

３２６
エンドスク

レイパー
６７．５ ４８．９ １３．５ ５２．３５ 頁岩 ３ Ｃ ９� ２８―３２９ W５２ １３７ Ｋ

３２７
スクレイ

パー
３９．０ ３２．４ ８．８ １１．４６

金山？サヌ

カイト
３ Ｃ ９� ３２ ３３５ Ｋ

３２８ 石錘未成品 ３５．９ ３５．８ ５．１ １２．４０ 緑色片岩 ３ Ｃ ９� 上端加工
３―Ｃ―

５４１３
SS１９２ ３２５ Ｋ

３２９ 矢柄研磨器 △５５．８ △４３．５ ２０．０ ３７．６１ 砂岩
上部・

右辺
３ Ｃ ９� SS２９ ２９２ Ｋ

３３０ 楔形石器？ ４２．０ ２２．５ ６．０ ７．９２
チャート～

硅質頁岩
３ Ｃ ９� ２７―３２９３３７ Ｋ

３３１ 石核 ５４．２ ４８．２ ２０．１ ５８．４８ 赤色硅質岩 ３ Ｃ ９�
上部脈石

英
３５―３３１ SS１６９ Ｋ

３３２ 石核 １７１．０ ２４３．０ ５８．５ ３０００．００
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９� ３０９ Ｋ

３３３ 有茎尖頭器 △１８．８ ４２．０ ２５．６ ３．９ ２．１８ 赤色硅質岩 上半 ３ Ｃ ９� １４２ Ｋ

３３４
有茎尖頭器

未成品
４４．９ ２４．４ １０．５ サヌカイト 下半 ３ Ｃ拡 ９� 摩滅痕 Ｍ

３３５
有茎尖頭器

未成品
４０．０ ３２．１ ５．５ ５．１１

無斑晶質安

山岩
下半 ３ Ｃ ９� 上端礫面 ４６―３３１ SS１７９ Ｋ

３３６ 有茎尖頭器 ２４．９ ２３．４ ６．０ ２．６５ チャート 下半 ３ Ｃ拡 ９� １８―６７ ３６７ Ｋ

３３７ 有茎尖頭器 △２３．２ △２０．０ ３．１ １．１５ チャート 下半 ３ Ｃ拡 ９� ３６４ Ｋ

３３８
有茎尖頭器

未成品
△３２．５ ３０．０ ７．１ ７．２６ チャート 上半 ３ Ｃ ９� ５１ SS１８０ ２３２ Ｋ

３３９
有茎尖頭器

未成品
△４３．０ ３７．９ ８．４ １２．４１ 赤色硅質岩 上半 ３ Ｃ拡 ９� SS２４ １６７ Ｋ

３４０
有茎尖頭器

未成品
４０．３ ３０．０ ６．１ ６．１９

無斑晶質安

山岩
下半 ３ Ｃ ９� １８１ Ｋ
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）

幅

（mm）

推定幅

（mm）

厚さ

（mm）

重 量

（g）
石 材 欠

調査

次

出土

区
層位 備 考 注記 整理№

写真

№
所蔵

３４１ 石篦 ６４．５ ３４．５ ９．０ １５．３３ 赤色硅質岩 刃 ３ Ｃ ９� ４３ １５２ Ｍ

３４２ 石篦 ９９．３ ４２．６ １５．０ ５１．５０
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９� SS２５ ２４２ Ｋ

３４３ 石篦 △７２．０ ４５．０ ２６．４ ４２．６８
無斑晶質安

山岩
下半 ３ Ｃ ９� １８７ Ｋ

３４４ 石篦未成品 ６３．０ ３３．３ ２０．４ ３５．８６ 頁岩 ３ Ｃ ９�
３―Ｃ―

６２７６
３４７ Ｋ

３４５ 石篦 ４６．９ ３５．８ ８．０ １３．１１
無斑晶質安

山岩
下半 ３ Ｃ拡 ９� SS１８１ ２３６ Ｋ

３４６ 石篦 △４３．２ ３０．０ ９．０ ９．９９
無斑晶質安

山岩
下半 ３ Ｃ拡 ９� SS２７ ２３７ Ｋ

３４７ 石篦 △２８．５ ３３．３ ６．９ ６．６８
無斑晶質安

山岩
下半 ３ Ｃ拡 ９� １５―３６３ SS１８２ １６３ Ｋ

３４８ 石篦 △４６．２ ３７．８ １２．０ ２０．９３
無斑晶質安

山岩
上半 ３ Ｃ拡 ９� ２８―３５２ SS２６ １７２ Ｋ

３４９ 石篦 △３４．５ ４１．４ ９．９ １７．４６
無斑晶質安

山岩
上半 ３ Ｃ ９� ４９―３３１ １８３ Ｋ

３５０ 石篦未成品 △６６．６ ５６．７ １３．５ ４１．７８
無斑晶質安

山岩
上半 ３ Ｃ ９� ３５１ Ｋ

３５１ 石篦 △３７．５ ３３．０ １０．５ １３．５０
無斑晶質安

山岩
上下 ３ Ｃ ９� ５０―３３１ １８２ Ｋ

３５２ 石篦未成品 ８８．５ ５１．３ １５．３ ５４．６５
無斑晶質安

山岩
刃 ３ Ｃ拡 ９�

刃部破損

後再生？
３１５ Ｋ

３５３ 石篦未成品 ７４．４ ５６．４ ２０．４ ８５．８４
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９� ４４―３３１ SS３５ ２４０ Ｋ

３５４ 石篦 １６．２ ３０．０ ７．２ １３．４２ 赤色硅質岩
刃部破

片
３ Ｃ ９� ４７ ３５０ Ｋ

３５５ 石篦 ３３．３ ４２．０ １０．８ １１．１４ 硅質頁岩
刃部破

片
３ Ｃ拡 ９�

３―C′―

６３００
３６９ Ｋ

３５６ 石篦未成品 ６０．６ ５１．３ ２１．０ ５８．８９ 頁岩 ３ Ｃ ９� ４２―３３１３４５ Ｋ

３５７
スクレイ

パー
１５３．６ △８６．４ ３６．０ ３３３．００

無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９�

線条痕

有・砥石

転用？

SS１８３ ３１２ Ｋ

３５８
スクレイ

パー
４５．０ ３０．６ ７．５ ８．９３ 流紋岩 ３ Ｃ ９�

３―Ｃ―

６２８５
３４９ Ｋ

３５９
スクレイ

パー
５１．９ ３７．２ ９．３ １３．４２ 頁岩 ３ Ｃ ９�

３―Ｃ―

６２８４
３５４ Ｋ

３６０ 石核 ４０．５ ５２．５ １６．５ ３３．６４ チャート ３ Ｃ ９�
３―Ｃ―

６２３６
３７２ Ｋ

３６１ 石篦 △２５．５ ３４．５ ９．２ ９．６１ 硅質頁岩 基破片 ３ Ｃ拡 ９� ３５―３６０３７３ Ｋ

３６２
加工痕ある

剥片
６７．５ ６１．５ １９．２ ７７．３４ 頁岩 ３ Ｃ ９� ３４６ Ｋ

３６３ 石篦 ６８．４ ５６．４ １８．２ ６７．４２
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９�

３―Ｃ―

６０５９
３６５ Ｋ

３６４ 石核 ４６．０ ８４．０ ６０．０ ２２７．３４
サヌカイト

（在）
３ Ｃ ９� ４０―３３１ SS１０３ ３０６ Ｋ

３６５ 石核 ３６．０ ６１．０ ３２．８ ６５．７０ 硅化流紋岩 ３ Ｃ ９� SS１７８ Ｋ

３６６ 石核 ２５．０ ３４．０ ３２．０ ２０．９０ 赤色硅質岩 ３ Ｃ ９� SS１７５ Ｋ

３６７ 石核 ４２．４ ３４．２ １６．２ １８．２５ 硅質頁岩 ３ Ｃ拡 ９�
裏面ハジ

ケ
SS２８ Ｋ

３６８ 石核 ５４．０ １８．０ ２２．０ ３８．９６ 硅質頁岩 ３ Ｃ ９� SS１７７ １７４ Ｋ

３６９ 石核 ６４．３ ３０．９ ３５．５ 重７７．２８ 硅質頁岩 ３ Ｃ ９� SS１７６ Ｋ

３７０ 石核 ７８．０ ３１．０ ３０．０ ９７．８６ サヌカイト ３ Ｃ ９� ４８―３３１３５３ Ｋ

３７１ 石篦未成品 ９８．２ ８０．０ ３０．０ ２２２．６２
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９�

３―C′―

６０６０
３７７ Ｋ

３７２ 石核 ９８．０ ９９．２ ２６．４
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９�

３―C′―

６０５８
Ｋ

３７３ 石核 １２１．６ ９２．０ ４２．０ ４７２．００ 輝石安山岩 ３ Ｃ ９� ４１―３３１１０４ Ｋ
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）

幅

（mm）

推定幅

（mm）

厚さ

（mm）

重 量

（g）
石 材 欠

調査

次

出土

区
層位 備 考 注記 整理№

写真

№
所蔵

３７４ 敲石 １１６．０ ６０．０ ３７．８ ２６９．１７ 緑色岩 ３ Ｃ拡 ９� ３１９ ２３８ Ｋ

３７５ 敲石 ９８．０ ６６．０ ５６．０ ４９０．００ 砂岩 ３ Ｃ拡 ９� ３１６ Ｋ

３７６ 敲石 ６９．８ ６２．８ ３６．０ １７２．０２ デイサイト ３ Ｃ拡 ９� ３１７ Ｋ

３７７ 有茎尖頭器 △４７．５４ ４８．１ ２９．１ ４．８ ４．４２
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９� ３１―３６０ W４８ １３３ Ｋ

３７８ 有茎尖頭器 △２８．１１ ４３．８ ２４．３ ４．２ ３．３０ 赤色硅質岩 ３ Ｃ ９� W５１ １３６ Ｋ

３７９
有茎尖頭器

未成品
２３．１ ２６．５ ６．０ ５．７１

無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９� ３４―３８２４６７ Ｋ

３８０
有茎尖頭器

未成品
３７．５ ２８．６ ８．１ １０．３４

金山？サヌ

カイト
３ Ｃ ９� ３９３ Ｋ

３８１ 石槍 ３８．１ １５．１ ３．２ １．６２ 赤色硅質岩 ３ Ｃ拡 ９� ３２―３６９ W４０ ８９ Ｋ

３８２ 石篦 △３４．５ ３０．８ ７．５ ６．８１
無斑晶質安

山岩
刃 ３ Ｃ ９� ５４ ３４３ Ｋ

３８３ 石篦 △４２ ３４．８ ９．２ １２．３３
無斑晶質安

山岩
刃 ３ Ｃ ９� ５６ ３４４ Ｋ

３８４
エンドスク

レイパー
４０．５ ３８．２ １０．４ １９．８３ 輝石安山岩 上半 ３ Ｃ ９� ４５５ Ｋ

３８５ 石篦 ４４．１ ３４．０ ９．０ １６．３４ 頁岩 基 ３ Ｃ ９� 風化 ５５ SS１８８ １７３ Ｋ

３８６
エンドスク

レイパー
６３．０ ４７．１ １６．８ ３７．４１

無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９�

刃部円鑿

状
３９２ Ｋ

３８７
スクレイ

パー
１００．０ ３８．４ ２５．０ ８５．７５

流紋岩質凝

灰岩
３ Ｃ ９�

石核転用

か
４６８ Ｋ

３８８ 凹石・敲石 ７６．０ ４６．０ ４０．０ １６９．１１ 砂岩 ３ Ｃ拡 ９� 磨滅痕 ３６―９ SS９１ Ｋ

３８９ 敲石 １５８．０ ８２．０ ４６．０ ８００．００ 緑色岩 ３ Ｃ ９� ３７８ Ｋ

３９０ 砥石・礫器 １０９．５ １５０．０ ６１．５ １０１９．００
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９�

線条痕

有・砥石

転用？

２７５ ３１４ Ｋ

３９１ 凹石・敲石 １４２．２ ６０．４ ２３．６ ３２０．００ 緑色岩 ３ Ｃ拡 ９� ４６６ Ｋ

３９２ 敲石 １２３．６ ５４．４ ４２．２ ４２５．００ 緑色岩 ３ Ｃ ９� ３７６ Ｋ

３９３ 石槍 ６９．６ ２７．１ １０．５ １７．０１ サヌカイト 基 ３ Ｃ ９� SS２３５ １６６ Ｋ

３９４ 石篦 ８２．５ ３０．９ １４．７ ３４．４４ 赤色硅質岩 ３ Ｃ拡 ９� SS２０ Ｋ

３９５
エンドスク

レイパー
５５．９ ４４．０ １５．３ ３４．６６ 硅質頁岩 ３ Ｃ ９� Ｋ

３９６
エンドスク

レイパー
５８．５ ４９．７ ２０．０ ６０．２８ 赤色硅質岩 ３ Ｃ拡 ９�

石核転用

か
２３３ Ｋ

３９７
スクレイ

パー
６２．２ ３９．１ １０．０ ２２．０９ 頁岩 下半 ３ Ｃ ９� SS１２０ ２３９ Ｋ

３９８ 楔形石器？ １０３．２ ３７．５ １６．８ ７２．４２ 赤色硅質岩 ３ Ｃ拡 ９� SS１９ Ｋ

３９９ 石篦 ４２．６ ３４．８ １１．４ １１．３３ 流紋岩 刃 ３ Ｃ拡 ９� ３２０ Ｋ

４００ 石篦未成品 ８５．２ ５９．４ １８．９ １１７．７３
無斑晶質安

山岩
刃 ３ Ｃ ９� ３８２ Ｋ

４０１ 礫器・石核 １０１．８ ７５．０ ３８．２ ２８１．７１ 頁岩 ３ Ｃ ９� ３３３ Ｋ

４０２ 敲石 ５４．４ ６０．０ ２１．４ １８８．７４ ３ Ｃ ９� ４１―３７４ ３０３ Ｋ

４０３
有茎尖頭器

未成品
１１５．０ ８６．４ ３０．０ ２６．５７

無斑晶質安

山岩
３ Ｃ ９� W５５ １５６ Ｋ

４０４
敲石破損

品？
△６２．２ ３２．２ １７．０ ３６．８３ 緑色岩 ３ Ｃ拡 ９� ３８０ Ｋ

４０５ 石篦未成品 ７０．０ ４５．８ １２．２ ３６．６９
無斑晶質安

山岩
３ Ｃ拡 ９� ３７９ Ｋ

４０６ 敲石 ５６．８ ５６．０ ３９．０ １３２．６６ デイサイト ３ Ｃ拡 ９� ３８１ Ｋ

４０７ 石核 １０８．０ ９６．２ ３５．８ ２０．６５ 頁岩 ３ Ｃ ９�上 ５７―３４４３２８ Ｋ

４０８ 敲石 ８６．６ ８１．０ ６８．６ ６１０．００ 輝石安山岩 ２ Ｄ １ ３９７ Ｋ

４０９ 石鏃 １４．１ １３．３ ４．２ ０．５４ チャート ２ Ｄ ６ SS２２６ ７３ Ｋ

４１０ 石鏃 １６．９ １３．７ ３．５ ０．６３
無斑晶質安

山岩
尖 ２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS２２１ ７８ Ｋ
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石 材 欠
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№
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４１１ 石鏃 ２３．９ １９．７ ４．４ １．９３ サヌカイト ２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS２１８ Ｋ

４１２ 石鏃 ２１．９ １４．５ ３．９ １．０９
無斑晶質安

山岩
右 ２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS２２０ ６９ Ｋ

４１３ 石鏃 ２２．６ １７．６ ５．４ １．９６ サヌカイト 尖 ２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS２１９ Ｋ

４１４ 石鏃 １９．７ １７．０ ３．０ ０．８８
金山？サヌ

カイト
２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS２１７ Ｋ

４１５ 石鏃 １４．７ １２．０ ３．３ ０．４３
無斑晶質安

山岩
２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS２２７ ７２ Ｋ

４１６ 石鏃 ２８．０ １７．１ ３．０
無斑晶質安

山岩
２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS２２２ ７４ Ｋ

４１７ 石鏃 １８．１ １９．０ ３．６ １．０５
金山？サヌ

カイト
２ Ｄ ６ SS１１５ Ｋ

４１８ 石鏃 ２２．１ ２０．４ ４．５ １．３９ 赤色硅質岩 ２ Ｄ ６ SS１１０ Ｋ

４１９ 石鏃 １９．０ １４．８ ２．３ ０．４５
金山？サヌ

カイト
２ Ｄ ６

日本の洞

穴遺跡記

載

SS１０９ ３４ Ｋ

４２０ 石鏃 １６．８ △８．５ １０．０ ３．１ ０．２９
金山？サヌ

カイト
２ Ｄ ６

両面研磨，

左脚ガジ

リ，日本

の洞穴遺

跡記載

SS１１６ ３７ Ｋ

４２１ 石鏃 ２０．０ １３．５ ４．２ ０．７３
無斑晶質安

山岩
２ Ｄ ６ SS１１４ Ｋ

４２２ 石鏃 ２２．０ １３．９ ４．２ ０．９３
無斑晶質安

山岩
２ Ｄ ６ SS１１３ ３６ Ｋ

４２３ 有茎尖頭器 ４４．９ ２４．４ ５．９ ４．８２
無斑晶質安

山岩
２ Ｄ ９

�―Ｙ―

１１
W４３ ９２ Ｋ

４２４ 有茎尖頭器 △３６．３８ ４０．５ △２４．６８ ２４．４ ６．４ ５．２８
金山？サヌ

カイト
２

D１

トレ

９（粘土

層）
粘土層 SS２２ １４４ Ｋ

４２５ 有茎尖頭器 △２５．４８ ４８．９ △２９．５６ ３１．１ ７．０ ３．６１ 硅質頁岩 上半 ２ D４
９（粘土

層）
粘土層 ４１ SS２１ １４１ Ｋ

４２６ 有茎尖頭器 △２９．１７ △２９．４１ ３１．１ ７．０ ６．０４ 頁岩 上半 ２ Ｄ ９ W２ １２１ Ｋ

４２７ 有茎尖頭器 △３０．１０ ４２．６ ２５．２ ５．４ ３．８９
安山岩質凝

灰岩
上半 ２ Ｄ

９（褐色

土）
褐色土

�―Ｙ―

４
SS１４ １２８ Ｋ

４２８ 有茎尖頭器 △２５．３０ ３５．２ ２４．５ ４．３ ２．７７ 硅質頁岩 上半 ２ D２ ９
�―Ｙ―

８
１１３ Ｋ

４２９ 有茎尖頭器 △２７．６３ ４１．１ △２１．７７ ２２．９ ３．９ チャート 上半 ２ Ｄ
９（褐色

土）
褐色土

W１１・

２２０
１００ Ｍ

４３０ 有茎尖頭器 △３１．９８ ４１．３ ２５．０ ５．１ ３．８５ チャート 上半 ２
D１

トレ

９（黄褐

色土）

�―Ｙ―

１１

W５・

２１９
１２０ Ｍ

４３１ 有茎尖頭器 △４４．７６ ４５．４ ２３．４ ４．２ ３．６１ 赤色硅質岩 茎端 ２ Ｄ ９ Ｅ

４３２ 有茎尖頭器 △４５．８５ ６１．１ ３０．４ ９．２ １０．４４ 赤色硅質岩 尖 ２
D１

トレ

９（黄褐

色土）

W３・

２１９
１１８ Ｍ

４３３ 有茎尖頭器 △２７．８４ ４７．５ ２７．９ ５．５ ３．７１ チャート 上半 ２
D１

トレ

９（黄褐

色土）
１１５ Ｍ

４３４ 有茎尖頭器 △２５．６６ ２７．１ ６．０ ４．３１ 頁岩 上半 ２ Ｄ
９（褐色

土）

W１０・

２２０
１０１ Ｋ

４３５ 有茎尖頭器 △３０．７９ ４１．５ ２５．３ ４．９ ３．２６ 赤色硅質岩 尖 ２ Ｄ ９
�―

Ｙ・１０
１１７ Ｋ

４３６
有茎尖頭器

未成品
１８．０ ３２．０ １０．７ １６．５４ 赤色硅質岩 ２ D３

９（褐色

粘土）
６７ SS２３ １４６ Ｋ
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４３７
有茎尖頭器

未成品
４３．９ ３２．０ ９．１ １１．５８ 硅質頁岩 ２

D１

トレ

９（黄褐

色土）
５３ SS１２６ １９０ Ｋ

４３８ 石槍 △３０．０ △１３．９ １４．０ ４．９ １．２７
サヌカイト

（外）
下半 ２ D１

９（黄

褐色粘

土）

５０ SS１２７ ５１ Ｋ

４３９ 石槍 ７０．８ △２８．５ ２９．５ １０．５ １７．７９
安山岩質凝

灰岩
２

D１

トレ

９（黄褐

色土）

�―

Ｐ・４
SS１５８ ２４６ Ｋ

４４０ 石槍 ６２．０ ２９．０ １０．５ １８．７１ 輝石安山岩 ２ D３

９（黄

褐色粘

土）

４３ ３３１ Ｋ

４４１ 石槍未成品 ７１．８ ２９．６ ８．４ ４５．２４
無斑晶質安

山岩
２ Ｄ

９（黄

褐色粘

土）

�―

Ｐ・２８
１６０ Ｋ

４４２ 石槍未成品 ６４．３ ３０．０ １１．５ １９．０９ 赤色硅質岩 ２ D４
９（黄褐

色土）

�―

Ｐ・１３
１０７ Ｋ

４４３
局部磨製石

斧
６１．１ ２３．９ １３．０ １２．９０ 硅質頁岩 ２ Ｄ ９ 両面研磨 ２２１ １５３ Ｍ

４４４ 石篦 △３７．８ ４０．２ ７．５ １５．３７
無斑晶質安

山岩
基 ２

D１

トレ

９（黄褐

色土）

�―

Ｐ・２６
３６１ Ｋ

４４５ 石篦 △３３．９ ３３．０ ９．０ ７．９５
無斑晶質安

山岩
刃 ２ D３

９（黄

褐色粘

土）

４２，

�―

Ｐ・２０

３３０ １８２ Ｋ

４４６ 石篦 ７１．１ ３４．８ １０．５ ２２．５８
無斑晶質安

山岩
２

D１

トレ
９

日本の洞

穴遺跡記

載

１５５ Ｍ

４４７ 石篦 １１５．８ ４６．５ １９．２ ８５．６１
無斑晶質安

山岩
２ D１

９（黄褐

色土）
４９ １８６ Ｋ

４４８ 石篦 １７２．５ ３８．１ ２２．５
無斑晶質安

山岩
２ Ｄ ９ ２点接合 １６１ Ｍ

４４９ 石篦 ４０．２ ３９．１ ６．９ １２．５４
無斑晶質安

山岩
基 ２

D１

トレ

９（粘土

層）
SS１５７ Ｋ

４５０ 石篦 ３３．４ ４０．１ １１．４ １５．９０ サヌカイト 基 ２ D３

９（褐

色粘土

層）

SS１０７ ２４５ Ｋ

４５１ 石篦 ４８．５ ３４．４ ８．２ １２．９１ 基 ２
D１

トレ

９（黄

褐色粘

土）

�―

Ｐ・１８
SS１５９ ２４４ Ｋ

４５２ 石篦未成品 ７５．１ ４７．１ ２０．２ ６９．０６
無斑晶質安

山岩
２ D３

９（褐

色粘土

層）

SS１０７ ２５０ Ｋ

４５３
スクレイ

パー
１００．５ １７６．８ １９．８ １０５．２１

無斑晶質安

山岩
２

D１

トレ
９ W１９ ２６５ Ｋ

４５４ 石核 ６８．４ ２２６．５ ２２．５ ８３．６１
無斑晶質安

山岩
２

D１

トレ

９（黄

褐色粘

土層）

３８６ Ｋ

４５５ 剥片 ６９．０ ９１．５ ２４．３ ２２４．６６ チャート ２ D３

９（褐

色粘土

層）

石器素材

か
１９０ ３１１ Ｋ

４５６ 石核 ３０．３ １７．８ ８．１ 姫・黒曜石 ４ Ａ ３ Ｋ

４５７ 楔形石器 ６０．０ １８．２ １２．０ 赤色硅質岩 ４ Ａ拡 ４
人骨付

近
Ｋ

４５８ 石核？ ９３．０ ６６．０ ２８．２ ？ ３ Ｃ ６ Ｋ

４５９ 石篦 ５９．４ ３１．８ １１．８ 硅質頁岩 ２
C４

トレ

９

（灰分）
Ｋ

４６０ 石斧 １１６．７ ４５．９ ２３．７ ？ ２
C１

トレ

９黄褐

色土
Ｋ

４６１ 敲石 ５７．０ ３７．２ ３９．６ 不明 ４ Ｂ ４
西南落

込み
Ｋ

４６２ 石核 ４２．０ ５２．５ １５．０ 不明 ４ Ｂ ８ Ｋ
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長

（mm）

幅

（mm）

推定幅

（mm）

厚さ

（mm）

重 量

（g）
石 材 欠

調査

次

出土

区
層位 備 考 注記 整理№

写真

№
所蔵

４６３ 石篦 ３３．０ ３２．４ ７．２ 不明 ２
C４

トレ

９（黄色

粘土）
Ｋ

４６４ 有茎尖頭器 △３２．１ ４７．０ △２７．９ ２９．０ ７．９ ６．３３ チャート 尖 ４ Ｆ ９？ ２７５ Ｅ

４６５
有 茎 尖 頭

器？
△２１．９ １８．２ ４．２ １．５２ ？ 下半 ４ Ｆ ９？ ２７６ Ｅ

４６６
有茎・未成

品
１５２．８ ３１．４ １２．０ １７．６４

無斑晶質安

山岩
４ Ｆ ９？ ２７４ Ｅ

４６７ 有茎尖頭器 △２９．１０ ３３．２ △２１．９６ ２２．６ ４．５ ２．１３
金山？サヌ

カイト
尖 不明 不明 ９？ ８７ Ｒ

４６８ 石匙 ５６．５ １７．０ ７．１ ４．６０ 赤色硅質岩 尖 １
１

トレ

W１３・

２２２
２７１ Ｍ

４６９ 石匙 ２０．０ ３１．９ ５．２ ７．７８ 硅質頁岩 右 １ A２
W２２・

２１４
２７０ Ｍ

４７０ 石鏃 １６．５ △１１．０ １１．５ ２．２ ０．２５
金山？サヌ

カイト
右 ２ Ａ SS１３４ Ｋ

４７１ 石鏃 １９．０ １７．２ ２．９ ０．５１
金山？サヌ

カイト
２ Ａ SS１３３ ４９ Ｋ

４７２ 石鏃 １９．１ １３．０ ２．７ ０．４７ 赤色硅質岩 ２ Ａ SS１３８ ７０ Ｋ

４７３ 石鏃 △２２．０ ２５．０ △１５．１ １６．０ ３．１ ０．６６ 硅質頁岩 尖端右 ２ Ａ SS１３６ ７５ Ｋ

４７４ 石鏃 ２２．１ １８．９ ３．５ ０．６６ サヌカイト ２ Ａ 石材外来 SS１３７ ５３ Ｋ

４７５ 石鏃 ２４．１ △１５．０ ２１．０ ３．５ ０．９９ 硅質頁岩 右 ２ Ａ SS１３５ Ｋ

４７６ 石鏃 △１６．０ ２１．０ １４．５ ３．２ ０．７７ 硅質岩 尖 ２ Ａ SS１３９ ７７ Ｋ

４７７ 石鏃 △２３．６ △２０．０ ４．０ ０．８８ 赤色硅質岩 尖 ２ 不明 Ｋ

４７８ 石鏃 ２３．９ ９．０ ２．９ ０．４８ 赤色硅質岩 両 不明 不明 １９３ Ｋ

４７９ 石鏃 １９．０ １４．０ ２．７ ０．６７ 頁岩 基 不明 不明 SS２２５ １０ Ｋ

４８０ 石鏃 １８．０ １６．０ ３．５ ０．７５
無斑晶質安

山岩
不明 不明 SS２２４ ７６ Ｋ

４８１ 石鏃 １５．０ △１１．０ １３．０ ３．４ ０．５５ 赤色硅質岩 右 ２ 不明 SS２２３ Ｋ

４８２ 石鏃 １５．２ １０．６ ３．０ ０．３５ 頁岩 右逆刺 ２ 不明 SS２２８ ５２ Ｋ

４８３ 石核・礫器 １１１．０ １３８．０ ３６．５ １２６０．００
無斑晶質安

山岩
不明 不明

W２１・

２２９
３１０ Ｍ

４８４ 石篦 ９３．３ ４１．４ １２．６ ４０．５９
無斑晶質安

山岩
不明 不明 W１５ １５０ Ｍ

４８５
スクレイ

パー
８４．０ ４９．８ ３０．０ １１３．１４

無斑晶質安

山岩
２・１ 不明 ９ ２２５ ２６７ Ｍ

４８６ 石錘 △６４．２ ６７．２ ３８．１ ８．１ ３６．９６ 緑色片岩 不明 不明 ４？ W８２ ３１９ Ｍ

４８７ 石錘 △５１．０ ５５．５ ３４．５ ９．０ ２９．１４ 緑色片岩 不明 不明 ４？ W８３ ３２０ Ｍ

４８８ 石錘 △５７．３ ６１．５ ３３．９ ９．０ ３６．５３ 緑色片岩 不明 不明 ４？ W８４ ３１８ Ｍ

４８９ 凹石 １２２．０ ８７．０ ４５．０ ２
D２

トレ
３００ Ｍ

４９０ 礫器・敲石 ２３８．０ １０３．０ ４４．０ １６５０．００ 緑色片岩 ２
D２

トレ
３２５ Ｋ

４９１ 砥石 ２３１．８ １１４．０ ３４．０ １５１０．００ 緑色片岩 不明 不明
表裏線条

痕
３０７ Ｋ

４９２ 台石 ２５３．０ △１７９．０ ２５０．０ ４２．０ ？ 不明 不明 ３１６ Ｍ

４９３ 凹石 １５３．０ １２０．２ ５６．０ １１７０．００ ？ 不明 不明 W８６ ３１５ Ｍ

４９４ 石鏃 △２５．０ ２７．０ １５．８ ４．０ ０．７９
金山？サヌ

カイト
採集 W３５ ２１ Ｔ

４９５ 石鏃 １７．０ １５．０ ３．１ ０．５４ 赤色硅質岩 採集 W７３ ２５ Ｔ

４９６ 石鏃 ２１．０ １６．５ ４．５ ０．６８
サヌカイ

ト？
採集 W７５ ２７ Ｔ

４９７ 石鏃 １７．０ １３．２ ３．９ ０．３６ 赤色硅質岩 採集 W７８ ３０ Ｔ

４９８ 石鏃 １８．３ １６．７ ３．０ ０．６５
角閃石安山

岩
採集 W３６ ２２ Ｔ

４９９ 石鏃 △１６．３ １８．３ １４．８ ２．０ ０．４３ 姫・黒曜石 採集 W３７ ２３ Ｔ

５００ 石鏃 １２．０ １５．７ ４．１ ０．３７ 赤色硅質岩 採集 W７７ ２５ Ｔ
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図№ 器 種
長 さ

（mm）

推定長
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５０１ 石鏃 △２６．０ △１４．９ ３．０ ０．８４ 赤色硅質岩 左半 採集 W７９ ３１ Ｔ

５０２ 石鏃 △１５．８ ２２．０ １７．５ ３．３ ０．８４ 頁岩？ 尖 採集 W７４ ２６ Ｔ

５０３ 石鏃 １６．５ １６．８ ４．１ ０．９６ 赤色硅質岩 採集 W３８ ２４ Ｔ

５０４ 石鏃 １７．１ １５．３ ５．０ １．１７ 赤色硅質岩 採集 W８０ ３２ Ｔ

５０５ 石鏃 ２０．１ １６．０ ４．９ ０．９２ ？ 採集 W７６ ２８ Ｔ

５０６
有 茎 尖 頭

器・未成品
６４．０ △３４．５ ３６．０ ５．５ １２．０５ 赤色硅質岩 採集

W３４・

３０４
２８８ Ｔ

５０７
有 茎 尖 頭

器・未成品
４７．０ ３０．９ １１．５ １４．５２ 赤色硅質岩 採集

W３０・

３０２
２８４ Ｔ

５０８
有 茎 尖 頭

器・未成品
５２．１ ３０．５ １０．１ １３．９０

無斑晶質安

山岩
採集

W２６・

３００
２８０ Ｔ

５０９
両面加工ス

クレイパー
３９．９ ３０．０ １９．１ ５０．３９

無斑晶質安

山岩
採集

W２４・

２９９
２７８ Ｔ

５１０
両面加工ス

クレイパー
３４．０ ２７．６ １３．０ ３４．６４ 赤色硅質岩 採集

W２５・

２９９
２７９ Ｔ

５１１ 石篦 ７２．０ ４３．８ １６．７ ５０．５３
無斑晶質安

山岩
採集

W３３・

３０４
２８７ Ｔ

５１２ 石錘 △６６．０ ６９．０ ３０．０ ６．８ ３０．６２ 緑色片岩 採集
W２９・

３０２
２８３ Ｔ

５１３ 石篦 ９１．２ ４９．５ １８．０ ７５．８０
無斑晶質安

山岩
採集

W２８・

３０１
２８２ Ｔ

５１４ 石篦 ４６．８ ３９．９ １８．０ ３３．８２ 赤色硅質岩 採集 破損 W８１ ２８９ Ｔ

５１５ 石篦 ６６．０ ５９．４ １１．４ ３６．４１
無斑晶質安

山岩
採集 破損

W３１・

３０３
２８５ Ｔ

５１６
スクレイ

パー
１０８．０ ３７．５ １６．８ ５５．８５

無斑晶質安

山岩
採集

W２３・

２９８
２７７ Ｔ

５１７
スクレイ

パー
５０．４ ６１．２ １９．５ ５６．３９

無斑晶質安

山岩
採集

W３２・

３０３
２８６ Ｔ

５１８ 矢柄研磨器 △７３．８ ４７．４ ２１．０ ８７．７８ 砂岩 採集 破損
W１・

２１８
２９１ Ｔ

５１９ 有茎尖頭器 △４１．８７ ４２．７ ２３．１ ２５．４ ３．８ ３．８ 赤色硅質岩 不明 不明 ９ 破損 Ｒ

５２０ 有茎尖頭器 △４０．１３ ５１．２ ２６．３ ５．５ ６．２７ 赤色硅質岩 ３
Ｃ拡

張区
９―２ 破損

６２１０１５，

No．６―

３５７

Ｍ

出土区：図の調査区に準ずる，トレ→トレンチ，２次調査次のD１・２についてはＤ区１トレ・２トレかD１区・D２区のいずれかは不明

所蔵：慶應義塾大学民族学考古学研究室→Ｋ，久万高原町（美川村）教育委員会→Ｍ，愛媛県歴史文化博物館→Ｅ，竹口渉氏→Ｔ，国立歴史民俗博物館→Ｒ

長さ・幅・厚さ（mm）△残存値 重量（g），欠：欠損部分 尖→尖端・茎→茎部・右→右脚・左鏃左脚・両→両脚・刃→刃部・基→基部
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層位
調査

区
区

狩猟具 漁猟 刃物 工
具

調理加工・

加工具
その他

石

鏃

同

未

成

品

有

茎

尖

頭

器

同

未

成

品

柳

葉

尖

頭

器

柳
葉
形
尖
頭
器
未
成
品

石

錘

石

錘

未

成

品

石

匙

掻

器

両

面

加

工

掻

器

削

器

石

斧

石

箆

石

箆

未

成

品

加
工
痕
あ
る
石
器

楔

形

石

器

石

錐

矢

柄

研

磨

器

有

溝

砥

石

凹

石

・

磨

石

凹

石

・

敲

石

凹

石

凹
石
・
磨
石
・
敲
石

敲

石

・

台

石

台
石
・
敲
石
・
磨
石

敲

石

・

磨

石

台

石

・

敲

石

台

石

敲

石

砥

石

砥

石

・

礫

器

敲

石

・

礫

器

礫

器

礫

器

・

石

核

剥

片

石

核

破

損

石

器

１
Ｂ区

１TB １

１ B２区 ６

１ Ｄ区 Ｄ区 ０ １

２ Ｂ区 １TB区 ５ １

２ Ｃ区 １TC区 １

３ Ａ区
Ａ区・Ａ

拡張
１６ ２ １ １ ２ １ １ １ １

合 計 ２９２ １ １ １ ２ １ １ １ １ １

４

Ａ区

Ａ区・Ａ

拡張
１８ １ １

４ 下部
Ａ区・Ａ

拡張
３ １

４
Ａ区落込

み
１

４
Ｂ区

１TB区 １

４ Ｂ区 １ １ １

４
Ｃ区

４TC区 ６ ６

４ Ｃ区 １ １

４ ？ 地区不明 ３

５ Ａ区
Ａ区・Ａ

拡張
３ １

合 計 ３２１ ５ ６ ２ １ １ ２

６ 不明 １T １

６ 上部

Ａ区

Ａ区・Ａ

拡張
１ １ １

６
Ａ区・Ａ

拡張
１ ２ １ ４ ３ １ １

６

Ｂ区

３TB区 １

６ Ｂ区 １

６ Ｂ区

６ 下部 Ｂ区 １

６ 上部

Ｃ区

Ｃ区／Ｃ
拡張

１ １ １

６
Ｃ区／Ｃ
拡張

１ １ １ ４ ３ ４ ６ ２ １ ５ １ ６ １ １

６ ４TC区 １

６ Ｄ区 Ｄ区 １４

合 計 １７ １ １ ２ １ ４ ３ ６ ５ １ ４ ４ ６ ２ １ ５ １ ８ １ １ １ 多い

７ Ａ区
Ａ区・Ａ

拡張
２ ７ ８ １ ５ ３ ９ ９ ９ ３ １ １ ２

７ Ｃ区 Ｃ ２ １

８ Ｃ Ａ区 Ａ １

８ Ｂ区 Ｂ区 ２ １ １ １ １

合 計 ５ ０ ９ ９ １ １ ５ ３ １０１０９ ３ １ １ ３

９

Ｂ区

１TB １ １

９ Ｂ区 ２ １０ ８ １ ５ １９ ８ １ １ ２ ３

９ ｂ Ｂ区 ２ １

９ ｄ Ｂ区 １

９ BC BC区

表１５ 出土石器の内訳（報告書掲載分）

第 3部 出土遺物
第 2章 石器
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層位
調査

区
区

狩猟具 漁猟 刃物 工
具

調理加工・

加工具
その他

石

鏃

同

未

成

品

有

茎

尖

頭

器

同

未

成

品

柳

葉

尖

頭

器

柳
葉
形
尖
頭
器
未
成
品

石

錘

石

錘

未

成

品

石

匙

掻

器

両

面

加

工

掻

器

削

器

石

斧

石

箆

石

箆

未

成

品

加
工
痕
あ
る
石
器

楔

形

石

器

石

錐

矢

柄

研

磨

器

有

溝

砥

石

凹

石

・

磨

石

凹

石

・

敲

石

凹

石

凹
石
・
磨
石
・
敲
石

敲

石

・

台

石

台
石
・
敲
石
・
磨
石

敲

石

・

磨

石

台

石

・

敲

石

台

石

敲

石

砥

石

砥

石

・

礫

器

敲

石

・

礫

器

礫

器

礫

器

・

石

核

剥

片

石

核

破

損

石

器

９

Ｃ区

１TC ２ ２ １ ４

９ ４TC １ ６ １ １ １ ５ １

９ Ｃ １ １

９′ Ｃ ２

９ 攪乱 Ｃ １

９ � Ｃ １ ２ １ １ １

９ � Ｃ ６ ５ １ １ １ １ ７ １ １ ２

９ � Ｃ拡張 ３ １ ３

９ � Ｃ １ ３ ２ ５ ４ １ ８

９ � Ｃ拡張 ２ ２ １ ８ ２ ３ ２

９ � Ｃ ２ １ ２ １ ３ ２

９ � Ｃ拡張 １ １ ２

９ � Ｃ １ １ １ １ １ １

９ � Ｃ拡張 １ ２ １

９ � Ｃ １

９ �上 Ｃ １

９ � Ｃ拡張 １ ２ １

９ Ｃ拡張 １

９

Ｄ区

Ｄ ７ １ ２ １ ３ １ １

９ １TD ５ ２ １ １ ４ １

９ ２TD １ １ １

９ ？ ？ １ １

９ Ｆ Ｆ ２ １

１０ 上

Ｂ区

Ｂ １

１０ Ｂ １

１１ Ｂ ２

合 計 ２ １５３３０ ７ ４ １ ８ １２ ３６５２１１ ２ １ １ １ ２ １１０ ２ １ ４２０

不明
採集 １２ ３ １ ３ ２ ３ １ １

不明 ？ ６ ３ １ １ １ １ １

不明 Ｃ区 １TC ２

不明 ？ １T １

不明
Ａ区

１TA １

不明 Ａ ７

不明 Ｄ区 ２TD １ １

合 計 ２７ ３ ４ ２ ３ ２ ４ １ ２ １ １ １ １ １

表１６ 第２岩陰石器観察表

図№ 器 種 長さ 推定長 幅 推定幅 厚さ 重 量 石 材 欠 調査 出土区 層位 備考 注記 整理№ 所蔵

１ スクレイパー ３０．９ １７．７ ５．２ ２．９５ 赤色硅質岩 採集 Ｅ

２ スクレイパー ５７．０ ４８．３ ２２．５ ７４．３０ 無斑晶質安山岩 第２ ４７４ Ｋ

３ 石核 ８５．５ ９６．６ １９．５ １５８．１８ 輝石安山岩 第２ ４７５ Ｋ

４ 敲石 ７３．０ ５８．０ ３６．０ ２５２．５６ 輝緑岩 第２ ４７２ Ｋ

５ 敲石・磨石 ８８．０ △５８．２ ３７．２ ２９６．４７ 頁岩 第２ ４７１ Ｋ

６ 凹石・敲石 １３９．０ ６３．０ ３５．８ ４００．００ 緑色片岩 第２ ４７３ Ｋ

７ 敲石 １１０．０ △４１．０ ３５．８ ２５５．６３ 輝石安山岩 第２ ４７０ Ｋ

８ 敲石・台石 １４０．０ １２１．６ ４５．６ １２００．００ 輝石安山岩 第２ ４６９ Ｋ
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